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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜の森、雨の夜。

　静かな木々の間を彷徨さまよい、道らしい道をようやく見つけてそれに頼たより、さらに進むことしばし。その館やかたは、突とつ然ぜん視界に現れた。

　闇やみと同じ色合いの黒々とした館の影かげになかなか気づかなかったのは、館の窓にひとつも灯ひが点ともっていなかったせいだった。夜半からの雨に雷かみなりが混じり、その雷らい光こうに照らされなければそのまま通り過ぎていたかもしれない。

　森の雨は、鉄てつ砲ぽう水みずや川の深み、様々な危険をもたらす。館の姿に違い和わ感を覚えたとしても、無視することは論外だった。このような辺境、馬車道もろくにない森の中にあるにしては大きすぎる館ではある。稲いな光びかりの合間に姿をのぞけば四階はあり、ちょっとした旅館以上のものだった。廃はい屋おくではない。すべての窓はガラスで閉とざされ、叩たたきつける雨あま粒つぶを垂直にこぼしている。雨と稲妻の騒そう音おんの中、当たり前といえば当たり前のことだが、館はまるで静かだった。待ち構えていたようでもあり、潜ひそんでいたようでもある。

　ただ、激しさを増す雨に打たれ、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくはそれらの理性や感傷を脇わきに置いて慌あわてていたことも事実だった。彼は地面のぬかるみを踏ふみ越こえ、そのまま館の敷しき地ち内に駆かけ込んでいた。庭らしい庭は整えられていない。ただ林間の空き地にその館があるのみだった。玄げん関かん先まで遮さえぎられることもなく入り込める。ようやく軒のき先さきで雨をしのげるようになってから彼は一息ついた。マントの水すい滴てきを弾はじいていると、その下からむっくりと黒い獣けものが顔をのぞかせる。

　黒い毛並みは夜と見分けがつかないものの、金色の瞳ひとみはわずかな光源に反応して仄ほのかに輝かがやいていた。それだけで判別できるわけではないが、黒くろ猫ねこである。マントの下から抜ぬけ出して肩かたに乗ってきた黒猫に、秘儀盗賊はつぶやいた。

「ひどいな、この雨」

　対して猫が、人の言葉で応こたえてくる。

「まったくだよ。遺い跡せきでキャンプ用具までなくしたところに降ってくるんだから」

　ずしーん、ずしーん。

　と、彼らの後をついてきた巨きよ大だいな足音に顔を上げる。とりあえず黒猫と顔を見合わせ嘆たん息そくしてから、彼は館の閉ざされた玄関へと向き直った。

「すみませーん」

　ノッカーを鳴らして呼びかける。が、声のほうは雷鳴に搔かき消された。

　二度それを繰くり返してから、さむけを感じてマントを引き寄せる。髪かみの先せん端たんから滴したたる雨粒を見上げ、彼はうめいた。

「風か邪ぜひくなー、これは」

　言っていると、足元に泥どろの塊かたまりのようなものがべちゃりと音を立てて落ちた。

　正確には、それは落ちてきたのではなく地面から這はい上がってきたのだった。玄関前の泥道から等身大の泥人形のようなものが身体からだを引きずり、なんとか肘ひじで這いずって軒先まで登ってきている。とりあえず彼は無視して館からの反応を待った。相変わらず静まりかえっている。

「空き家かな」

　誰だれにともなく問いかけると、答えてきたのは猫だった。

「鍵かぎかかってるよ」

　調べた素そ振ぶりもなかったのだが、それでも分かるものらしい。

　扉とびらが開いた。

「…………？」

　思わず跳とび退のき、また雨の中にもどって彼はその開いた扉に身構えた。扉が開くまでに鍵を開ける音もなく、誰かが近づいてくる足音も気配もなかった。扉は文字通りなんの前まえ触ぶれもなく、ただ開いたのだ。

　その奥から控ひかえめに小さな灯明が漏もれている。蠟ろう燭そくの揺ゆれる炎ほのおとともに顔を出したのは、ひとりの瘦やせた老人だった。折り目正しい正装に、背筋も伸のばし立ち居振る舞まいにも無む駄だがない。白はく髪はつとなった眉まゆの下から細い眼めが、突然の来訪者を胡う散さん臭くさがる様子もなくただ静かに見つめてきている。

「お困りですか？」

　淡たん泊ぱくな問いに、彼は黙もくしてうなずいた。と、表情を緩ゆるめることもなく老人は灯を掲かかげあたりを見回す。

　そして、視線をもどしてから言ってきた。

「失礼ながら……そこよりも、雨に当たらないところにお入りになられたほうが具合がよろしいかと存じます」

「え？　ああ、そうですね。はい」

　慌てて彼はまた軒先までもどった。跳び退く際に肩から下りていたらしい猫が、呆あきれたように尻尾しつぽをうねらせている。

　老人は暗い空を視線で示し、うなずいた。

「この雨は朝まで止やまないでしょう。よろしければ、明朝まで当館でお世話させていただけるよう主人にお願いして参りましょう」

「あ、ありがとうございます」

　彼が頭を下げていると、老人はそのまま続けて訊たずねてきた。

「ここにおられる方々で全員でしょうか？」

「はい」

　今度はこちらがうなずいて、彼は玄関先に並ぶ連れを次々と指し示した。

「ええと、俺とこの猫と、あとさっきコケて滑すべって泥どろ沼ぬまに落ちた上、溺おぼれてぐったりしてるのと」

　言うにつれ、言いづらくなって口ごもる。

　彼と猫のほかに、先ほどの泥の塊はようやく立ち上がるだけの力を取りもどしたのか、泥の中からどんよりとした眼を開けている。哀あわれっぽい眼まな差ざしは、すぐにも乾かわいた屋内に入りたがっているようだった。

　いくら泥だらけでも、彼女が武装していることは一目で知れただろう。腰こしに剣けんを下げているのは彼も同様だった。

　が、そこまではともかくとしても……

「あと、説明無用にやたらでかいのなんですが」

　最後に彼が紹しよう介かいした少女は、まだ雨の中にそびえていた。雨宿りしようにも入りきれなかったからでもあるのだが、そもそもその少女は雨に打たれることを苦にしていないようである。

　少女といっても、その背せ丈たけは館やかたの屋根より高かった。その姿を照らすには蠟燭の灯あかりなどでは到とう底てい足りず、稲いな妻ずまが閃ひらめくたびにようやく全身が闇に浮うかび上がる。彼女は巨きよ大だいな姿で膝ひざを畳たたみ、気楽そうに首を傾かしげていた。

　それを見上げ、老人は淡々と答えてみせた。

「かしこまりました」

「えー!?」

　彼が叫さけぶと、老人は瞬まばたきもせずに、

「どうかなさいましたか？」

「いや、普ふ通つうに受け流されるとは思ってなかったから……」

「では申し訳ございませんが、ここでお待ちください。主人に許可をいただいて参りますので」

　老人は一礼すると、やはり無駄のない機き敏びんさで館の中へともどっていった。




「この館にお入りになられた以上、皆みな様さま方は当館のお客様です。皆様には快適に過ごしていただきたいと思っております」

　思ったより早くもどってきた老人は、そう言いながら彼らを招き入れた。玄げん関かんから広間に入ると館の中はやはり静かで、嵐あらしの音も遠くなったようである。カーテンの下りた窓の向こうに稲光が閃いていたが、雷らい鳴めいは塵ちりを揺らすこともなかった。もっとも、館内はしっかりと掃そう除じされ塵も落ちてはいなかったが。

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくが絨じゆう毯たんに水滴を落とすことを気にしていると、老人は静かに言い添そえた。

「お気になさらず。我が家と思いくつろいでください」

「はあ」

「わたしは、当館にてお世話をさせていただいております、執しつ事じのロイロックと申します。御ご用ようがございましたらお気軽に申し付けくださいませ。ところで、皆様のお名前をうかがってもよろしいですか？」

「あっ」

　慌あわてて、彼は自分を示した。

「俺は、シャンク・アーバロン。そこの死にかけた泥べた塊かたまりにも一応名前がついていてミーティー。猫ねこはブリアンです」

　次々に紹介していくと、黒猫を見たところで執事は小さく微び笑しようしてみせた。

「猫のお名前まで」

　と、まだ開きっぱなしの扉とびらを見やり、

「それで、あちら様は？」

「とりあえず、名前はどむーんです」

　答えてから、シャンクは口ごもった。

　巨大化したどむーんは入り口のところで頭すら入らず、ぴったり顔だけ貼はり付けてきょとんとしている。どうあがいても中には入れそうにはない。魔ま力りよく結けつ晶しようであるどむーんならば雷雨の中にいて風か邪ぜをひくということもないだろうが、さすがに外に出して放ほうっておくというのも気が引けた。

「どむーん……ええと、どうにかならないか？」

　本当にどうしたら良いのかというのはなにも思いつかなかったのだが、では他ほかにどう聞けば良いのかそれこそ思いつけず、訊ねる。

　と。

　どむーんはほんのわずか迷うように、天てん井じようを見上げたようだった。思考に数秒、外では雷かみなりが鳴るほどの時間も経たってはいない。

　そして急に目を閉じてうめき始めると、

「んーむむむむむむむ」

　ぽん！

　音を立てて、どむーんの巨大な姿が消えた。そこに、元のサイズの少女が残っている。

　とことこと早足で入ってくるどむーんに、シャンクは声をあげかけた。

「なんだ、小さくなれるんじゃないか」

　だが、どむーんの後に続けて、ひとりまたひとりと大量のどむーんが入ってくるのを見て、彼はひとまず息を止めた。

「…………」

　ぞろぞろぞろぞろぞろぞろと、次々に数を増すどむーんは各おの々おの適当に整列していく。不思議そうに首を傾げ、互たがいに同じ顔をこねくり回したりしているコンビもいる。

　動けないままシャンクがどむーんの数を三十人ほどまで数えたところで、黒猫のブリアンが足元からつぶやくのが聞こえてきた。

「いや、ぼくは予想してたよ？」

　執事の目を気にしてのことか、猫が発したのは望む相手にしか聞こえない特とく殊しゆなひそひそ声だった。ただの黒猫ではないこの猫は、元は魔法使いシーカーだったという。そのため、この手の異常な光景にも慣れがあるのだろう。なにひとつ慌てた様子もなかった。

　大量どむーんの最後のひとり（多分）が入ってくるのを待ったところで、執事が咳せき払ばらいして一言つぶやいた。

「大人数ですな。お部屋が足りますかどうか」

「そんだけで済ますの!?」

　叫さけぶが、執事は本当にそれほど気にした様子もない。

「お部屋にご案内させていただいてから、すぐにお着き替がえと湯をお持ちいたしますので」

「はぁ……そりゃ、ありがたいですが」

「では、こちらへどうぞ」

　執事の持つ蠟ろう燭そくの灯あかりに導かれ、館内を進んでいく。小さな灯明では足りないほど広い屋や敷しきだが、見て取れた範はん囲いではそもそも見るべきほどのものもない廊ろう下かではあった。古風で質素、落ち着いて清せい楚そ、窓の外が嵐の闇やみに閉とざされているせいもあるがどこも暗く、通り過ぎるどの部屋にも人ひと気けは感じない。

　汚よごれた靴くつで絨毯を踏ふむことを遠えん慮りよすれば、自おのずと足音は忍しのぶことになる。自分たちの歩く音すら聞こえなくなれば、窓の外で控ひかえめに主張する雷雨くらいしか聞こえるものはなかった。

　とはいえ案内された距きよ離りもそれほどではなく、広間から二階に上がってすぐの廊下が、客室の並びである。辿たどり着いて執しつ事じは、すっと振ふり向いて会え釈しやくしてみせた。

「このあたりの部屋をお使いください。何人か相部屋ということになってしまいますが、寝しん台だいは足りているはずですので」

「じゃあ……」

[image: ]

　シャンクはブリアンの瞳ひとみをちらりと見ると、適当に部屋を割り振った。自分と猫ねことで一室、ミーティーがもう一室、残りはそれこそ適当に、部屋数で大量どむーんの総数を割り算して。ほかに選せん択たく肢しのない割り振りではあった。

「部屋に敷しき布ふを置いてありますので、汚れ物などはそこにお集めください。翌朝までに洗っておきますので。湯とお着替えはすぐにお持ちします」

　部屋には既すでに灯ひが入っていた。

　客室もまた屋敷全体と同じ、家具も古風な造りだが品質は良いものがそろっている。ふと思い立ってシャンクはチェストに触ふれて押してみたが、中身は空でもかなりの重さがあった。上質の木を使っているのだろう。

「盗とう賊ぞくなら、家具のひとつも持ち帰りたがりそうな感じだな」

　ミーティーのことを思い浮うかべながらシャンクがつぶやくと、あちこちの家具の隙すき間まを物色しに歩いていた猫が振り返って答えてきた。

「なに他ひ人と事ごとみたいに言ってんのさ」

「あ、そうか」

　自分も同業だったことを思い出し、シャンクはマントを一振りして雨水を払ってからマント掛かけに引っかけた。以前魔ま法ほう使つかいから盗ぬすみ出したこのマントは、これだけのことでもう湿しめってすらいない。

「しかしここ、変な屋敷だな」

　言われた敷布は部屋の中央にあり、シャンクはその場所に手荷物を置いた。といってもほぼ空の鞄かばんだけだったが。彼の持っているものといえば、あとは腰こしに下げたスプリング・ガンと剣けんくらいなものである。旅は軽装が基本……というわけではなく、単に今回の遠えん征せいがまったくの戦果なしだっただけなのだが。

　爪つめの感かん触しよくでも確かめるように絨じゆう毯たんに前まえ脚あしを伸のばし、ぺったりと胸をつけながら、黒猫が声をあげる。仕し種ぐさはのんびりしていたが、声はそれと裏腹に緊きん張ちようが混じっていた。

「このあたり、人里もないんだよね？」

「一番近いのが、オロボイが身を隠かくしてるあの村だから……まだ一山二山あるな。まあ、どうにもできない距離ってわけでもないけどなぁ」

「なんでわざわざこんな辺へん鄙ぴなとこに住んでるんだろう」

「こうまでもてなされちまうと、相手からは聞きづらいよな」

　と、ノックが聞こえた。

「失礼いたします」

　扉とびらが開き、あとは音もなく執事が入室してくる。手には大きなやかんを提さげていた。中には湯が入っているらしく、口から湯気が立っている。

「湯をお持ちしました。これで身体からだをお洗いください」

「あ、すみません」

　彼が持ってきたのはやかんだけではなく、湯を入れる器うつわと手ぬぐいが何枚か。あとは、簡単な着替え。いっぺんに受け取りながら、ふとシャンクは聞いてみた。

「ほかの部屋の連中はどうしてます？」

「ええ、同じものをおとどけしてあります」

「もう!?」

　驚おどろいて思わず大声になるが、執事は気にもせず一礼すると、そのまま退出していった。静かに扉が閉じる。

　シャンクが呆ぼう然ぜんとしていると、ブリアンは汚れた敷布には決して乗ろうとしないまでも近づいてきて、

「えらく素す早ばやいね」

「どむーんだけでも三十人はいただろうに。どうなってんだ？」

　疑問を口にしても、閉じた扉はなにも答えることはなかった。




　身み支じ度たくを整えたそのちょうどの時に、再びノックが繰くり返される。まるでのぞいていたようなタイミングではあった。

「失礼いたします」

　着き替がえたシャツと下着はあつらえたようにぴったりで、逆にシャンクは違い和わ感を覚えながらも入室してくる執事の姿を見やった。執事は今までと寸分違たがわぬ角度でお辞じ儀ぎすると、うやうやしく言ってきた。

「お食事の用意ができましたので、お知らせにあがりました」

「はい……」

　彼が口ごもっていると、執事は瞬まばたきを一度してから、

「お部屋にお持ちしましょうか？」

「あ、いえ、そういうことじゃなくて」

　シャンクは手を振ふると、慌あわてて言い直した。

「そのぅ、なんていうか俺たち、そんなに金持ってないんですが」

「ご心配なく」

　よどみなく言うと、執しつ事じはうなずいてみせる。それだけで、ほかに説明も言い訳もなにもなしだった。では階下で待っておりますのでとだけ言い残すと、余計な時間をかけずに去っていった。

「どういうことだ？」

　さすがに疑わしくなって、シャンクは顔をしかめた。ちらりと視線で、ベッドのほうを探さぐる。マントはマント掛けに引っかけておいたままだが、武器はベッドの下に隠していた。与あたえられた衣服には武器を携けい帯たいできるようなたっぷりした余よ裕ゆうはなく、もともと彼は隠し武器の類たぐいは持ってきていなかった。警けい戒かいしようにも、丸腰で階下に下りるしかないようではある。

　部屋のあらゆるスペースを試ためし、ようやく気に入った場所を見つけたらしいブリアンが、棚たなの花か瓶びんと花瓶の隙間から顔だけ出してため息をついた。金色の瞳が細められている。

「心が貧しいと、人の親切はなかなか受け入れ難がたいもんだね」

「なんだよ。お前だって、どう考えても怪あやしいと思ってるだろ」

　しかめ面つらでシャンクが告げると、黒くろ猫ねこは表情も変えないままあっさりと言ってきた。

「そりゃそうだよ」

「魔ま法ほうかなにかか？」

　ここだけは声をひそめて、訊たずねる。

　黒猫もまた、静かにつぶやいた。

「それは突とつ飛ぴな話だね。ぼくの見た限り、この屋敷内で魔法が使われた形けい跡せきはなにもない。けど」

「けど？」

「辺境で人の目を避さけて隠れ住む……っていうのは、なんだかいかにも魔法使いみたいだ。でも忘れちゃならないけど、魔法使いは絶対人に親切なんかしない」

「忘れちゃいないさ」

　こちらもまぶたを半分閉じて、シャンクは応じた。が、疑ったところで良い考えが浮かぶわけでもない。ついでに腹に手を当てて、彼は嘆たん息そくした。疲ひ労ろうし、腹が減っているという現実もある。

「とにかく、下りるしかないか。なにか分かることがあるかもしれない。本当にただの酔すい狂きような親切心って可能性もあるし」

「んじゃ、ぼくはここで待ってるから」

　と、ブリアンはごろんとひっくり返ってみせた。のんびりとした口調で後を続ける。

「毒も仕し掛かけもない食べ物だけ、少し部屋に持って帰ってきてよ。ぼくも食べるから」

「…………」

　なにか気の利きいた皮肉でもないものかとシャンクが頭をひねっていると。

　どがーん！　と。

　今度はノックなしで、扉とびらが開いた。

　いや、一いち撃げき体当たりでぶち破ったそれをノックだと言うこともできたかもしれない。飛び込んできたのは無論、静かな老人などではなかった。ぐるぐると錐きりもみ回転して頭から水平に飛んできた、ピンク色の少女。頑がん丈じような扉は乱暴に扱あつかわれても壊こわれた様子はなかったが、逆にこの少女もまた衝しよう撃げきに痛みも感じていないらしい。落下してからころころ床ゆかを転がりまた立ち上がると、猫の寝ねている棚に向かって両手を伸のばした。

「ねこー！」

　が、背せ丈たけがとどいていない。それでもプレッシャーを感じたか、ブリアンが文字通り総毛立ちながら起き上がった。

「来た！　帰れ！」

　容よう赦しやない叫さけびではあったが、どむーんには聞こえていないらしい。気にせず棚に飛びつきながら、まだ同じことを叫んでいる。

「ねこー。おっきくなったねこー！」

「おっきくなってない！　お前が元の大きさになったんだ！　あと猫じゃない！」

　とりあえず。

　シャンクは後ろからどむーんの襟えり首くびを摑つかむと、彼女が棚を倒たおす前に引き剝はがした。どむーんはそれにすら気づいていないように手足をばたばたさせていたが、やがて動けないことに気づいておとなしくなる。なんでそんなことをするのかと疑問にでも思っているのか、不思議そうな視線をこちらに向けてきた。

　その時になって気づいたが、このどむーんは口に付け髭ひげをつけていた。付け髭といってもただの飾かざりではなく、昔の魔法使いが自らの魂たましいを封ふうじ込めたという魔法の道具である。もっとも、今は休きゆう眠みん中のようだった。

「他ほかのどむーんは？」

　その他に聞くことを思いつかず、シャンクは訊ねた。と、どむーんが胸を張って誇ほこるように声をあげる。自分自身を示して、

「じ・おりじなられどむーん！」

「？」

　よく分からずに眉まゆ根ねを寄せる。と、花か瓶びんの奥に引っ込んだブリアンが、声だけで指し摘てきしてきた。

「オリジナルって言いたいんじゃないかな」

「どのみち意味分からないな」

「魔ま力りよく結けつ晶しように理り屈くつを求めるのは不毛だよ。魔力なんて結局わけ分からない。だから魔法なんだ」

「その説明こそよく分からないが」

　彼はどむーんを床に下ろして問いかけた。

「んで、これが元々のどむーんってわけか。じゃあ他のは？」

　付け髭の位置を手でもそもそ直している少女を見ていると、その外観は人間と変わらない。が、彼女は人間どころか魔力の結晶である。つまり魔法使いが命じ、超ちよう常じようの力を発揮するための力の源だった。

　髭の位置が定まったのか、どむーんはぴんと両手を伸ばして声をあげた。

「偽にせのどむーんがよく現れるところにいかがですかー？」

「もうさっぱり分からん。ていうかなにを理解すりゃいいんだ」

　シャンクがうめくと、ブリアンは小声で補足してきた。

「他のは、例の同化した魔力結晶を分ぶん離りして出来た偽物ってことなんだろう。どむーんが意図して作ったわけじゃなくて、しばらく同化してたから性質が似たものになっちゃっただけで。だから、きっと少しずつ違ちがうものなんだろうと思うよ」

「違うもの？」

「外見の一部とか、性格とか」

「ふうん」

　ようやく話を理解して、シャンクは開けたままになっていた扉の外を見やった。ちょうど、一応着替えて身体からだも洗ったらしいミーティーが、半分眠ねむりながらずーるずーると尺取り虫のように進んでいくのが見える。半ば意識を失いながらも執しゆう念ねんだけで食事に行こうとしているのだろう。

「とりあえず、俺たちも行くか」

　シャンクは誘さそったのだが、ブリアンはやはり棚たなから顔を出そうとしなかった。

「ぼくはいい」

「え？　本当に行かないのか？」

　自由の身になったどむーんが、再び棚に飛びつこうとしている。こちらも、猫ねこを捕つかまえるまでは離はなれそうにはなかった。

　シャンクがきょとんとしていると、ブリアンはちらりと尻尾しつぽだけ振ふって、

「うん。行ってきなよ。その間に、この館やかたのこと調べておくから」

「なんで」

　思わず、彼は訊たずねた。猫の格好をしているとはいえブリアンは魔法使いである。魔法使いは、人のためになにかをすることはない。

　そのことを殊こと更さらに意識したわけではなかったが、ブリアンの申し出は不自然と言えば不自然だった。が、猫は当然のように付け足してくる。

「君があの執しつ事じみたいなのを探さぐってる間に、ぼくが別の場所を探っておく。そんだけのことだよ」

「どむーんは？」

　そちらの答えは、いちいち訊きかずとも知れるようなものではあった。どむーんは変わらず一心に、棚に飛びついては落ちるを繰くり返している。

　釈しやく然ぜんとしないながらも、仕方なくシャンクは肩かたをすくめた。

「じゃあ、行ってくる。食事は持って帰ってくればいいんだな？」

「うん」

　黒猫の返事に、なんとはなしに含ふくみのようなものを感じながらも、シャンクは部屋を後にした。




　扉とびらが閉まって。

　廊ろう下かを遠ざかっていく足音に耳を立て、黒猫はしばし沈ちん黙もくしていた。棚を登ろうとするどむーんの騒そう々ぞうしさに爪つめを嚙かむが、十分にシャンクが遠ざかったと確信できたところで、ブリアンはようやく花瓶の奥から顔だけ出した。

「よし。行ったか」

　と、同時だった。

「ねーこー！」

　ついに部屋の端はしから走り込み、飛びついてきたどむーんが、ブリアンの隠かくれていた段にまで手をとどかせた。

　そして。

　均きん衡こうは一いつ瞬しゆんだけだった。棚はいきなり前方へと揺ゆれ、そのままどむーんに引きずり倒たおされる格好で……落下していく。

「だあああっ！」

　慌あわててブリアンは、隠れていた場所から飛び出した。宙を飛び、絨じゆう毯たんの上に脚あしから着地してそのまま駆かけ出す。背後から落下してくる棚の重圧に、それこそ押し潰つぶされそうになりながら。

　振り返る余よ裕ゆうがあったのは、倒とう壊かいがそれほど早いものではなかったからだろう。しがみついたどむーんごと、重量のある棚が傾かしいでいくのをまだ見ることができた。

　どむーんがこの程度で怪け我がをすることはないだろうが、問題は別にあった。

（騒さわぎを起こしたら、あの執事の目を引くことになる……）

　指を開いて、ブリアンは腕うでを振り上げた。

　念じる。視界の中に、金色に溢あふれたのは彼女の髪かみだった。

　ブリアンが棚を指さすだけで、その動きは止まった。この程度ならば特に命じるまでもない。思うだけで、棚は元の位置にもどっていった。

「つ……つまらないことで力を使っちゃった……」

　落ち込みながら、つぶやく。

　そして。

「……げふっ！」

　吐と血けつとともに、その場にうずくまる。絨毯の繊せん維いが、剝むき出しの肌はだにちくちくと刺ささるのを感じながら、彼女は腕を丸め咳せきを押さえ込もうとした。物音を立てるのは避さけたかった。なま暖かくこみ上げてくる不快感と呼吸器の激痛とに苛さいなまれながら、一心に祈いのる。

（母さん……母さん、わたしに力を……！）

　きつく閉じていたはずのまぶたの向こうに、震ふるえる自分の手首を見ることができた。いや、恐おそらくは目を開けていたということなのだろう。たださむけを覚えるほど、視界が暗かった。

　やがて身体からだを動かせるようになるまでには、何度か意識の暗転に耐たえなければならなかった。どれだけの時間が経たってしまったのか、まったく分からなくなる。黒猫は起き上がると扉を見やった。開いていない。シャンクももどってきていない。代わりに、

「ねこー！」

　棚たなから飛び降りてきたどむーんが、しっかりと黒くろ猫ねこを抱だきかかえた。抵てい抗こうする力もなくただ為なすがままに抱かかえられ、ブリアンは嘆たん息そくした。気を失っていたのは、ほんの一瞬だけだったらしい。

「参ったな。ちっとも回復してない」

　口に残った血の味に辟へき易えきしながら、ぼやく。ぐりぐりと頭に頰ほおを押しつけてくるどむーんのことはとりあえず無視して、

「思ったより重傷だ。魔ま女じよの力を使うのはただでさえ反動がきついのに、この前はシャンクに少し見られたから……」

「ねこねこねこねこねこねこ」

「こりゃ、やっぱり魔ま力りよく結けつ晶しようを使って回復しないと長く保もたないな」

「ねーこーねーこーねこここねこここねこねこねこねこねこ」

「まああの魔力結晶がどむーんと分ぶん離りしてくれたんなら好都合か。あれなら十分な量が」

「ねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこねこ」

「だーうざったい！」

　ようやく我が慢まんの限界に達し、ブリアンは前脚でどむーんの顔を押しのけようとした。が、明らかに力が足りない。

「にくきうー」

　それどころか脚を押しつけられて少し嬉うれしそうなどむーんに、ブリアンはがっくりとうなだれた。が、くじけず閃ひらめいて起き上がる。

「そうだ。どむーん」

「黒いのは、なにねこー？」

「猫じゃないけど取引をしよう。魔力結晶なんだから魔法使いと取引するのは断るわけないよね」

「取引がよくあって聞いたことがあったのも大々的ー」

　自信たっぷりにうなずいてみせるどむーんに、ブリアンもうなずき返す。

「うんうん分かった。分からないけど。君はぼくを抱えてていい。代わりに、ぼくはもう正直歩くのもしんどいから言う通りに運んでくれ」

「取り引かるのだー」

　成立したということらしい。どむーんは素す直なおにブリアンを抱えたまま、すっくと立ち上がった。抱きかかえられるというのはあまり楽な姿勢というわけではないが、それでもほっとしてブリアンは息をついた。

（なんとか回復しないと、かなり危険な段階にまで来てる）

　魔女とは、女性の魔法使いという意味ではない。

　その違ちがいを意識しているのは、当の魔法使いたちだけだろう。それも真理への道、真性ムーンの魔法ウオークへと踏ふみ込んだ者だけが違いを理解できる。魔女の一族だけが魔女を産み、魔女でないものが魔女になることはない。

「君は、きっとそれを知ってるはずなんだ。魔力結晶なんだから、ぼくがどれだけの力を持っているどういう存在か、分かってるはずなんだ」

　気楽などむーんの顔を見上げながら、ブリアンは前まえ脚あしの先せん端たんで部屋の出口を指し示した。とことこと、どむーんはその通りに進んでいく。

　魔女の祝福は魔法の原初から存在したと言われている。真性の魔法そのものと契ちぎりを結んだ血統である。その髪かみの一本一本、呼吸のひとつひとつ、鼓こ動どうの最初から最後までが契りとともにある。

「でも不死秘法の失敗のおかげで……ぼくはこんな姿になってしまった。今じゃ真性の魔法どころか、手品程度の魔法しか使えない」

　どむーんに抱えられて廊ろう下かに出ると、そこはやはり無人だった。部屋の中とは違い灯あかりもないが、ブリアンの目はある程度の夜目も利きく。静まりかえった湿しつ気けがひんやりと心地ここちよい。雨の音は、部屋の中で聞くよりも近くなったようである。

「ま、不本意に変な格好になったってことなら、君も同じかな。ぼくら仲間だ」

「ねこ仲間ー」

「いやそれ違う」

「変態仲間ー」

「いろいろ違う」

　言いながら、廊下の奥を指す。どむーんはそれに従って身体からだの向きを変えた。小走りになって進んでいく。

　魔力結晶が生物の姿を取ることはそうあることではないが、ないことでもない。魔力は空気に触ふれて固化し、世界に存在するどんなものをも真ま似ねる可能性がある。この娘むすめは、あるつまらない魔法使いに囚とらわれていた。記き憶おくと名前を失っており、魔法の役には立たない。

「おっと。この部屋じゃないかな」

　偽にせのどむーんがいるであろう客室の前で、ブリアンは制止した。

「ここ、開けてよ」

「開けるのにご苦労様ー」

　どむーんが陽気に扉とびらを開けると。

　客室は空っぽだった。

「あれ？」

　耳をぴんと立てて、ブリアンは訝いぶかった。

「食事に行っちゃったのかな。まあ、食べる必要がないってだけで、食べれないわけじゃないからなぁ」

　考えていなかったわけではないが、失望は大きかった。魔女の傷に関してはシャンクには話せない。この隙すきになんとしても回復しておきたかったのだが。

　が。

「どむーん。止まれ」

　部屋に入りかけたどむーんに、声を低くして命じる。

　猫ねこのような（ブリアンは自分が猫だとは思っていなかった）姿をしているからといって、猫と同一の機能を持っているわけではない。猫と同じ構造であれば人間並にしゃべることなどできないし、そもそもものを考えることもできなかったろう。逆に、視力、嗅きゆう覚かく、聴ちよう力りよくと、猫並に鋭するどいわけでもない。だが魔ま女じよの五感や身体能力はもとより常人を遥はるかに上回っていた。

　その耳が、到とう底ていそこにあるはずのない音を捉とらえていた。

　シャリッ……

　なんの音なのか、それを判断するより先に。

　ブリアンは叫さけんでいた。

「外へ！」

　言われて、どむーんは軽く跳とんだようにしか見えなかったが、かなりの速度だった。少女の靴くつ底ぞこが絨じゆう毯たんに擦こすれて跡あとを残すほどの。

　だがその速度でなければ間に合わなかったろう。天てん井じようから落ちてきた人ひと影かげが、両りよう腕うでを交差させるように持っているなにかを振ふった。銀色の帯が十字形に、どむーんの首の高さに軌き跡せきを残す。

　影はそのまま床ゆかに落ち、二本の短たん剣けんをこすり合わせた。先ほど聞いた音がまた耳に入る。その向こうで、その男は口を開かない大きな笑えみを浮うかべてみせた。

　血走った目が殺意を語っている。ブリアンは即そく座ざに唱え上げた。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　なりふり構っている場合ではない。火球が膨ふくれ上がり、突とつ如じよ現れたその男を包み込んで爆ばく発はつした。古風な室内を火か焰えんが舐なめ尽つくし、家具ごと吹ふき飛ばす。屋や敷しき全体が揺ゆれ、ガラスのはまった窓が振しん動どうして音を立てる。が。

　まだ燃えさかる室内に、どうしても消えようとしない黒い影がふらりと立ち上がるのが見えた。

（まずい！）

　ブリアンは悲鳴をあげた。

　次の瞬しゆん間かんには、まるで水中から魚が跳はねるがごとく、炎ほのおをかき分けて男が駆かけ出してきていた。両手には短剣を、そして今度は、大きく口を開いて嘲あざ笑わらいながら。
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　尖とがった犬歯が、まるで肉を求めているようにも見える。

　そんなことを落ち着いて観察できるようになったのは、男の動きが止まったからだった。

　時間が停止したように、男は部屋から飛び出した格好のまま固まっている。ブリアンは息をつく余よ裕ゆうすらなく、喉のどの奥にある苦い塊かたまりを吐はき出さないよう歯を食いしばった。彼女のかざした指先が、あとわずかで触れるかどうかというところに男の身体がある。どむーんは、再び魔女の姿にもどったブリアンの身体に弾はじき飛ばされる形で横に倒たおれてきょとんとしていた。

（これ……魔ま力りよく結けつ晶しようだ）

　宙に浮いて動かない男を睨にらみつけて、ブリアンは断定した。

（どむーんから分ぶん離りした魔力結晶だ。だったら、このまま回復に使ってしまえば）

　これが、どむーんと同化していたあの石のなれの果てだというのならば、名前は分かっている。それを使って命じれば、魔力結晶は魔法使いに従うはずだった。魔女の傷を癒いやすのに使われれば、この大きさの石は完全に消えるだろう。ちょうど良いと言えばちょうど良い。

（魔女の力でこれ以上押さえるのは負担がかかりすぎる。名前で支配すればそれで）

「魔力の石、お前の名は」

　使っていないほうの腕で胸を押さえながら、ブリアンは唱えかけた。

　その瞬間、男の身体からだが床に落ちた。

「？」

　ぎょっとして後あと退ずさりする。いや、その力すら残っていなかった。男は再び笑みを浮かべて短剣をこすり合わせた。

　ほんの眼前で、血に溢あふれそうなほどに充じゆう血けつした眼球が喜びに震ふるえている。

「未熟なる者……間ま違ちがえた名を唱えたな」

「なんだって？」

　雑音混じりの呼吸を繰くり返し、ブリアンは叫んだ。既すでに全身に汗あせが滲にじんでいる。重い疲ひ労ろうが身体を包もうとしていた。

「祭さい壇だんから外れ、その小さな結晶と混ざった時、俺たちからは名前が消えた」

　もう一度、刃は物ものと刃物を摺すり合わせ、魔力結晶が勝ち誇ほこる。今度は刃に引っかかりでもあったのか、耳みみ障ざわりな金属音が響ひびいた。

「俺たちは自由な結晶だ。魔法の契ちぎりはもう俺たちを縛しばらない」

「だから自由な姿になったとでも……？」

　耐たえきれず、ブリアンは猫の姿に変じた。口くち惜おしさに任せて毒づく。

「違うだろう。お前たちは祭壇から外されて役目を失い、できることがないから世界に混ざろうと模も倣ほうしてるだけだ」

「そうだ。俺たちは何者でもない。それが自由ということだろう！」

　男が、短剣を振り上げる。

　逃にげようにも、どむーんは倒れたままだった。普ふ通つうの事態ならばどむーんに気を配る必要などはないのだが、相手もまた魔力結晶となれば、なにが起こるか分からない。

　だがブリアンは、もはやそれほど慌あわててはいなかった。状じよう況きようが見えてくれば解決策も分かる。

　それよりも別のことが気にかかっていた。

（この魔力結晶……いったいこの館やかたのなにを模倣してこんな男の姿になったんだ？）

　頭上に掲かかげられた二本の短剣は、異形の角か翼つばさのようでもあった。暗い通路の中で影だけを見上げれば余計にその姿は奇き怪かいに映る。毛を逆立たせて、ブリアンはそのまま待った。相手の注意を逸そらさないように。この絨じゆう毯たんの上ならば、無音で駆け寄ってくることも可能だろう……。

　どがっ！

　男はまったく予期していなかったのだろう。真横から蹴け飛とばされ、そのまままともに倒れて転がっていった。

　安あん堵どして、ブリアンは男を蹴り飛ばした秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくを見上げた。騒そう動どうを聞きつけここまで駆かけもどってきたのか、息があがっている。

「シャンク、あれは」

　説明しようとしたブリアンに、シャンクはうなずいてみせた。

「ああ、分かってる。こっちも襲おそわれた。執しつ事じとミーティーは捕つかまった」

「なにに襲われた？」

　ブリアンが問い質ただすと、それは考えていなかったのか、シャンクは奇き妙みような表情を浮うかべた。が、なんとか答えてくる。

「いや、なんかこう、ごろつきとか、殺し屋みたいなのがわらわらと」

「それは全部、どむーんから分離した魔力結晶なんだ。この館にあるなにかを真ま似ねして、そんな姿になってる」

「この館にある？　でも、あの執事もびっくりしてたぞ」

　と。

　話の途と中ちゆうで、シャンクが視線を横にやるのが見えた。それを追うと、倒れた男がまた立ち上がろうとしている。

　シャンクが、舌打ちした。

「武器は部屋の中か……」

「いったん逃げるしか」

「いや、いい」

　あっさりとそう言って、彼は倒たおれていたどむーんに手を貸して起こしている。男を見ると、そちらは新たな敵の出現に短たん剣けんを激しくこすらせながら哄こう笑しようしていた。

　シャンクが男に向き直ると、それに合わせて飛びかかってくる。その中で、

「お前のは……自由とは違うなぁ」

　本当に小声でシャンクがつぶやくのが聞こえたのも、魔ま女じよの聴ちよう覚かくがあってのことだった。そして、その後のシャンクの姿はまったく見えずとも、その手になにかを持っているのが微かすかに分かる。シャンクもまた半歩飛び出し、すれ違うようにして男の顔面に触ふれた。

　なにをしたのかは、結果を見てというよりも、先に予想していた。男は途と端たんに呆ぼう然ぜんとし、動きを止めている。その口元に、どむーんがつけていた口くち髭ひげがくっついていた。

「……なんじゃ？」

　その付け髭の中に封ふうじられている魔法使いの声で、男がうめく。新しい身体にぺたぺたと触さわりながら、

「なんだこれは。我が輩はい、今回はまた随ずい分ぶんと格好良いな」

「ひげー！」

　自分の髭がなくなっていることに気づいたどむーんが、憤ふん慨がいして突とつ進しんしようとするところを、また素す早ばやく移動していたシャンクが抱だきかかえて止めている。

「…………」

　黙もくしたまま、ブリアンは瞳ひとみを廊ろう下かの奥へと向けた。闇やみの最も暗い先、今は何者の気配もない。だが、いつそこになにが現れてもおかしくない深い闇の中。

　雨の音に、雷かみなりが混じっている。嵐あらしは一晩続きそうだった。

























「……いない」

　食堂には誰だれも残っていなかった。ただ食事の用意が盛せい大だいにテーブルごとひっくり返され、にぎやかに散らかっている。スープ皿やパン籠かご、大量のどむーんに合わせて用意してあったためだろう。台無しになった食事はかなりの量だった。

　乱らん闘とうを示すものとしてはそれだけではなく、天てん井じようの照明も吊つり紐ひものいくつかを切られ傾かたむいている。壁かべの燭しよく台だいもいくつか壊こわされていたが幸い火事には至らなかったようだった。壁にかかっていたのだろう当たり障さわりない風景画も床ゆかに落ち、平へい穏おんな海の真ん中に足あし跡あとらしい大穴が開いている。

「どこに行ったんだろうな。館やかたからは出てないと思うんだけど」

　と、疑問の声をあげるシャンクに。

「あいつらは魔ま力りよく結けつ晶しようなんだ」

　どむーんに抱きかかえられたまま、ブリアンはつぶやいた。

　意味が分からなかったのか、シャンクがきょとんとする。

「さっき聞いたぞ、それ」

「言ってないことをこれから言うんだよ。あいつらは人の姿を模しているけれど、模してるだけで目的なんかない」

「でも、だからって煙けむりみたいにぱっと消えるわけじゃないんだろう？」

　言いながら秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは、白いマントの下で肩かたをすくめてみせる。装備を置いていた客室も完全に破は壊かいされたものの、彼のマントや武器は無事だった。

（まあ、剣もあの玩具おもちやみたいな銃じゆうも、役に立ったためしがないけどさ）

　ブリアンは声に出さず言ってから、話を続けた。

「消えるかもよ。魔力結晶は自ら望めば魔法を使える。魔法使いに命令されないと自分になにができるか分からないけれど。逆に命令されるとそれに従うんだ」

「じゃあ、お前が命令すればそれで済むんじゃないか」

　不思議そうに言ってくるシャンクに、ブリアンは深々とため息をついた。

「魔力結晶たちは名前を変えてしまったらしい。だから命令する方法がない」

「あるぞい。名前を知る方法。まあ、本来は長々と手間をかけて解かい析せきするしかないのだが……」

　と。

　いきなり場ば違ちがいに元気な声をあげたのは付け髭ひげである。いや、正確には付け髭をつけた魔力結晶の一体、つまり先ほど襲おそい掛かかってきた、妙みような殺し屋風の男に化けた魔力結晶なのだが、まあそれを乗っ取ってしゃべっているのは付け髭である。

　付け髭に憑ひよう依いした魔法使いの人格が、自じ慢まんするように腕うで組ぐみし後を続ける。

「そのお嬢じようちゃんと違い、奴やつらは別に名前を忘れとるわけじゃない。そいつら自身から聞き出せば良いわけだ」

「どうやって」

　目を半分閉じて訊きくと、付け髭ベロはまたさらに鼻を高くして、

「奴らは魔力結晶だからして。力ある魔法使いを尊敬し、従う」

　それを聞いて、シャンクがあっさり割り込んできた。

「じゃあ無理だな。そんなのいないから」

　ブリアンはフーと威い嚇かく音おんを発したが無視された。シャンクはそのまま食堂を見回し、惨さん状じようからなにか読み取ろうとでもしているのかしかめ面つらをしていたが、いきなり思いついたのか振ふり向いてきた。

「またどむーんに吸い取ってもらうってのはどうかな」

「やめたほうがいいよ。この前祭さい壇だんにあった時は、あれはただの塊かたまりだった。でも今は人間を模してる。質量の差からいって、今度はどむーんが取り込まれる可能性のほうが高い」

　とりあえずそれだけ説明する。併あわせて、うんうんとどむーんがうなずいていた。どうやらそのあたりのことは本能的に分かるものなのだろう。

「うーん……」

　各おの々おのの思案声だけを長引かせ、邸てい内ないにまた静けさが訪おとずれる。外の雷らい雨うは終わりなく続いているが、厚い壁と高い屋根に遠ざけられあまり聞こえない。

　いつまた襲い掛かられるか分からない。緊きん張ちよう感の中、ブリアンは口を開いた。

「どうも気になってるんだけど。これはさっきも言ったけどあの魔力結晶たちはなにかを真ま似ねてるんだ。この館にあるなにかを。でも、なにを真似たらあんな殺し屋みたいなものになるんだ？」

「そりゃ、殺し屋だろ」

　短たん絡らくに答えてくるシャンクに、尻尾しつぽの先を振ってブリアンは応じた。

「その殺し屋は、この館のどこにいるのさ」

「うーん……」

　まったく進まない。

「とりあえず、あの執しつ事じとミーティーを探そう。危険だが二手に分かれよう。早く見つけないとヤバそうだ。俺はブリアンと……」

　言いかけてシャンクは、一同の顔を見回した。その組み合わせの問題に気づいたらしい。魔ま力りよく結けつ晶しようズ（うちひとりは付け髭に操あやつられている）を見やってから、咳せき払ばらいして言い直してくる。

「俺はベロと行くから。そっちは……それで大だい丈じよう夫ぶか？」

　不安げにつぶやくシャンクに、ブリアンは告げた。

「平気だよ」

　どむーんに抱きかかえられた格好で、胸中ではこう思っていた。二手に分かれるのは仕方ないとしても。

（魔力結晶が相手だっていうのに、まともな魔法使いもいないそっちのほうが不安だよ）




　そしてシャンクは、こんなことを思っていたりした。

（殺し屋みたいなのが相手だっていうのに、まともな剣けん客かくもいないようじゃ向こうは心配だよな）

　早いうちに問題を解決して合流したほうが良いだろう。

　別れた後、付け髭とふたりで館やかたを探たん索さくしながらシャンクは何度か背後を振り返った。食堂からまだそれほど離はなれてはいないが、ブリアンとどむーんが気にかかる。

　なんとなくの割り振りで彼らふたりが一階の西側を調べることになった。敵が二階に逃にげたとは考えにくいため、とりあえず一階を調べたら合流することになっている。

　暗い廊ろう下かには、あの執しつ事じが灯ともしたものか燭台が点々とまだ火を残している。一晩も火が続くようなものでもないが、あとしばらくは保もちそうだった。足元は暗いが歩けないこともない。

「そういえば、お前生前は魔法使いの生き字引だったんだろう？」

　てくてくと前を歩く付け髭ベロに、シャンクは問いかけた。と、付け髭は振り向いて、

「うむ。ほかにも生き仏とか活いけ作りとか言われておったぞ」

「最後のがどんな時に言われたのか無む駄だに興味あるけど……それは置いといて、なんかこんなのにピンとくるのないのか？　魔法使いの手口とかで似たようなのがあったとか」

　先日の遺い跡せきの件を思い出す限りあまりあてになるとも思えなかったが、訊たずねておくのにも損はあるまい。そんな心地ここちで答えを待つと、ベロは腕組みして深く考え込む姿勢を取ってみせた。

「ふーむ。心当たりがないわけでもない」

「どんな？」

「山奥にこういった館を建て、パペットかなにかに生活のことは任せ、自分は研究に没ぼつ頭とうする」

「うん」

「そういう奴やつはたくさんおった」

「いやそんな当たり前のことじゃなくて！」

　シャンクは小声で叫さけぶと、少し歩調を速めてベロに追いついた。

「魔法使いシーカーが人嫌ぎらいの偏へん屈くつな身勝手人種だってことは誰だれでも知ってるさ。そうじゃなくて、それがあんな親切に接待までしてくれるのが変だと言ってるんだろ」

「なんかえらい言われようだのう」

　付け髭ひげベロが、少し傷ついたような顔をしてみせる。魔力結晶の身体からだで髭に触ふれながら、ぶつぶつと付け足した。

「そんなにぼろくそ言われても、我が輩はいらは自分の力を自分のために使おうとしとっただけなんだが」

「そのためには平気で他人を犠ぎ牲せいにしたりするから忌いみ嫌われてたんだろ」

　苛いら々いらと告げる。

　ベロは、ますます困こん惑わくの色を深めたようだった。

「まあ、そんなのが大半ではあったが。自分が犠牲になるのは嫌いやだからして。人になってもらうのが当たり前ではある」

　それこそごく当たり前のように言うベロに、シャンクは頭を抱かかえた。

「だーかーらー」

　が付け髭は、しれっと繰くり返すだけである。

「それに月並みではあるが、自分の満足のために誰かを犠牲にすることなど、誰でもしておるな」

「自覚しないで否いや応おうなくそうなってしまうのと、進んでやるのとでは違ちがうだろ」

　と。付け髭はしばし考え込んでから、

「この館についてだが。もし主人が魔法使いで、面めん倒どうな客を厄やつ介かい払ばらいしたいのなら」

　魔法使いは突とつ然ぜん話題を変えたようで、まったく変えていなかった。

「適当に食事を出して寝ねかしつけ、朝に追い出せば変に勘かんぐられることもないわな。お前さんの言う親切ってのは、そんな程度のことではないか」

「…………」

　とうとう言い返すこともできなくなるが、ベロは特に調子に乗るわけでもなく、淡たん々たんと後を続ける。

「そしてこの魔ま力りよく結けつ晶しようであるが」

　自分を指さして、

「これには心などないぞ。お前さんに斬きり掛かかったからといって悪意もない。自覚もない。お前さんは善悪を心でなど見分けておらんのだ。自分に益になるか害になるかで」

「分かったよ。もういい」

　憮ぶ然ぜんとシャンクが遮さえぎると、ベロはまた落ち込んだようにぶつぶつとつぶやきだした。

「せっかく格好良さげなことを言っておったのに」

　そのまま無言で進み、いくつかの部屋をのぞく。扉とびらにはどこにも鍵かぎがかかっていない。そこにある部屋のほとんどが空だった。というよりも、食堂のほかにまともな家具が入った部屋もない。

「これは……」

　シャンクがつぶやくと、ベロが同意の声をあげる。

「うむ。やはり来客の目に触れるところしか用意しておらんの」

（心も、ない、か）

　そんなことも当て付けられているように思え、苦く笑しようする。だが気にしていても仕方ない。シャンクは意を決して顔をあげた。

「こちら側は全部見た。ブリアンたちを追おう。どうも危ない気がする」

　まだ静けさを破られていない邸てい内ないに、広すぎるほど広がった薄うす暗くらがりには、不安感だけが実体もなく蠢うごめいていた。




「さて。こっちが当たりだったわけだけど」

　ブリアンはつぶやいた。やはり歩くのはつらいためどむーんに抱えられていたのだが、ぶら下げられるのも疲つかれるので魔力結晶の肩かたに移動している。これはこれでどむーんが喜んだおかげで、そのまま順調に館やかたを探たん索さくしてきたのだが。

　一番奥まった部屋。なにもない空っぽの部屋が続いた末に、妙みようにごちゃごちゃとした小しよう工こう房ぼうのようなものに出くわした。大きな平台がいくつかと、その上に乱雑に置かれた機械部品や工具の数々。すべて錆さび付き、埃ほこりを被かぶっているが使えないほど壊こわれてもいない。炉ろには火が入っていなかった。

　床ゆかには、ばらばらに壊された例の執しつ事じが散らばっている。

　一体ではない。明らかに同じと思えるパーツが四、五個は転がっている。機き巧こうは複雑だが動力の類たぐいは見当たらない。純じゆん粋すいな機械仕掛けではないのだろう。ブリアンはふと思い立って少女の肩から降りた。抗こう議ぎの声をあげ、どむーんがとたとた追いかけてくるが、なんとかそれより早く執事の胴どう部品と思おぼしき物体へと近寄り、のぞき込む。

「なるほど」

　球形のものが入る空くう洞どうを見つけ、その周囲の金属部品に刻まれた文字を読み取って、ブリアンは合が点てんした。後ろから、どむーんに捕つかまり持ち上げられながら。

「月軌ムーン明語ワーズだ。内部に魔力結晶を固定し微び量りようずつ力に変えて動力にする仕組みか。気づかなかったけど、同じ顔の執事パペットが複数邸内にいたんだな。全部壊されて魔力結晶だけ抜ぬかれてる……」

　どむーんに頰ほおずりされるのは考えをまとめるのに邪じや魔まとしか言い様がなかったが、抵てい抗こうする気力もなくブリアンは続けた。

「やったのはあの魔力結晶たちだ。自分たちの質量を増やそうとしてる？　となると」

　目を細める。威い嚇かく音おんを発して、ブリアンはどむーんの肩に爪つめを引っかけた。痛みを感じないのかどむーんは目をぱちくりさせていたが、ブリアンは全力で自分の身体からだを引き上げ彼女の肩に乗った。

　叫ぶ。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　どむーんとブリアンを、粘ねん性せいの透とう明めい膜まくがともに包み込む。振ふり下ろされた斧おのの刃ははべちゃりと音を立て、その表面に触ふれたところで動きを止めた。押すことも引くこともできなくなり、斧を持っていた大男が舌打ちして手を放す。

　ブリアンが念じると、粘液はすぐに溶とけてこぼれだした。防ぼう御ぎよ液えきの内側にいれば大抵は安全なのだが、粘液の中では呼吸もできない。魔力結晶や魔女の身体を持つブリアンでもなければ、圧力で即そく死ししかねないほどである。

　床に落ちた斧を拾おうと、大男がまたかがみ込む。だが床に広がった防御液がその斧をまだ引きつけており、持ち上げられない。動けなくなった大男が、動物じみた罵ば声せいをあげた。粘液が動き、斧ごと男の身体にまとわりついていくことに気づいたのだろう。

　数秒後には、粘液は移動を終えて大男の半身を固定していた。全体を覆おおうには体積が足りない。まだ露ろ出しゆつしている肩と背中の筋肉だけを震ふるわせているその男を見上げてブリアンは嘆たん息そくした。

「やっぱり。どむーんを狙ねらってくるわけだ」

　見て分かるものでもないが、大男は魔力結晶だった。斧はこの館で拾ったものかもしれないが、どちらとも言えない上に重要でもない。この部屋に大男が隠かくれるスペースがないわけでもないが、そうではなく瞬しゆん間かん移動して現れたというほうがありそうではあった。

「まずいな。やけに魔法が巧うまい。これじゃ次にどんな手を使ってくるか分かったもんじゃないよ」

「分かることもないよーに」

　愚ぐ痴ちを言うようにどむーんに囁ささやくのだが、彼女は分かっているのかいないのか、意味もない返事を返してくるだけである。

　それでもブリアンはさらに続けた。

「幸いまだぼくの力のほうが上だけど。奴やつらが自分の質量を削けずれば真性の魔ま法ほうを使えるってことに気づいたら、とてもじゃないけど対たい抗こうできない。まあ自分で自分の寿じゆ命みようを減らすようなことは……するかな？　しないかな」

「するかと思えばあたかもすること？」

「そうだねぇ」

　さっぱり分からなかったが、面めん倒どうくさくなって同意する。

　動けない大男はそのままほうっておき、小工房を探たん索さくする。設備としてはパペットを製造、整備するには十分だが、それを上回るものでもない。

「にしてもたいした技術だよ。あの執事見て、機械仕じ掛かけだとは思わなかった」

　他ほかの魔法使いなどに感心するのは本意ではなかったものの、仕方なく認める。

「この館の主あるじが魔法使いなのは間ま違ちがいないとして、魔ま力りよく結けつ晶しようはなんに化けてるのかな」

　探していくうちに、床ゆかに隠し扉とびらを発見する。隠し扉といってもすでに開いているため隠されようもない。穴は垂直に下に延び、壁へき面めんに梯はし子ごがくっついていた。

　下の様子をのぞこうと、ブリアンが首を伸のばす。と。

　ぴょん。聞こえるわけのない音まで聞いた気もする。そして。

　いきなりがくんと上下の感覚が消えた。

　急速な視界の変化に戸と惑まどいながらも、なにが起こったのかはすぐに分かる。なんの前触れもなく、合図もなく、どむーんがその縦穴に飛び込んだのだろう。

「ああああああああああ……」

　落下感にくらくらしながら声をあげる。自分の叫さけびが狭せまい縦穴に反はん響きようするのを、ブリアンはみじめな思いで聞いていた。どむーんの声はなかったが、どうせはしゃいでいるのだろうという気はする。

　不安の次に訪おとずれたのは危機感だった。まったく無防備に、情報もなく飛び込んでしまった。下に敵がいるかいないか、そもそもここの高さがどれほどあるのかも分からない。ちょっとやそっとの高度でどむーんや自分が激げき突とつ死しすることもないだろうが……

　とん、と軽くどむーんが着地したその瞬間まで、ブリアンは同じ思いをぐるぐると巡めぐらせ続けていた。着地点は真っ暗で、魔女の視覚でも先が見み渡わたせない。それでも肌はだの感覚からそこが狭い通路であること、とりあえず近くに敵らしい気配もないことだけは分かる。

　灯あかりを造るか否いなか。少し迷ってからブリアンは呪じゆ文もんを唱えた。呼び出しに応じて光源もなくあたりがほんのりと明度を増す。どうせ魔力結晶は、結晶自身の純度にもよるが暗くら闇やみどころか魔法の隠れ身すら見通してしまう。ならば暗闇は自分のハンデにしかならない。

　通路は一本だけ、奥に向かっている。

（さて、どうしようかね）

　思案する。この奥には、残りの魔力結晶たちが大勢待ち構えているに違いない。

　シャンクを待ったところで、あの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくがなんの役に立つわけでもない。魔力結晶を従わせることができるのは本当に強力な魔法使いだけだ。もちろん、髭ひげは論外として。

（ぼくが行くしかない……か。って）

　悩なやんでいるうちに、既すでにどむーんが歩き出している。

（まあ、いっか）

　他にどうしようもないのなら、悩んでも仕方ない。なんとしても魔力結晶を従わせ、傷を治さなければならないのだ。できればシャンクには知られずに。

　通路はすぐに扉に行き当たった。飾かざり気のない鉄てつ扉ぴだが、鍵かぎはかかっていない。どむーんに押し開けさせようと思えば時間がかかるかもしれないが呪文でなら一瞬で消せるだろう。相手が待ち伏ぶせしている可能性を思えば後者のほうが望ましい。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　ブリアンが叫ぶと扉は突つき飛ばされるように向こう側へと吹ふき飛んでいった。できれば敵を巻き込んでくれれば良いのだが、そういった様子もない。鉄扉は向かいの壁かべに激突し、大きな音を立てた。

　部屋から一いつ斉せいに飛びかかってくる殺し屋の一団……そんなものを想像して身構えるが、それもなかった。室内は無人で、巨きよ大だいな鉄扉が倒たおれた反響だけを繰くり返している。無む駄だな騒そう音おんを立ててしまったことを後こう悔かいしつつ、ブリアンはさらに奥へと続く扉を見定めた。たった今扉のぶち当たった壁に、まったく同じ扉がある。

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う」

　また叫び、扉を吹き飛ばす。先ほどとまったく同じ音を立てて扉が倒れた。そして無人の部屋があり、また同じ扉がある。

「しつこいなぁ」

　苛いら立だってブリアンがさらに声をあげようとすると。

　ブリアンを抱だきかかえたまま、どむーんがちょろっと前に出た。扉をノックし、押し開ける。
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　と、それまでとはまったく違ちがった通路が現れた。無地の壁面だったものが館やかたと同じ木造へと変わり、通路は広く、調度も設しつらえられている。ずらりと並んだ絵画も絨じゆう毯たんも、地上の館の趣しゆ味みと同じだった。

　ぽかんとして、ブリアンはうめいた。

「迷い廊ろう下かだったのか……扉をちゃんと開けないと進めない」

　あたりを見回す。誰だれにも見られていなかったことにほっとして、言い直す。

「いや、分かってたけどね」

　誤ご魔ま化かしているうちに、どむーんはすたすた進んでいく。

「にしてもまた、荒あれてるなぁ」

　またブリアンはひとりでつぶやいた。

　廊下は地上のものと同じであっても、かなり荒れ果てていた。埃ほこりひとつないのは変わらない。執しつ事じのパペットがここまで毎日手入れしていたのだろう。荒れているのは別の理由だった。絨毯には無数の汚よごれた足あし跡あと。武器を持って屋内を走れば必ずできるであろう、壁の傷が無数に走っている。わざわざ割っていったのか花か瓶びんの破は片へんが散らばり、食堂のように絵画もところどころ床に落とされている。魔ま力りよく結けつ晶しようたちがこの奥にいるのは間違いないようだった。

　どむーんは急がず慌あわてずに進んでいくものの、その速度はかなり速い。

　ブリアンはその速度に合わせるように覚かく悟ごを固めていった。名前も知らずに魔力結晶を服従させるには力で圧あつ倒とうするしかないが、魔女の力はしばらく使えまい。今の状態で使える子供だましの呪文だけでなんとかしなければならない。

　相手の数を考えればそれは容易ではない。

（なんとかなるさ……ならないと死ぬ）

　廊下の途と中ちゆうに部屋もあるが、それらはすべて扉とびらが打ち壊こわされ、中も荒らされているが誰も残っていない。鬱うつ憤ぷん晴らしでただ暴れられているような有様だった。

「魔力結晶が探しているのは、やっぱり魔力結晶だ。この奥に魔法使いの研究室かなにかがあるんだろう。そっちに向かってる」

「…………」

「あのさ。急いだほうが良いのは良いんだけど、そんなに走らなくてもいいよ」

「…………」

　無言のまま、進み続けるどむーんに。

　ブリアンはようやく気づいた。

（しまった。引き寄せられてる！）

　どむーんを制止しようにも抜ぬけ出そうにも、しっかりと抱かかえ込まれ身動きも取れない。

　叫さけぶ。

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う！」

　廊下を塞ふさぐように現れた白い壁に、どむーんは真正面からぶつかった。痛みはないはずだが、跳はね返って尻しり餅もちをつく。

　それでようやく我を取りもどしたのだろう。どむーんが驚おどろいたように左右を見回すのが見えた。だがブリアンは安心する間もなく彼女の腕うでから抜け出すと、どむーんの頭の上に乗って毛を逆立たせた。通り過ぎてきた部屋の中から、ふたり、武器を手にした男が現れている。にやにやと笑えみを浮うかべながら。

　ひとりは体格に似合わない大おお振ぶりな剣けんを槍やりのように構え、もうひとりは手て斧おの二挺ちようを左右の手でぶら下げて。一斉に突とつ進しんしてくる。

　ブリアンが呪じゆ文もんを唱えると、弾はじかれるようにふたりの動きが止まった。といっても呪文で縛しばったわけではない。もっと単純なものだった。首の高さに横一筋廊下に張った鉄糸で引っかけ、魔力結晶ふたりの突進を防いだだけである。ブリアンがさらに念じると鉄糸は一本また一本と数を増し、そのふたりをがんじがらめにしていった。標的を繭まゆのように包み込んだ上で吊つり上げ、完成する。

　思わず息をつこうとして、ブリアンはかぶりを振った。

（あいつ、いつも言ってたっけ……魔法使いを仕留める一番の方法は慢まん心しんにつけ込むことだって）

　即そく座ざに背後へと向き直る。廊下の行く手には、まだブリアンの造った壁かべが残っている。だがそろそろ消える頃ころ合あいだった。

　夏の日の飴あめのように、どろりと白い表面が溶とけ出す。流れ出す水と大量の白い粉とに分かれて壁が分解すると、そこに待ち受けていたのは鎖くさり分銅を頭上に持ち上げた三人組の男だった。

　三者同時にけたたましく笑い声をあげ、そして鎖を投げつけてくる。三本の鎖は正確な狙ねらいでどむーんの両腕と肩かたに巻き付いた。どむーんも立ち上がろうとするが、重量で動きが鈍にぶい。

「ケケケケー！」

　奇き怪かいな笑い声を続けながら、三人が我先にどむーんへと飛びかかろうとする。その時になってブリアンは、それが三つ子のように似ていることに気づいた。魔力結晶がたまたま同じ人物を真ま似ねたのか、あるいはもともと三つ子を真似たのかは分からないが。

　狙いはどむーんなのだろう。融ゆう合ごうして取り込もうとしている。だがブリアンも既すでに呪文の準備を済ませていた。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　ブリアンとどむーん、そのふたりと、襲おそい掛かかってくる三人の位置が入れ替かわる。

　三人は勢いを殺せずに、そのまま鉄糸の繭へと飛び込んでいった。やはり糸に搦からめられ、身動きが取れなくなったところで。

　最後の命令をブリアンは念じた。鉄糸が強度を保ったまま刃はと言えるほどに細くなる。

　五重の悲鳴を背に、振り返らないままブリアンは廊下の奥を指し示した。

「さ、行こう。まだいるはずだから」

「急げますー」

　鼻先に人にん参じんを吊つるされた驢ろ馬ばのように。頭上から差し出された肉球を追って、どむーんが進み出した。




　その後も、殺し屋だかごろつきだかに化けた魔ま力りよく結けつ晶しようとの遭そう遇ぐうは散発し、そのたびに呪文で戦せん闘とう力りよくを奪うばいながらブリアンとどむーんは進んでいった。普ふ通つうの意味での重傷を負わせても魔力結晶が死ぬようなことはないが、人間を真似ることが損だと思わせることができればその行動意欲を失わせるのも可能ではある。ブリアンの狙いはそれだった。一体や二体を傷つけても意味がない。もとはひとつの結晶である。だが全員を行動不能にできれば、心変わりさせられるかもしれない。

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う！」

　何度目にもなる呪文を唱え、生じた雷らい球きゆうが傷きず痕あとだらけの男を捉とらえ、灼やく。魔力結晶は肌はだを焦こがすこともなかったが、稲いな妻ずまの激げき震しんに動きを止められた。そこをさらに呪文で造り出した深い縦穴に落とし込む。

「はぁ、はぁ……」

　さすがに疲ひ労ろうは深く、どむーんの頭上でブリアンは前まえ脚あしを縮めた。

「ど、どのくらい無力化したかな」

「にじゅういちー」

　あまりあてにはならないが、数えていてくれたらしい。どむーんの声にブリアンは再び身体からだを持ち上げた。

「総数いくつか分からないけど、まあ半分以上はいったかな。全部倒たおせば、さすがに観念すると思うんだけど」

「観念袋ぶくろが切れるよね？」

「いやそんなものはないから。しかも袋は切れないから」

　一応言っておいてから、廊下を見回す。通路はもはや一本道でもなく、複雑な迷路状になっていた。

「地下層は、侵しん入にゆう者しやを撃げき退たいするための造りになっているんだな……住むには実用的じゃないもの。どう考えても」

「そちらの向こう側が怪あやしくならざるをいわんやー」

　とことこと歩いて、また適当に行き先を選ぶどむーん。もっとも、考えたところでどうなるものでもないのだからブリアンも止めなかった。空間が歪ゆがんでいる可能性もあるのだから地図を作る意味もない。

　やがて……

「ん？」

　ブリアンは耳を上げた。顔もそちらに向け、髭ひげを振ふる。

「なにか聞こえなかった？　どむーん」

「ずっともぞもぞ聞こえたがるよね」

　うなずいて（ついでにブリアンはずり落ちかけたが）、どむーんが答えてくる。自分よりも魔力結晶のほうが鋭えい敏びんであることは納なつ得とくいかなかったが、ブリアンはさらに耳を澄すました。間ま違ちがいなく聞こえてくる声がある。なにを言っているのかは分からないが、人間の声に間違いない。

「向こうだ！」

　ブリアンが叫さけぶと、どむーんも走り出した。分ぶん岐きにも迷いなく突つき進み、行き着いたのは明らかにそれまでと違う門である。

　扉とびらというより門だった。まるでそれまでが外で、ここからは違う世界だとでも言うがごとく。鉄門を縁ふち取どるのはやはり黒色の鋼はがねで、月軌暗語が刻まれている。月軌暗語は読める者に対しては決して意味を誤読させない魔法使いの言語で、月軌明語にも用いられる。後者は記すだけで呪文と似た効果を持つ特とく殊しゆな言語なのだが、基本は暗語から成る。ただし明語は暗語とは逆に、記した本人以外には解読が難しい。これは魔法そのものが個人によって違う法則で成り立っているからである。

「魔法使いダーモンの研究室……」

　月軌暗語を読み上げる。この暗語が使えるということはダーモンとやらが真性の魔法使いか、それに近い力を持った者だということを意味していた。

（心して入る必要があるな）

　門は開いている。魔力結晶たちによる野放図な破は壊かい跡あとも、この門まで続いていた。入っていったのは間違いない。

　入り口は広く、どむーんの背せ丈たけから見れば洞どう窟くつのようですらあった。廊ろう下かと同様明るくはないが、魔ま法ほうの効果で視界は得られる。恐おそらくは搬はん入にゆう口ぐちなのだろう。入ってすぐの壁かべという壁に、器具や道具が積み重ねられていた。未み開かい封ふうの箱もあるが、すべて分厚い埃ほこりを被かぶっている。執しつ事じたちもこれらには手を触ふれないよう造られていたのだろう。

　床ゆかの上に、無数の足あし跡あとが残っている。やはりすべて奥に向かっている。塵ちりが多いせいか、どむーんがくしゃみした。

　鼻をこすりながら進むどむーんの上から、ブリアンは前方を警けい戒かいし続けた。その前方の闇やみから。

「誰だれっ？」

　どむーんのくしゃみを聞きつけてか。誰何すいかの声が響ひびく。

　ブリアンは即そく座ざに言い返した。

「我は暗黒魔神大番長……渦うず巻まく深しん淵えんの彼方かなたから来た。特に役立たずのうるさい馬ば鹿か女おんなとかよく喰くうからそのまま逃にげるが良い」

「猫ねこ！」

　思おも惑わく外れて歓かん声せいが返ってくる。ブリアンは舌打ちした。ばたばたと足音が聞こえ、嬉うれしげにミーティーが飛び出してくる。
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「やったー。良かった良かった。こんなとこまで連れて来られて、武器もないし、わたしもーどうしようかと」

「とりあえず猫じゃないから」

　憮ぶ然ぜんと告げてから、ブリアンはその黒くろ髪かみの女おんな盗とう賊ぞくを見やり、

「なんで生きてんのさ。執事とかばらばらコースだったのに」

「そこはわたしの魅み力りよくね」

　さっと髪を振り、ミーティーが胸を張ってみせる。

「奴やつらがこぞってわたしを取り合い、今まさに奥ではわたし杯争そう奪だつ・最強強面コワモテトーナメントが開かれていて現在のところ謎なぞの覆ふく面めんチームの登場が……」

「ホントのこと言わないと見捨てるよ」

「なんかほっぽり出されちゃって。なんか言ってたわよ。ここには、もっと楽しいことがあるって」

「楽しいこと？」

　よく分からず訊きくと、秘ひ儀ぎ盗賊は困こん惑わく顔がおをしてみせた。

「訊かれても困るんだけど」

「うーん……」

　ひとしきり疑問の声をあげてから、

「まあいいや。じゃあこの奥に、やっぱりあの連中いるんだな？」

「いるわよー。なんかもう、ずーっと気味悪い喚かん声せいあげながら暴れ回ってるみたい」

　と、指さす。

　先ほどからずっと聞こえている奇き声せいである。ここまで近づくと床の振しん動どう、ばたばたと暴れ回る音、武器を打ち鳴らす耳みみ障ざわりな騒そう音おんも聞こえるようになっていた。

「案内できる？」

　ブリアンが促うながすと、ミーティーはあからさまに嫌いやそうに顔をしかめた。

「ヤだなぁ」

　言いながらも、一応は手招きする。

　従って進む。研究室はいくつかの部屋に分かれているようだったが複雑なものではなかった。饗きよう宴えんのような騒さわぎも近づいてくる。本や容器がところせましと置かれた長机を避さけ、最後に一番奥となる扉の前に立ち止まる。

　物音も、そこから響いてきている。

　ブリアンはとりあえずミーティーと視線を合わせてから合図した。言葉で指示したわけではないが、伝わったのだろう。ミーティーは無言でこっそり、扉を細く開けて中をのぞき込んだ。

　しばらくはそのまま眺ながめていたものの……ふらりと後退した秘儀盗賊の顔面からは血の気が引いているのが分かる。

　ブリアンはどむーんの頭から飛び降りると、扉とびらの隙すき間まに視線を投げ込んだ。

　どむーんものぞこうとしながら、ミーティーの身体が邪じや魔まで見えないらしい。不満そうな声をあげながら秘儀盗賊の身体を押しのけようと踏ふん張っている。だが呆ぼう然ぜんとしたミーティーはそれに気づきすらせず、どむーんがその気になってミーティーを吹ふき飛ばさないうちに、ブリアンは横から告げた。

「開けていいよ。誰ももうこっちには興味ないみたいだから」

「開ひらかばりー」

　声をあげ、どむーんが扉を開ける。

　そこにあったのは、まさに饗宴じみた饗宴だった。

　恐らくは残ったすべてだろう魔ま力りよく結けつ晶しようが、人の姿で武器を振ふるっている。決して狭せまくない部屋中に山ほど散らばった肉にく片へんに向かって、執しつ拗ように容よう赦しやなく。

　肉は武器に打たれ、切り刻まれるだけでなく跳はね、蠢うごめいていた。まだ関節の形を残している部位はまだ這はいずろうと床を搔かいている。肉片はすべて生きていた。血と腐ふ臭しゆうが充じゆう満まんし、暴れ回る魔力結晶たちの汗あせ、叫びと合わさって異臭を醸かもしている。鉈なたのような刃は物ものが、もとは臓器だったのだろう肉を切る。血が流れることはなく、切断面から膨ふくれ上がるのはまた肉だった。肉は肥大を繰くり返し、どこまでも絶えない。奇き怪かいな形へと変へん貌ぼうしていく肉を追いかけ、魔力結晶たちは各おの々おのの刃物を笑いながら振り下ろしていく。

　無表情に、肉片の一部を丹たん念ねんに指で千切っている者もいた。無論そのたびに、肉の塊かたまりはむしろ大きくなっていく。

　転がる肉の球体に、よだれを垂らした男が斧おのを打ち下ろす。刃が弾はじけ、その傷口から赤黒い肉が膨れた。もとは頭だったのだろうその物体は、転がりながらひとつの言葉だけを繰り返している。

「どうして……わたしは殺された……不死のわたしが殺された……」

　ばたん！

　扉を閉めたのはミーティーだった。すっかり青ざめ、食道のあたりをさすっている。吐はき気に堪たえているのだろう。

「うげー。えぐー」

　問われたわけではなかったが。

　ブリアンはつぶやいた。

「あれは魔法使いだ。不死の魔法に失敗した……」

　言いながら胸にちくりと刺さすものがある。

「あれだけ切り刻まれても、半はん端ぱに不死化して死ねないんだ」

　今日、あのような姿にされたわけではあるまい。この研究室の様子から、かなりの昔からあの状態でいたに違ちがいなかった。

　長年、恐らくは数十年、あるいは百年、ずっとばらばらのままこの部屋を這いずり続けていたが、身体からだをひとつにまとめるほどの力はなかったのだろう。新たに入ってきた魔力結晶たちが嬉き々きとしてまたその身体を細切れにしているが、どれだけ細かくなれば死ねるのか……それとも、肉が肥大するたびにますます死から遠のいていくのか。

「ここから、ずっと怨おん念ねんをまき散らしてたんだろう。魔力結晶はその記き憶おくに反応して魔法使いの記憶にある殺し屋たちに化けた」

　語ったところで、ミーティーは聞いていない。嗅かいでしまった臭気にむせて、蒼そう白はくの顔面を手でこすっている。どむーんはまったく理解していないように首を傾かしげるだけだった。ブリアンはひとりでつぶやいた後に、やはり自分のために疑問を口にした。

「でも、あの殺し屋たちってなんなんだ？　集団で武装して、わざわざ魔法使いを殺しに来るなんて」

「そんなのはひとつしかない」

　突とつ如じよ聞こえた声に。

　ブリアンは、びくりと振り返った。そこに、白いマントの少年が立っている。シャンクだった。

「いつからいたの？」

　と、これはミーティーが訊たずねた。シャンクは今の光景も見ていたのだろう。うんざりしたように手を振って、

「ついさっきだよ。声をかけようとしたら」

　扉を示し、言葉を濁にごす。

　しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれたが、シャンクは言いかけた言葉を忘れてはいなかったようだった。後を続けてくる。

「武装して、魔法使いを殺す。考えてみれば簡単なことだった。そんなのは歴史上ひとつしかない。あいつらは正せい騎き士しだ」

　吐き捨てるように、うめく。

「百年前。正教会が武力で暗黒時代を終わらせた時の。当時は教えよりも殺人術が優先され、あんな連中が魔法使いを狩かっていたってことか」

　妙みように不ふ機き嫌げんに顔をしかめ、彼は横を向くと壁かべにもたれた。なにを考えているのかは分からないが、苛いら々いらと付け足す。

「ここの魔ま法ほう使つかいは、それに倒たおされたんだ」

　ブリアンは、扉とびらへと視線をもどした。もう中は見えない。だが狂きよう騒そうは終わらず、まだ伝わってくる。

（……たとえ殺されても人間の真ま似ねをやめたりはしないだろうな。あんなに楽しんでるのなら）

　魔法使いは当分の間死ねないのだろうし、ダーモンの記憶がある限り、魔ま力りよく結けつ晶しようはあの連中の真似をやめることもない。

　この館やかたは、この状態で残り続けるのだろう。殺人集団とともに。魔法使いがついに命尽つきればただの魔力結晶にもどるのだろうが、それが一年後か十年後なのかは分からない。

「付け髭ひげは？」

　ベロの姿がなかったため訊きくと、シャンクは懐ふところから付け髭だけを取り出した。

「ここにあるよ。憑ひよう依いできる時間が終わっちまったんで、剝はがして魔力結晶のほうは適当にあしらってきた」

「ひげー」

　取り返しにぱたぱた寄っていくどむーんにそれを渡わたしながら、シャンクが苛立ちの続きを口にする。

「嫌いやになっちまうな。魔法使いはこの世に暗黒時代をもたらした連中だろう？　身勝手で倫りん理りもない奴やつらだったから、そんな歴史を作ったんだろう？　これじゃ、別に魔法使いとそうじゃない奴の違いなんて」

　そこで言葉が続かなくなったのだろう。押し黙だまる。

　ブリアンはそんな秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの姿を眺め、つぶやいた。いつもなら彼の肩かたに飛び乗るところだが、今は乗らない。

「どこでもいいよ。扉開けてみな」

　研究室の別室へと続く扉がいくつかある。それを示す。

　怪け訝げんな表情を見せながらも、シャンクは一番近い扉を開けてみせた。先ほどの記憶が強いのだろう。恐おそる恐るといった様子で中を見、彼が顔を引きつらせるのを見計らって、ブリアンは続けた。

「あれだけ精せい巧こうなパペットを製造するには、そりゃ、よほど人体を詳くわしく観察しないと無理だろうね。何十人何百人とさ」

　力無く、シャンクが扉を閉めた。なにも応こたえてはこない。

「正しいとか悪いとか言えるのは、あれから百年も経たったからさ。だからあの時代は暗黒時代と言われているんだ」

　と、話しているうちに。

　ミーティーが、吐き気を払はらうように大おお袈げ裟さな吐と息いきをつきつつ立ち上がる。

「なーによ。魔法使いなんて追っかけてりゃ、こんなのは日常茶さ飯はん事じでしょ。いつまでも気持ち悪がってる場合じゃないって。ま、ここの屋や敷しきの家具なんて値打ち物っぽかったし、儲もうかったと思えばいいのよ」

　一応の盗賊精神だろう。今さら金目のものなどあるわけのない研究室で軽く物色など始めている。

　その背後に歩み寄って、ブリアンは声をあげた。

「ところで」

　話しかける。

「あの魔力結晶たちが執しつ事じだけでなくお前までさらっていったのは、なんか理由があるんだろうね」

「ぎくっ」

　背中からでも分かりやすく態度に出した秘儀盗賊に、告げる。

「よこしな」

「な、なによー。あの遺い跡せきで拾ったものはわたしが全部もらっていいって約束だったじゃない！」

　振ふり向いてミーティーは抗こう弁べんしてきたが、ブリアンは一いつ蹴しゆうした。

「いーからよこしな。今回見捨てずに来てやったんだから」

「ううう」

　不承不承ミーティーは、懐ふところから、肌はだ身み離はなさず持っているのだろう小さなポーチを取り出す。ポーチからはちょっとした魔力のようなものを感じる。シャンクのマントと同じく、なにか特別なものなのだろう。そこから彼女が出してみせたのは、一ひと握にぎりほどの白い石だった。

　色と質感には見覚えがある。先日の遺跡で、祭さい壇だんに置かれていた魔力結晶の大石。それが変形する際に、ひとかけらだけ砕くだけて落ちたのだろう。彼女がそれを拾って隠かくしていたに違ちがいない。

　これはどむーんと同化しなかった。名前も変わっていないだろう。回復に使える。

（助かった……）

　ブリアンは、ようやく安あん堵どした。




　地上までもどると、もう朝だった。雨は過ぎ、森はまだ水を含ふくんで危険がないとも言えないものの、大量に殺さつ人じん鬼きの跋ばつ扈こする館やかたにいつまでもいられるわけもない。シャンクらはすぐに出発した。

　館の家具から軽いものだけを選んで袋ふく詰ろづめにし、欲をかいたせいで結果ひどく重そうに難なん儀ぎしているミーティーを最さい後こう尾びに、森を進んでいく。

　シャンクは特になにも話すことなく、先頭に立って獣けもの道みちを選び、先を急いでいた。最も近い村までも、まだ距きよ離りがある。肩に乗った黒くろ猫ねこも、眠ねむいのか狭せまい場所で器用に丸まって眠りこけていた。寝ねたふりをしているのかもしれないが。

　少し遅おくれて、付け髭ひげの位置を手で直しながらついてくるどむーんがふと目に留まる。一晩で見たもの、聞いたものが胸の奥で膿うんでいるのは自覚していた。ベロの言葉を忘れられずにいる。

　山歩きにはまったく向かない格好で、木の根や下草などまったく苦にせず楽そうに歩いている少女の形をした魔ま力りよく結けつ晶しようを見ながら、やはりまた思い出していた。

　魔力結晶。これには心などないぞ。

　そうなのかもしれない。

「どむーんは、楽しそうだな」

　傷口に焼いた刃はを当てるような心地ここちで、シャンクは訊たずねた。

「なにかやりたいこととか、あるのか？」

　どむーんは大きな目をまた大きく開いて、

「名前、思い出したい」

　あっさりと答えてきた。

　少し拍ひよう子し抜ぬけして、シャンクは次に言おうとしていたことを忘れてしまった。視界の隅すみで、黒猫が金色の目をわずかだけ開いたようにも見えたのだが、再び見てもやはり眠っている。

　言葉は思い出せなかったが、別のことを思いついてシャンクはまた訊ねた。

「……なんで？　そんなものがなければ、あいつらみたいに自由でいられる」

「とても良い名前だったから！」

　どむーんはただ陽気に叫さけぶ。

　どこを探しても見つからないかもしれない良いものを探せる。この魔力結晶は、きっと幸せなのだろう。

　探すべきものすら持っていない人間よりは、きっと。

　シャンクはうなずいて、それ以上は訊ねなかった。
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「はっ!?」

　いきなりだが。

　なにかを思い出したように声をあげたミーティーに、シャンクは振ふり返った。ミーティーは特に予想外の表情を見せるわけでもなく、愕がく然ぜんと口を開いて硬こう直ちよくしている。

　とはいえ、この山奥にあるという魔法使いの住処すみかへと続く険しい山道である。よそ見をして進めるものではない。シャンクはすぐに前を向いた。先行して気楽にちょろちょろ歩いているどむーんと、それに抱だきかかえられ振り回されながら哀あわれっぽく肩かたからこちらを見ている黒猫とが視界に入る。

　まあそれはそれとして、シャンクは問いかけた。

「なんだよ」

　積極的な好こう奇き心しんというより、単に退たい屈くつだったというのもある。滞たい在ざいしている村を出発して、ずっと山を登ってきたのだ。

　ミーティーも最初こそ無む駄だにしゃべり通しだったものの、ここしばらくは疲つかれたのか黙もくしていた。それが突とつ然ぜん声をあげたのだった。声は震ふるえ、怯おびえを含んでいる。

「わ、忘れてた」

「だからなにを」

　特に気を入れるわけでもなく訊ききながら、シャンクは行く手を探さぐった。目的地まではまだ結構な距離がある。普ふ通つうに話していても特に害にはならないだろうと見当をつけたところで、はたと気づく。

「……ていうかお前、なんでナチュラルについてきてるんだ？　ここの魔ま法ほう使つかいの情報は俺たちが手に入れたもんだぞ」

「いーじゃない別に。情報がかち合うなんていうのは珍めずらしいことでもないでしょ」

　ひとしきり抗こう弁べんしてから、ミーティーは速度を上げて追いついてきた。

「そんなことより、まずいわ。まずいわよ」

「ちゃんと装備は調ととのえてきてるぞ」

　と、シャンクは身の回りを叩たたいて主張してみせた。いつものスプリング・ガンと長ちよう剣けん、そして剣帯に炸さく裂れつ弾だんまで用意してある。

「そんなこっちゃないのよ」

　ミーティーは顔面蒼そう白はくで首を左右に振ってから、

「今日は、ええと……ほら。あれ。あれよ。特別な日よ」

　単語が出てこないのか曖あい昧まいに言ってくる。

　目をぱちくりしてから、シャンクは首を傾かしげた。

「特別？」

「あたしにはあるけどあんたにはない特別な日よ！」

「…………」

　必死に叫んでいる彼女から目を逸そらしつつ、シャンクはうめいた。

「いや、なんていうか俺、そういうグロい話はちょっと……」

「なんの話よっ！　ほら、あれ、あれよ……ええと、そうだ。上納日よ！」

　ようやく出てきたらしいその単語を耳にしても、結局のところシャンクはピンとこなかったが。

「上納？」

　繰くり返す。ミーティーはばたばたと手を振りながら、この世の終わりでも来たように騒さわいでいる。

「上納ったら上納よ。益やく体たいもない迷めい惑わくな不公平制度よ。あああああ。どうしよう。そういえば今日よ。今日のはずよ」

「……ひょっとして、盗とう賊ぞく団だんの上納金かなにかか？」

「ほかになんの上納があるのよっ！」

　シャンクのつぶやきに、彼女はやつあたりとしか言い様のない大声を張り上げてきた。

「盗賊団の構成員は決まった期日までに上納金のノルマを達成しないといけないって決まりがあんのよ。取り立て人が来るわ……きっと来る」

　などと説明しながら、ミーティーが取り憑つかれたようにがくがくと震え声をあげる。

　とりあえず、シャンクは既すでに興味をなくしかけていた。これから魔法使いの住処に突入して一戦交えようという時に、気にするほどのこととも思えない。

「ったって、期日は今日なんだろ？　ならまあ、どこに支し払はらいに行くものなんだかは知らないが、今日払いに来なかったのを見て、取り立て人だかを寄よ越こすのはそれからなんじゃないか？」

「甘いわ。途と方ほうもなく甘いわ。あなたは秘ひ儀ぎ盗賊団〝カーニバル〟のがめつさを知らないのよ」

「いや知らんけど」

　当たり前に肯こう定ていするが、それが不服だったのか、ミーティーは険しい顔で詰つめ寄ってきた。狭せまい山道である。歩きにくいことこの上ない。

「守しゆ銭せん奴どなんてもんじゃないわ！　守銭マゾよ！　上納日の遅ち滞たいを一日でも許せば本当にノルマを達成してるのかどうかが曖昧になるとかで、わざわざ取り立て部隊を用意して必ず期日に派は遣けんするのよ！」

「な、なら払えばいいだろ」

　邪じや魔まな彼女を押しのけながら答える。ミーティーはそれが暴言だとばかりにさらに憤ふん慨がいして言い返してきた。

「払えるわけないでしょ！　この前の遺い跡せきの情報に有り金はたいて空から振ぶりで、もう後がないからこうしてあんたに便乗してくっついてきてるくらいなのに！」

「いやホント迷惑だよな」

「そんな真顔で言わなくてもいいの！」

　と、抗こう議ぎの声をあげてから、よよと泣き崩くずれる。

　とはいえ足を止めているわけでもない。ようやく彼女から解放され歩きやすくなり、シャンクはほっと息をついた。

「で、払えないとどうなるんだ？」

　訊たずねると。

　ミーティーの顔が、再び青ざめた。頭を抱かかえ小声でつぶやく。

「取り立て部隊はふたり一組で五チーム、各地の構成員のところに行って上納金を受け取るの。役目が役目だから、みんな腕うでの立つ連中よ。で、その誰だれが取り立てに来るのかは分からないんだけど……」

「へぇ」

　特に変わった部分を見みい出だせずうなずく。彼女は暗い視線をこちらに向けた。

「でも、取り立て部隊は全部で九人なの」

「いや、なんていうか俺、そういう怪かい談だんとかもちょっと……」

　また目を逸らして言うのだが、彼女は叫さけんできた。

「なんでよっ！　まったく、そんなあやふやな話だったらまだマシよ。取り立て部隊の中に、あまりの凄すご腕うでで単独行動を許されているのがひとりだけいるの。そいつの名は……殺し屋ゴダード」

　その名を聞いて、シャンクはぴくりと顔を上げた。

「正せい騎き士し殺しのゴダード・ハルクマン？」

「よく知ってるわね」

　驚おどろいたのか、恐きよう怖ふの表情も忘れてミーティーがきょとんとする。彼女はそのまま話を続けた。

「まあ不思議はないかもね。伝説の秘儀盗賊だもの。外げ法ほう探たん索さく以上の大罪のおかげで動きづらくなって、現げん役えきを引退せざるを得なかったけど」

「そんなのがいるのか。カーニバルって」

　ぼんやりとうめく。と、ミーティーが目を半分閉じて言ってくる。

「あんたひょっとしてあたしのこと馬ば鹿かにしてたでしょ」

　彼女は胸を張り誇ほこっていたが、シャンクは気にせず繰くり返した。口の中で、嚙かみしめるように。

「正騎士殺し、か……」

　口の中が乾ひ涸からびるのを感じながら、彼は苦味を吞のみ下した。




　魔法使いの住処すみかになっているらしいその建物は、情報通り山頂にあった。木々に囲まれ、近づかないとその全ぜん貌ぼうは分かりづらいが、それほど大きな建物ではない。ありふれた屋や敷しきとも言い難がたい造りで、どちらかといえばアパートか寮りようのようにも見える。つまりは同じ大きさの部屋がきちんと収まるすっきりした構造である。

　逆に、どこが要かなめであるのか見当をつけるのも難しい。入り口はひとつ。正面の玄げん関かんだけだった。見張りの類たぐいはない。少なくとも、見た限りでは。

「さて」

　岩いわ陰かげに身を隠かくして、シャンクはその入り口をのぞき見ていた。

「どうしたもんかな」

「どうになることが適当ー」

　果たして提案なのかどうなのかも微び妙みようなことを、どむーんが口にする。彼女の腕の中でぐったりしている黒くろ猫ねこからは、なんの返答もない。

　あと残ったのはミーティーだが、この秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは腰こしの剣けんを確かめながら、コホンと咳せき払ばらいしてみせた。

「案があるんだけど」

「どんな？」

　期待せずに訊きく。

　彼女はずずいと近づいてくると、血走った目を見開き言ってきた。

「情報によると、ここの魔法使いは近きん隣りんの村にちょっかいを出して食しよく糧りようを奪うばうやら実験用に子供をさらうやら憂うさ晴らしに毒をばらまくやら……」

「ああ」

　うなずく。

　ミーティーはそのまま続けた。

「確かにとっても迷めい惑わくな奴やつっぽいけど、どうにも小物みたいだし、ちゃっちゃと入ってさっさと片付けるのが良いと思うの」

「それのどこが案なんだ」

　嘆たん息そくし、シャンクは続けた。

「要するに早く終わらせたいだけなんだろ」

「今日中に実入りがないとやばいのよー」

　いやいやのような仕し種ぐさをしながら主張するミーティーに、シャンクは改めて目的の建物のほうを示した。

「魔ま法ほう使つかいを倒たおすには、相手の優位と油断を利用する。それが鉄則だろ。俺たちが慢まん心しんしてどうするよ。それに」

　多少刺とげ々とげしく付け加える。

「相手に逃にげられたらどうするんだ」

「いーじゃない逃げてくれれば」

「そんな傍はた迷めい惑わくな魔法使いを取り逃がしたくない。どうせ逃げた先でも同じようなことを繰り返すんだろうからな」

　告げると、彼女は奇き妙みような眼まな差ざしでこちらを見つめた。まじまじと顔をのぞき込んで不思議そうに、

「あんた時々、秘儀盗賊にしては変なとこあるわよねー」

「別に変じゃない」

　話を打ち切って、シャンクは剣帯から炸さく裂れつ弾だんをひとつ手に取った。単純明快で、かつ有効な装備ではある。手のひら大ほどの円えん筒とうで、両りよう端たんを皮と紐ひもで封ふうじてある。その一方から引き紐が一本だけ出ており、それを引っこ抜ぬけば一定時間で爆ばく発はつを起こす仕し掛かけになっていた。もっとも、秘儀商人オロボイから仕入れられるものは密造品であるため威い力りよくが安定しているとは言い難がたい。

「どうすんの？」

　訊いてくる彼女に、シャンクは告げた。

「おびき出す」

　と、円筒から紐を引き抜き、玄げん関かん先にうまく転がるよう放ほうり投げる。

　炸裂弾はうまく爆発してくれたが、建物にも扉とびらにも損害はない。それは承知で、シャンクは岩陰から飛び出した。一気に扉まで駆かけ寄ると、思い切り蹴けりつける。

　扉の表面には焦こげ跡あとすらなく、シャンクが蹴飛ばした靴くつ跡あとも残らない。ただ硬かたい感かん触しよくを靴底越ごしに伝え、びくともせずにいる。反動で後あと退ずさりしながらシャンクはうめいた。もう一度体当たりしても、やはり扉は破れない。

　悔くやしさを込めて地面を叩たたく。

「くそっ！　なんてことだ！　もうどうしようもないのか！　俺はもう駄だ目めなのかー！」

　そのままの体勢でしばし待ってから。

「…………あれ？」

　シャンクは、虚こ空くうを見上げて声をあげた。

「っかしいな。こんな感じで悔しがってると、ふははははとか笑いながらのこのこ出てくるのが魔法使いってもんだろうに」

「そんな猿さる芝しば居いじゃねぇ」

　ぽりぽり頭を搔かいていると、いつの間にかやってきていたミーティーが呆あきれ声をあげている。

「いくら相手が閉じこもって自分だけの部屋で自分だけ王様気分でいるような世間知らずの田舎いなか者ものでも、多少の判断力は残ってるんだろうし」

「それもそうか……」

「君ら、よっぽど魔法使いナメてるだろ」

　不服そうに口を挟はさんできたのは黒くろ猫ねこのブリアンである。やはりどむーんに抱だきかかえられたままだが、どむーんごと近づいてきている。

　シャンクは立ち上がって腕うで組ぐみした。思案してつぶやく。

「じゃあ、ブリアン頼たのんだ」

「結局力押しなんじゃないか」

　ぶつぶつ言いながら、黒猫は扉へと向き直ると、

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　叫さけびとともにその扉を内側へと吹ふき飛ばした。どんな力なのかは分からないが、炸裂弾も通じなかった扉を粉々に打ち砕くだいてしまっている。

　それでも建物は静かだった。内部からなんの反応もない。またひとつ炸裂弾を剣けん帯たいから外して、入り口の脇わきからシャンクは半身だけずらして中をのぞき込んだが、通路は薄うす暗くら闇やみに埃ほこりを浮うかべているだけである。

「肝きもの据すわった相手みたいだな……それとも罠わなか？」

　また炸裂弾の紐を抜いて、廊ろう下かに投げ入れる。爆音が轟とどろく中、ミーティーがつぶやくのが聞こえた。

「景気よく使うわねー。爆弾好き？」

「どうせ消費期限があるし、ケチっても仕方ないだろ」

　とだけ答えてから、爆発の収まった建物内へと突とつ入にゆうする。

　狭せまい通路だが足音は反はん響きようしない。それほどの奥行きはなかった。武器を使う余よ裕ゆうのない狭い空間では、かえって炸裂弾の効果が活いきる。三個目の円筒を手に取ってシャンクは行く手を見定めた。障害となる敵や罠は見当たらない。床ゆかに散乱する扉の砕は片へんを踏ふみ越えて奥を目指すと、すぐに行き止まりに突つき当たった。扉がある。入り口にあったものと同じものに見えた。

「これも開かないな」

　一応試ためしてから、振ふり返る。すぐ後ろにいたどむーんとブリアンに目で合図して、位置を入れ替かわる。

　ブリアンは今度は派手に破は壊かいするのではなく、静かに扉を開けてみせた。敵の反応がないため慎しん重ちようになったのか、それとも単に芸達者だと主張したかったのかは分からない。なんにしろ新たに開けた通路にも、やはりなにもない。入り口からの明かりはここまでが限界で、シャンクは手持ちの装備から携けい帯たいランタンを取り出すと灯ひを入れた。

　探たん索さくは続いた。通路だけではなく部屋も見つけたが、特に見るべきものもない普ふ通つうの居間や、詰つめ込まれたまま数年は経たっていそうながらくた倉庫、あるいはその中間といったところである。

　ミーティーですらそれら倉庫に手をつけなくなった頃ころに、シャンクも音をあげた。

「誰だれもいないんじゃないか？」

「ここが最後の部屋よ」

　まめにつけていた地図を見ながら、ミーティーが眉み間けんにしわを寄せている。扉とびらは既すでに開いていた。寝しん室しつである。きちんと調ととのえられ、ベッドもある。

　ただ、その主人はどこにもいない。

「まずいな」

　シャンクは舌打ちした。

「留守中らしい。どうしたもんかな」

「どうしたもんかって言ったって……」

　困り果てた様子で、ミーティーもうめく。

　と。

「ん？」

　耳を立て、金色の目をぱちくりしてブリアンが声をあげた。

「なにか聞こえない？」

「え？」

　全員、息を潜ひそめて耳を澄すます。そうしているうちに、ようやく聞こえてくる音が確かにあった。室内ではない。外から。

　ひょるるるるる……

　笛の音にも似ている。奥のこの部屋にも聞こえてくるくらいなのだから、かなりの大きさである。記き憶おくの中からこれに似た音を探そうとするのだが、まるで暗幕でもかかったように思い出せないことがある。

　だが、身体からだだけは危機感を覚えていた。やばい、危ない、危険だ……

　見ると黒猫の身体が総毛立っている。ミーティーが引きつった笑いを浮かべていた。どむーんはきょとんとしているが、これはいつもと変わらない。

　恐おそらく、彼も気づいてはいるのだ。ただ、認めたくないのだ。自分の身に迫せまっている危険が、いったいなんであるのか。

　思い切り、叫ぶ。

「逃にげろー！」

　間に合わないことは分かっていたが。

　それと同時に、建物は爆ばく発はつした。




　その建物を爆ばく撃げきした砲ほう弾だんは、一発だけだった。一撃ですべてを爆ばく砕さいさせる威力ではあったが。

　衝しよう撃げき波はと、高温の風、さらには炎ほのおそのものに吹ふきさらされながら、シャンクはただ啞あ然ぜんと座り込んでいた。

　爆発の規模から考えれば、目と鼻の先といっていい。ブリアンの呪じゆ文もんによって、すんでのところで建物の外に瞬しゆん間かん移動できたものの、この黒くろ猫ねこの魔ま法ほうではそれほど遠くには移動できない。建物は直撃した巨きよ大だいな岩の塊かたまりに押し潰つぶされ、見るも無む惨ざんながれきへと姿を変えていた。岩がん塊かいはもともと炎に包まれていたのだろう。火の粉をまき散らし、今も猛もう火かをあげている。

「…………」

　その光景を眺ながめ、一同、ただぽかんと眺めるより他ほか、できることもない。シャンクはようやく、つぶやきを発した。声がかすれたのは、熱気に喉のどが渇かわいたせいでもあった。

「……なんだ、こりゃ」

「遠えん距きよ離りから低速で火か炎えん弾だんを撃うち込まれたってところだろうね」

　見たままで分かるようなことを、ブリアンが言ってくる。猫はさすがに全員をテレポートさせるのに疲つかれたのか、どむーんの頭の上でへばっていた。

「低速？」

　シャンクが訊たずねると、猫はなんとか顔を上げた。

「あまり高速で飛ばそうとすると弾たまそのものが砕くだけちゃうだろ」

「……へえ」

「大した魔法使いじゃないね。真性の魔法使いなら、そんなこと気にしない」

「十分だよ」

　げんなりと、シャンクは惨さん状じようを見やった。破壊力でいえば城でも粉々にできそうな様子である。が、ブリアンはあくまで馬ば鹿かにする態度を変えなかった。

「いや不十分さ。二発目を撃ち込んでこないってことは、ぼくらが逃げたことすら察知できてないってことだ。ダミーの住処すみかを用意しておいて、侵しん入にゆう者しやがその一番奥まで着いたところで火炎弾を撃ち込む。多分、このあたりには似たようなダミーの建物がいくらでもあるんだろうと思うよ」

「くそっ」

　毒づくことでようやく元気を得て、シャンクは立ち上がった。

「そいつの本ほん拠きよは何ど処こにあるんだ」

「知らないよ」

　当たり前のことを言っているだけなのだろうが、ブリアンがあっさりかぶりを振ふる。そのことにシャンクが文句を言うよりも先に、ミーティーが叫さけびだした。

「あー！」

　両手を戦慄わななかせ、震ふるえながら、

「ど、どどどどうすんのよこれ！　納期は今日って言ったでしょ!?」

「うるさいな！　俺だってそんなのんびりとはしてられないんだ！」

　怒ど鳴なる方向を彼女に変えて、シャンクはぶつぶつと後を続けた。

「五日以内にはもどらないと……」

「どこに？」

　と。ミーティーに訊きかれ、失言に気づく。シャンクは口ごもった。

「い、依い頼らい人にんに報告しないといけないんだよ。そういう契けい約やくで」

「？　ふーん」

　どのみちそれほど興味があったわけではないのだろう。彼女は自分の問題に頭を切り換かえて、炎上する建物の残ざん骸がいを哀あわれに眺めやりながら身震いを始めた。

「あーもう最悪よ……あとはもう取り立て係があのぞっとする殺し屋じゃないことを祈いのるしかないじゃない。噂うわさじゃ、あの変態ってば獲え物ものを立たせたまま三回は斬きるんですって。一斬りで殺せないわけじゃないわよ。単に趣しゆ味みで……」

　ひとりで狼狽うろたえる彼女の言を聞き流していると。

　シャンクは、ふと別の気配を感じ取った。ミーティーに向かって手を上げ、制する。

「しっ」

　背筋を這はい登るようなこの悪お寒かんは、殺気といってもいい。もとよりこの爆ばく発はつで鳥も獣けものも逃にげ去り、あたりはかえって静かになっていたが、それをさらに圧あつ迫ぱくするような尖とがったものの塊が近づいてきていると感じる。

　速くはない。シャンクは自然とマントの下で武器を探さぐった。スプリング・ガンは装そう塡てんされている。炸さく裂れつ弾だんもまだ残っている。が、真っ先に手が触ふれたのは剣けんの柄つかだった。

　躊ちゆう躇ちよとともにそれを手放すと、スプリング・ガンを摑つかむ。

　可燃物はもう焼き尽つくしたのか、火勢は弱まりつつある。その炎を背に、シャンクはしばし待ち続けた。

　自然と全員が黙もくし、シャンクがにらむ茂しげみのあたりを同様に見つめている。

　声はまったく別の方向から聞こえてきた。

「噂というのは本当にいい加減なものでな。趣味でやっているとは心外だよ……なあ、ミーティー」

「…………！」

　シャンクは慌あわてて、声の聞こえてきたほうへと向き直った。だが。

「三回斬るのは、確実性を増すためだ。一番奥の内臓まで刃はをとどかせるためにな」

　再び聞こえた声は、もともと見ていた場所から響ひびいた。茂みをかき分け、ひとりの男が姿を現す。山歩き用の軽装。腰こしには短めの剣を下げている。三十歳にまではなっていないだろう。にこりともしていないというのに、声には笑えみが含ふくまれている。嘲ちよう笑しようが。

　即そく座ざに、シャンクは銃じゆうを抜ぬいた。銃口を向けようとすると、そこにもう男はいない。跳ちよう躍やくした足跡だけが見えた。男当人は……

「噂もそうだが、人間の耳と口というのはあてにならん。直感のほうを信じるべきだったな、小こ僧ぞう」

　銃を抜いたその一いつ瞬しゆんの動作。注意が逸それたわずかな時間。その間に、男はシャンクの背後に回り込んでいた。

　背中から、男は訊いてくる。

「そいつはなんのつもりだ？　なにか勘かん違ちがいしていないか。俺が、見つけ次し第だいその新入りを斬り捨てるとでも？」

　ミーティーが悲鳴をあげた。振り向いて見やると、彼女は絶望したようにへなへなと座り込んでいる。

　男は、鼻で笑って後を続けた。

「二重に馬ば鹿かげている。まずひとつには、そんなことをしていたらあっと言う間に盗とう賊ぞく団だんは人数がいなくなっちまう。もうひとつ。そんな玩具おもちやで俺を止められるつもりか」

「…………」

　一言も反論せず、シャンクはうなずいてスプリング・ガンをしまった。それでようやく呪じゆ縛ばくが解けたように呼吸が楽になる。

（……吞のまれてた）

　認めて、息をつく。武器を手放したことで男の殺気が余よ所そを向いてくれたのだろう。銃を放すのがもうしばらく遅おくれれば、取り返しのつかないことになっていたかもしれない。

「あんたが、ゴダード？」

「そうだ」

　シャンクの問いに、男は首しゆ肯こうした。そのままこちらには興味がなくなったのかミーティーへと向き直り、

「その様子じゃあ、上納金が用意できてるのかどうか、確かめるまでもないようだな」

「あああああああうううううううう」

　泣きながら、返事になっているのかいないのかミーティーがうめき声をあげている。そのやり取りの間にもゴダードはまったく隙すきを見せていない。気楽に肩かたをすくめているようで、立ち位置は必ずその男に有利だった。男は常にシャンクの左側に位置し、右側をこちらに向けている。

（ゴダード・ハルクマンか）

　我知らず、冷や汗あせが吹ふき出ているのを感じる。ゴダードがミーティーに状じよう況きようを話させている間に、シャンクは足音を忍しのばせて彼との距きよ離りを開けていった。

　と、背中になにかが触れる。見やるとどむーんが隠かくれるように背後に移動していたらしい。彼女の頭の上からシャンクの肩へとブリアンが飛び乗っても、珍めずらしく大人しくしていた。取り返そうともせずに。

「……怖こわいのか？」

　半ば驚おどろいてシャンクが訊たずねると、どむーんはこくりと首を下げた。同時に肩口からブリアンが囁ささやいてくる。

「なんだか急に怯おびえだしたんだ。いや、ぼくは平気だけど」

　そう言うブリアンも、細かく尻尾しつぽをうねらせている。

　そわそわしている証しよう拠こではあったが、いちいち指し摘てきして口論している場合でもない。シャンクはとりあえずどむーんの視線に合わせて腰をかがめた。

「今は危険があるわけじゃない。だから怖がらなくていいよ」

「でも今度にしてなかんずく……」

　控ひかえめな声で、どむーんが言ってくる。

　理解できる部分としては〝でも〟だけではあったが。シャンクはどむーんの肩を軽く叩たたいて落ち着かせようとした。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　他ほかに言えることもなく繰くり返し、改めてゴダードらを見やる。

　ミーティーとの話も、そろそろ終わろうとしているらしい。ゴダードはなんら感情を表していなかったものの、ミーティーはともかく話を途と切ぎれさせまいと必死になってかえって息切れしているようだった。要領を得ない彼女を制止して、彼がうんざりとつぶやくのが聞こえてきた。

「つまりはだ。ノルマどころか、お前はほとんど文無しなわけだな」

「こ、これには溢あふれんばかりの事情が！」

「新米は、事情ばかりを口にする」

　ゴダードは無感情に告げると、腰こしの剣けんに手をやった。

　刹せつ那な、シャンクは手先が反応するのを止められなかった。剣の柄つかを摑つかんでしまっている。マントの下での、わずかな動きに過ぎなかったが。

　ゴダードが動きを止めた。ぴくりと眉まゆを上げ……確かにこちらに視線を向けてきた。

（……まずい）

　慌あわてて、シャンクは剣を放した。誤ご魔ま化かすつもりで身体からだの向きを変え、ゴダードには背を向ける。

「おい。小こ僧ぞう……今なにをした」

「なんのことだ？」

　彼からの問いかけに、シャンクはとぼけた声を返した。

　肩かた越ごしに盗ぬすみ見ると、ゴダードは面おも白しろがるようにもう一度剣に触ふれている。が、こちらの反応がないのを見て取ってかさらに笑えみを大きくした。

「小僧。お前ら、このミーティーの子分になったというのは本当か？」

「…………」

　シャンクが半眼で見やると、ミーティーはゴダードの後ろで懇こん願がんするように手を組み合わせ、涙なみだ混まじりの瞳ひとみをきらきら輝かがやかせている。シャンクは嘆たん息そくし、うなずいた。

「ああ、そうだ」

「なるほど」

　くつくつと笑みを嚙かみ殺し、尖とがった顎あごを手で撫なでながら、その男は言ってきた。

「面白いな。なかなかに面白い」

「そうか？」

　憮ぶ然ぜんと応じて、シャンクはどむーんを背後にかばうべく向き直った。状況を考えれば、なにひとつ面白いことなどはない。苦いものを覚えつつ、成り行きを待つ。

（正せい騎き士し殺し、ゴダード・ハルクマン）

　胸中で唱える。対たい峙じしてみると、その言葉の意味は嫌いやでも理解せざるを得なかった。単なる大罪というだけではない。そこにいる伝説の秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは、正騎士たちの手配書の最上位に近い場所にいながら、こうして平気で生きている。触れれば切れそうなほどの殺気をまき散らしながら、平然と。

　ゆっくり、ゆっくりと、ミーティーがその場から逃にげようと後あと退ずさりしようとしていた。だがゴダードは視線をこちらから外さないまま、彼女の肩を摑まえる。

「ミーティー。お前は前回の上納日にも、わずかにノルマに満たなかったらしいな」

「は、はいい」

　およそ人間には不可能なのではないかと思えるほどに青ざめ、ミーティーが肯こう定ていした。ゴダードは意に介かいさず後を続ける。

「だから今回は俺が来たわけだが……まあ俺も鬼おにじゃあない。上納日は今日だが、まだ昼過ぎだ」

「ずっと昼過ぎだったら良いのにとかさっさと終わってくれないかなーとか複雑な乙おと女め心ごころです」

　震ふるえるミーティーを解放し、ゴダードはにやりと笑みを浮うかべた。

「日にち没ぼつまでに、ノルマ全額とは言わない。せめて半金でも渡わたしてもらえりゃあ、俺も面めん目ぼくが保てる」

「ええっ？」

　一いつ瞬しゆん、希望に輝く表情を見せてから、だが思い出してミーティーはうなだれた。破は壊かいされた建物を示して、

「で、でもなんていうか、あーゆう次し第だいでして……」

「ありゃあダミーだろ。なら、本物もあるってわけだ」

　ゴダードの視線はもう彼女にはなく、完全にシャンクのほうを向いていた。挑ちよう発はつだろう。嬲なぶるように声を歪ゆがめ、

「新入りのお手並みを拝見させてもらおうかと思ってな」

「別に俺はお前らの一味に加わったわけじゃない」

　憮然と、シャンクは応じた。不承不承付け足す。

「……だが、もとより魔法使いを見み逃のがすつもりもない」

「良い心意気だ。若い者は少々歪んでるくらいでないとな」

　最後にゴダードは口元を押さえ、満足げに顎を撫でてみせた。




　ゴダードが去っていくと、ミーティーはそれだけで力ちから尽つきたように地面に倒たおれ伏ふした。どむーんもようやく猫ねこを取り返そうと飛びついてくるようになる。ブリアンはあまり変わらなかったが、どむーんに合わせて逃げ回って騒さわいではいる。

　もっとも、シャンクも厄やつ介かいな重荷が去ったようには感じていた。相手の姿が見えなくなっても五感がその気配を錯さつ覚かくする。

　怯おびえのせいだ……自分の受けた教えの中から、それを思い起こす。感覚が狂くるうのは、すべて感情のせいだ。剣を扱あつかうには正確な動作だけを心がければ良い。怒いかりも怯えも動作を鈍にぶらせる。もっと悪い場合、判断を狂わせてしまう。

（歪んでるだと？）

　ゴダードの言葉を忘れられず、シャンクは胸中で吐はき捨てた。

（俺は別に間ま違ちがってない）

　その時。

「無理よおおおおお！」

　唐とう突とつに、ミーティーが起き上がって悲鳴じみた声をあげた。頭を抱かかえ、上半身ごと振ふり回しながら叫さけび続ける。

「無理ったら無理よぉぉ！　できるわけないわできるわけないわよ日没まであとどれくらいあんのよそれまでに金を用意しろなんてそれは誘ゆう拐かい犯はんの台詞せりふよしかも無理よぉぉ！」

　転げ回ってから、ふとぴたりと止まる。やはりどむーんから逃げてたまたま近くを走っていたブリアンに向かって、

「無理よね？」

　静かに確かく認にんの質問を投げると、黒猫は駆かけ抜ぬけながらあっさり告げていった。

「さあ。ぼくは無関係だし」

「無理よぉぉぉぉぉ！」

　また横転を再開する。

　それを眺ながめてシャンクはつぶやいた。

「なんとか今日中に魔ま法ほう使つかいを見つければいいんだろ？」

　と。

　遠くを転がっていたミーティーが、回転を止める。

　そして方向を変えてからごろごろごろごろとこちらに転がってくると、足元でまた動きを止め、

「どうやって？」

「探すしかないだろ」

「無理よぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　さらにやたらと長く転がってから、やっぱりころころもどってくる。すっかりその動作にも慣れたのか、ミーティーはぴたりと足の先で停止して顔を上げた。
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「それに魔法使いなんて見つけても、そいつがなんにも持ってないような奴やつだったらどうするのよ」

「確か、下の村が賞金を出してたはずだ。いくらなのか覚えてないが、半金くらいにはなるだろ」

「え？」

　ようやくミーティーは完全に立ち上がると、首を伸のばして言ってきた。

「賞金？　そんなのあったの？　なんでそれ最初に言わないのよ」

「別に受け取るつもりもなかったからな」

「なんでっ!?」

　信じられないというように目を見開く彼女に、シャンクは取り合わず手を振って一いつ蹴しゆうした。と、横から黒猫の頭がにょきっと割って入ってくる。

「ぼくは反対だよ」

　どむーんに捕つかまったらしくがっしりと抱え込まれたブリアンは、それにも増して不ふ機き嫌げんな面おも持もちで言ってきた。もっとも猫の表情というのは大たい抵てい不機嫌に見えるものだが。

「なんでぼくらがこの半はん端ぱ盗とう賊ぞくの世話なんて焼かなきゃならないのさ」

「冷たいわっ!?　どうして冷たいのこの小動物は無む駄だに体温高いくせに！」

　ショックを受けた様子で、ミーティーが叫び出す。黒猫の顔を両手で摑つかんでのぞき込むと、滂ぼう沱だと涙なみだを流しながら、

「わたしたち友だちでしょ!?　いっしょに切り抜けたあの危険な冒ぼう険けんの数々を忘れたの？　大だい怪かい鳥ちように攫さらわれた村長の娘むすめを助け出したり人食い森の謎なぞを解き明かしたり！」

「不思議とその記き憶おくはないんだけど……」

「あったのよ、そーゆうことが。わたしの中限定で」

　何な故ぜか自信たっぷりに言うミーティーを横目に、シャンクは嘆たん息そくした。

「まあ、ほっとくわけにもいかないだろ」

「納なつ得とくいかないね」

　顔を背そむけ（どむーんに抱えられている範はん囲い内でだが）、ブリアンが頑がん固こに拒きよ絶ぜつする。

　黒くろ猫ねこを見下ろしながら、シャンクはなにか言うべきことを探し、そしてあきらめて息だけを吐き出した。実のところ、ほうっておけないというのは噓うそだと自分でも分かっていた。わざわざこんな戯ざれ事に首を突つっ込む理由というのは、説明しようにもできない。彼自身よく分からないのだから。

「思い出して！　思い出してよわたしたちの友情を！　確かにわたしは今まであなたのことを尻尾しつぽ付きの黒毛玉とかトイレの敷しき布ふに最適とか陰かげでいろいろ言ってきたけど、総合的にそんなに悪口でもないかなーと思わないでもないでしょ？　ほーら手伝いたくなってきた手伝いたくなってきた」

「ならない」

「どうしてー!?」

　話を続けている両者に。

　今度はシャンクが割り込んでつぶやいた。

「分かった、ブリアン。今回は手伝ってもらわないでいい」

「ん？」

　むしろ意外そうに、黒猫が耳を立てる。

　両手を広げてシャンクは続けた。

「どむーんと、下の村にもどっててくれ。後のことは俺とミーティーだけでなんとかするから」

「ええー？」

　不服そうにうめいたのは、ミーティーである。シャンクが見やると、彼女は顔の下半分だけで笑いながら告げてきた。

「いや、気にしないで今のは別に不満だとか頼たよりないとかそもそも今まで役に立ったことあったっけあなたってとかそういうことじゃないの」

「いきなり俺も帰りたい気持ちフルチャージになったが、まあ今まで見た限りだと今回の魔法使いは大した奴じゃなさそうだし」

「…………」

　ブリアンは横を向いたまま返事がない。

　シャンクはそのまま、先ほど突とつ撃げき前に茂しげみに隠かくしていた装備入りの鞄かばんを探し出すと担かつぎ上げた。もうそろそろ火が消える罠わなの建物を見やってから方角を測り、ミーティーに声をかける。

「じゃあ、向こうに進むか」

「なんでそっち？」

　きょとんと訊きいてくる彼女に、シャンクは肩かたをすくめた。

「大した根こん拠きよがあるわけじゃない。弾たまが飛んできた方向に行ってみようってだけだ」

　彼女と連れだって進みかける。去り際ぎわ、どむーんたちを見やると、ブリアンはいまだに横を向いたままだった。




「手伝わなくていい、だとぉ？」

　ふたりがいなくなってからしばらくして。

　頰ほおを擦すり寄せてくるどむーんに抵てい抗こうすることすら忘れて、ブリアンはひとりで怒いかりを嚙かみ潰つぶしていた。

「さっきだってぼくがいなけりゃどうにもならなかったくせに。ぼくがいないでなにができるつもりなのさ、あのガキ」

　苛いら々いらとつぶやくたび、ふつふつと湧わいてくる怒りが上うわ塗ぬりされていく。頑かたくなに見ないようにしていた方角……シャンクらが進んでいったあたりへと視線を向けると、黒猫は猫じみたうなり声をあげた。

「なら見せてもらおうじゃんか。ぼくの助けなしで、魔ま法ほう使つかい相手になにができるか」

　猫の声は、怒りというよりは恨うらみ言のようになっていた。
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　気の抜ぬけた笛のようなミーティーの呼吸音を背後に、ひたすらに山道を進んでいく。やがてそれが小さくなっていくのに気づくと、シャンクは足を止め振ふり向いた。当たり前だがそこに彼女はいる。疲つかれ切った様子で、立ち止まって哀あわれっぽくこちらを見ていた。

　嘆たん息そくし、シャンクは告げた。

「なにやってんだよ」

　と、彼女はふらふらとその場に座り込みながら、

「なに……じゃない……わよ。休きゆう憩けい……もなしに山を進むなんて……自殺……行こう為いでしょう……」

　途と切ぎれ途切れに言いながら、腰こしを下ろした地面を手で叩たたく。

　再び息をついてシャンクは言い返した。

「そうかもしれないけど、仕方ないだろう。もう日暮れまで何時間もないぞ？」

「急いでどうなるのよー！」

　自や棄けになったのか、それとも言うほど疲れてなどいなかったのか、ミーティーが声を張り上げる。

「もう駄だ目めよ！　終わりよ！　どうにもならないんだわ。あたしの前途洋々の未来が！　あの殺人マニアに切り刻まれて終わりを告げるのよ！」

「まだ決まったわけじゃないだろ」

　うんざりと後もどりし、シャンクは座り込んだままの彼女に手を差し伸のべた。促うながすつもりで続ける。

「日暮れまでに魔法使いを捕つかまえればそれでいいんだ」

「だっかっらっ、それが無理だって言ってるのにー！」

　大おお騒さわぎして泣きわめくミーティーに、シャンクは手を引っ込めた。その手で頭を搔かきながら、あたりの風景を見回す。近くの茂しげみから遠くの山々まで。山道とはいえ獣けもの道みちよりは整備されている。

　表面上は穏おだやかに見える山中に秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの泣き声がこだました。

「なーんでこうなるのー！　あたしがなにをしたの!?　ただ平へい凡ぼんに慎つつましく出世して塵ちり芥あくたのごとき手下どもをあたかも数字だけの存在であるかのよーに無関心に扱あつかいながら生きていきたいだけなのにー！」

「あームカつく」

　額を押さえてシャンクはうめいた。だがミーティーは聞く耳持たずに後を続ける。

「あたしはなにも悪くないのに神様って意地が悪すぎるわ！　いつも研けん鑽さん怠おこたらず昨日だってお昼ひる寝ねは三時間しかしてないのに。おかしいわ。これは陰いん謀ぼうよ。誰だれかがあたしを陥おとしいれているのよ」

　彼女の泣き言が震ふるえ声になってきたあたりで、シャンクはミーティーから何歩か離はなれると行く手を見やった。実のところ、彼女の意見も一部正しいのではないかと思いはじめていたところではあったのだ。例の岩がん塊かいが飛んできた方向に進んできたが成算は少ない。闇やみ雲くもに探し回ったところで、少し気の利きいた魔法使いならば自分の本ほん拠きよを擬ぎ装そうくらいはしているだろう。

「……ブリアンがいれば、そのへんも見破れる可能性があったんだろうけどな」

　あまり認めたくはなかったが、シャンクはつぶやいた。本来ならば秘儀盗賊は魔法使いの誤魔化しに惑まどわされないよう、事前に徹てつ底ていして下調べを行う。が、今となってはその時間もない。

「悔くやんだところでどうにもならない。当てずっぽうでも探すしかないだろ」

　言うのだが、その間にミーティーはなにやらぶつぶつと己おのれの世界に没ぼつ頭とうしている。空を見上げながら焦しよう点てんの狂くるった瞳ひとみで、

「……はっ!?　ワカリマシタ馬うま星せい人じん様さま。コレハ地下秘密人タチノ遠大ナ陰謀……」

「いや、変な声で妙みようなメッセージ受け取ってないで」

「妙じゃないわ！　地下秘密人たちは地上を脅おびやかす恐おそろしい秘密計画を持っているのよ！　秘密だからよく分からないけど！」

　叫さけぶミーティーの声は聞き流して、シャンクは歩き出した。この際、彼女がついてこられないのならそれで良いような気もしている。

　が、彼女は正気を取りもどしたのか、それほど待たずとも走って追いついてきた。まだ少し泣いてはいたが。

「当てずっぽうじゃ困るのよー。なんていうかもうあたしの人生がかかってるのよ。そのへん分かってる？」

「分かってるけどそんなこと言われても」

　いい加減嫌いやになりつつも進んでいく。と、気が付いてシャンクはミーティーを横に突つき飛ばした。

「きゃあっ!?」

　悲鳴をあげて、彼女は茂みの中に頭から転がり入っていった。シャンクも続いて、道のわきに身を寄せる。

「なにすんのよー！」

「しっ」

　抗こう議ぎの声をあげるミーティーを制して、彼は木の隙すき間まから空を見上げた。

「そういえばブリアンが言ってたな。あの魔ま法ほう使つかいは、あの罠わなに俺たちがかかったのかどうかを確かめる手段もないって」

　澄すんだ青空を、音もなくすーっと飛んでいる物体があった。シャンクが見ていたのはそれである。遠目にだが人の形をしていた。

「多分、例の魔法使いだ。あのダミーの家のほうに確かく認にんに飛んでるんだろうな」

「へっ？」

　目を丸くして、ミーティーが声をあげる。

「んじゃあ、あたしたちあそこで待ってれば良かったんじゃない」

「それじゃすぐに逃にげられちまう。待ち伏ぶせに気づいて上空から降りてこないかもしれないし」

　遥はるか上を通り過ぎていくその人ひと影かげを見送りながら、シャンクは小声で後を続けた。

「あいつにしてみれば、秘儀盗賊と戦うメリットなんてものはないんだ。だからあいつが戦ってでも守らざるを得ない場所に追い詰つめないと。つまり本物のアジトに」

「どうやって？」

　聞いてくる彼女にうなずいて答える。

「出てきたんだからまた帰るはずだろ。それを見張る。あいつが引き返してくる前に見通しの良い場所を探さないと」

「それってどこ？」

　ミーティーも、聞きながら答えが分かっていないわけではなかったのだろう。既すでに不ふ吉きつな表情にそれが現れている。

　シャンクはそのまま答えた。上方を指さして、一言で。

「頂上」

「まだ登るの……？」

　ぐったりと、ミーティーは落らく胆たんを吐はき出してみせた。




「まったく。あんな程度の魔法使いシーカーなら、ひとひねりなんだけどね」

　炎ほのおの消えた建物の残ざん骸がいの前に立つ、長い黒衣の男。

　それを背中からぎろりと睨にらみつけ、ブリアンはさっきからずっと毒づき続けていた。

「いや、ひとひねりっていうかもう半ひねりくらいで十分だよ。ぼくが何者か言ってやるだけでも縮み上がってひれ伏すよ。本当に。まったくもう」

　聞いている相手がいるかどうかも構わない。一応、ブリアンを抱だきかかえているどむーんが相づちを打っているものの、ブリアンは見ていなかった。ただひたすら、空から降りてきたそのシーカーを見てぼやいている。

「こんなに近くにいて隠かくれ身に気づかないくらいだからね。間ま抜ぬけもいいとこだ。若じやく輩はいだね。いや、若輩者かつ大間抜けだ」

　ふたりは隠れてすらいなかった。単に、シーカーの背後に立っているだけである。それほど近づきもしないものの、振ふり返れば見える位置である。

　だがブリアンの術によって、そのシーカーは自覚のないまま、振り向くことを禁じられている。また、強風の中でも人の声だけを聞き分けて会話ができるのと正逆に、今は罵ののしり声は耳に入らず風の音しか聞いていないはずである。

　その男はうろうろと残骸をのぞき込んでいる。魔法使いであることは間ま違ちがいない。空中から降りてきたのだ。

　だがブリアンは一目でその相手の程度を見抜いていた。

「本当、ひとひねりさ」

　ようやく顔を向け、どむーんに念を押す。特にどむーんに疑いの表情が浮うかんでいたというわけではないが、ブリアンはぶつぶつ言いながら向き直った。

「でもぼくはなにもしない。しないったらしない。指先ひとつでどうにでもできることは保証するよ。でもしない」

　魔法使いは簡単な身振りとともに呪じゆ文もんを唱えると、大きめのがれきをようやく横に退どけた。その力は魔法を持たない人間には脅きよう威いだろうが、魔法使いにとってはどうというほどのこともない。もう少し覚えのあるシーカーであれば、この山ごとだって浮かせてみせるだろう。ブリアンは鼻で笑った。

「シャンクがひとりでなんとかすればいい。ぼくの忠告を無視した報むくいだ。死ぬほどの目に遭あわされればいいさ。ぼくの助力がどれだけのものだったか思い知れっていうんだ」

　一息で告げてから言うことがなくなる。

　しばしの沈ちん黙もくの中で魔法使いの作業は続いていた。呪文や手順など似通っているようでいて、魔法使いの力の出所はそれぞれによってまったく違う。この男は地面に住む小存在らを頼たよっているようだった。地表から微び弱じやくな精せい霊れいや小魔物を大勢搔かき集め、岩や土を操あやつっている。蟻ありを集めて大荷物を運んでいるようなものである。

　強大な力をひとつ呼び出すよりは代だい償しようも少なく済むが、いかにも手間のかかる方法ではあった。

「まったく」

　どうにも間が保もたず、ブリアンはぼやきを再開した。

「あーもう、そんな確かく認にんなんかにいつまでかかってるんだ、この馬ば鹿かシーカー！　死体が残ってないことくらい、ちょっと透とう視しすればすぐ分かるだろ！　まあそれができないからわざわざ現場に来たんだろうけど……それならどっちみち、死体が残らないほど吹ふっ飛んだのかどうかも判別できないじゃないか。とっとと帰れ！」

　つい声を高くしてから、ブリアンは口をつぐんだ。魔ま法ほう使つかいがようやく去ろうとし始めたことと、もうひとつ。どうにもこれがやつあたりとしか言い様がないと気づいたからだった。

「……ふん」

　尻尾しつぽを振って畳たたむと、ブリアンは唱え始めた。空中に浮かび上がった魔法使いを横目に見上げながら。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう」

　そして金色の目を閉じると、あとはなにも言わずにどむーんの腕うでの中で丸くなった。




「急げって！」

　実際、そんな声をかけるような手間も惜おしかったが。

　それでもシャンクは業ごうを煮にやして背後に呼びかけた。急ぎ足で斜しや面めんを登る彼の後ろで、ミーティーがべったり地面に貼はり付き倒たおれている。

「そんなこと言われてもー……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で彼女がうめく。本気で力ちから尽つきているのか顔を上げようともしない。シャンクはさっきから引きずっている彼女のマントをさらに引っ張った。彼女は力無く倒れているだけなのだが、まるで抵てい抗こうでもしているように動かない。

　苛いら々いらとシャンクは上方を見やった。山はかなり登ったのだが、まだ頂きには遠い。木々の間から覗のぞけばあたりを一望できないこともないのだが、空を飛ぶ人ひとりを確実に見失わずに追うためには、少しでも良好な視界を得たかった。同じ理由で、監かん視しするのはひとりよりふたりのほうがいい。

　それでも、いっそ彼女は置いていって自分ひとりで行ったほうがマシなのか……悩なやみ半分で、シャンクは行く手とミーティーとを見比べた。

「このままじゃ間に合わない」

「うふ。うふふふ。そんなことないわ。こんな時こそあの呪文よ……チャーリー、転送を……」

「あああああ、もうなにがなんだか」

　もはや役に立ちそうにない彼女を放ほうり出し、シャンクはひとりで山頂を目指そうと向き直った。

　と。

　上空を、なにかが通り過ぎた。

（間に合わなかった？）

　だが舌打ちすることも思いつかず。

（なんだ……ありゃ）

　むしろ啞あ然ぜんとしながらシャンクは目を見開いた。梢こずえの遥はるか上を飛んでいったその人ひと影かげは、それだけだったなら見過ごしていただろう。自分の見たものが信じられず、シャンクはそれが進んでいった方向へと駆かけ出した。追いかけて進む。山の中では移動も制限され、楽に走れるような道もほとんどない。

　速度では、飛んでいくそれに簡単に引き離はなされながら、シャンクはそれでもついていくのに苦労しなかった。

　飛行する当人は、気づいているのかいないのか。

　ようやく開けた場所に出て、倒れた木の後ろに身をひそめシャンクはそれが飛んでいく先を見つめた。間ま違ちがいない。先ほどの魔法使いである。ただ、行きの時と違っているのは……その魔法使いの背後を、巨きよ大だいな矢印が同速度で追いかけていっていることだった。青空にくっきりと浮き出るオレンジ色に輝かがやいて、その後ろにはさらに文字を引きずっている。

『馬鹿はここ　→』

「…………」

　言葉もなく、ただシャンクはそれを見送った。魔法使いは（多分）まったく気づかないまま、山のひとつへと降りていく。そう遠くはないが、近くもない。魔法使いが木々の下に消えると、矢印はそこでぴたりと静止してとどまった。

　魔法使いの降りた場所を指し示し、ぴかぴかと光っている。

「と、とりあえず、あそこらしいな……」

　納なつ得とくするより他ほかになく、シャンクはそうつぶやいた。




「ここねっ!?」

　と、ミーティーは鼻息も荒あらくそう確認してきた。目的地が分かっただけで完全復活している。現金なものではある。

　それを見やりながら、シャンクはうなずいた。手持ちの荷物を確認しながら。

「ああ」

　装備は先ほど偽にせの館やかたに踏ふみ込んだ時とそう変わらない。炸さく裂れつ弾だんがいくつか減っているくらいである。まだ残りが九本あった。あとはいつものスプリング・ガンと腰こしの剣けんである。

　ちらりと空を見上げ、落ちかけた夕ゆう陽ひの位置を探さぐる。

「もう時間がないな」

「間に合えばいーのよ、間に合えば」

　瞳ひとみに希望を満ち溢あふれさせ、魔ま法ほう使つかいの基地の入り口でスキップしながら、ミーティーは剣を抜ぬいては収めるを繰くり返している。嬉うれしげに。

「ふふふふふ。幸せの余りつい必殺剣を編み出してしまったわ。スキップ斬ぎりと名付けましょ。あー、あたしの努力ってどうしてこうも報むくわれまくってしまうのかしら」

「幸せな奴やつだなーという点だけは否定しないけどな」

　装備の点検を終えて、シャンクは身を起こした。必要なさそうなツールを残した鞄かばんは置いていく。魔法使いがいるらしい入り口は、ダミーの館よりむしろ貧ひん相そうというか、原始的なものだった。崖がけにできた洞どう窟くつを岩いわ肌はだに似せた壁かべで塞ふさいである。擬ぎ装そうはいい加減なものだったが、探し当てるのは難しかっただろう。

　隠かくれるのは止やめて扉とびらの前に出る。軽く拳こぶしで叩たたいてから、シャンクは嘆たん息そくした。

「炸裂弾一発や二発で破れそうにはないな」

「どうするの？」

　ぴたりとスキップ斬りの姿勢のまま立ち止まり、ミーティーが問いかけてくる。シャンクはただ肩かたをすくめた。

「運うん試だめしするしかないだろ」

　しばらく観察を続け、岩扉の下部にわずかに開いた隙すき間まを見つけると、そこにすべての炸裂弾をまとめて押しつける。

　ミーティーに逃にげるよう手て振ぶりで合図してから、シャンクは炸裂弾の紐ひもをすべて引き抜いた。自分も扉から急いで離れると木の陰かげに身を隠す。

　少しの後、九本の炸裂弾がいっせいに爆ばく発はつした。砕くだけた岩や吹き飛ぶ砂、石にやられないよう木の後ろで身を縮め、何呼吸か待つ。

　終わってから顔を出し、シャンクは爆発跡あとへと視線をやった。岩の扉を破は壊かいすることはできなかったが、それでもなんとか地面と扉の間に、人ひとりがぎりぎり通り抜けられる程度の隙間ができている。

「うまくいった？」

　同じくひょこりと顔を出し、ミーティー。

　シャンクはかがみ込んでその隙間から奥を覗のぞくと、つぶやくように答えた。

「中にもう一枚同じ扉があったら、もう開ける方法がないけどな」

　と、彼女に手を向け、促うながす。

　ミーティーは小首を傾かしげた。

「なぁに？」

「なにじゃなくて。俺より君のほうが通り抜けられる可能性高いだろ」

「ほーほほほ。このスリムビューティーミーティー様に頼たよりたいというわけね」

　ポーズを取ってから彼女は上じよう機き嫌げんに、剣帯とマントを外して先に穴の中に放ほうり込んだ。這はいつくばって当人も穴の中に消える。

　しばし待つと穴の奥からミーティーが言ってきた。

「来ても大だい丈じよう夫ぶみたいよー」

　シャンクも武器とマントを外して、穴の中にそれを差し入れた。向こうでミーティーがそれを受け取るのを待ってから、腹這いになって息を吸う。

　扉に開いた穴はそれほど大きいものではなく、シャンクは途と中ちゆうで二度ほど引っかかりつつ、なんとか進んでいった。扉を通り抜けても洞窟の中は暗い。肩まで中に入ったところでようやくシャンクは顔を上げた。

　そこにはミーティーの愛あい想そ笑いがあった。

　その次に見えたのは、彼女の首根っこを摑つかまえてぶら下げている巨大な土つち塊くれの腕うでである。これは洞窟の壁へき面めんから生えていた。松明たいまつの灯あかりに部分的にしか照らされていないが、なにかの魔法の働きであることは疑いない。

　さらにその松明を持っているのは、黒い衣ころもをまとった瘦やせぎすの男だった。男の足元には、背せ丈たけは男の膝ひざくらいまでしかないというのに腕だけ妙みように長い子こ鬼おにのような生物が、シャンクとミーティーの武器を抱かかえ上げて気味悪い笑えみを浮うかべている。全身焦こげ茶色で服などは着ていない。無音で笑うその口に、黒曜石のように真っ黒い歯がびっしりと並んでいるのが見える。

　穴から頭と肩だけを出して身動きできないまま、シャンクはその男を見上げていた。男はあまり友好的とは言い難がたい無表情で、乾かわいた声を発してきた。

「人の家に、なにか用か？」

「魔法使いシーカーか」

　なるべく落ち着いた態度を装よそおって、シャンクは聞き返した。

　余よ裕ゆうからだろう。男が馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「わたしなら、分かり切ったことはいちいち聞かない。お前は盗とう賊ぞくだろう」

「分かっているつもりで、違ちがうかもしれないだろ」

　言うなりシャンクは、子鬼に向かって手を伸のばした。どうしたところでとどく距きよ離りではないが、狙ねらっていたのはそういったことではない。

　子鬼が抱えているシャンクの武器には彼のマントが巻き付けてあった。魔ま法ほうによって造り出されたこのマントは、持ち主の身振りと意思である程度操作できる。彼が求めるとマントは子鬼の手を離れ舞まいもどってきた。巻き付けてある武器といっしょに。

　手の中に飛び込んでくるマントの中から、シャンクは手早くスプリング・ガンを摑み取った。間を置かず狙いをつけ、ふたつあるトリガーのうち一方を引き絞しぼる。

　バネが弾はじけ、銃じゆう身しんから弾だん丸がんが飛び出す。殺傷力などほとんどないこの銃だが、それでも近きん距きよ離りからならば弾丸の威い力りよくはそれなりのものになる。次いで金属の弾たまが肉に当たる鈍にぶい音が響ひびき、油断していた魔法使いは右みぎ眼めを押さえて悲鳴をあげた。顔面を覆おおう指の間から血がこぼれている。

　顔面のどこかに当たれば良いと思っていたのだが、思った以上の幸運が味方してくれたらしい。眼球を傷つけられ、魔法使いは慌あわてふためき洞窟の奥へと逃げ出した。シャンクがもう一発弾丸の残っている銃で子鬼のほうを狙うと、子鬼もまたミーティーの剣を放り出し、主人の後を追っていった。

　魔法使いたちの逃げる足音を聞きながらシャンクは扉とびらの穴から抜け出した。白いマントを肩に回し、剣けん帯たいを着ける。魔法使いが落としていった松明を拾うと、シャンクはその灯りを奥に向けて目を凝こらした。洞窟は歩きやすいよう魔法で整形されているのだろう。壁面や床ゆかは滑なめらかに舗ほ装そうしてある。滑すべり止めに一定パターンの溝みぞまで彫ほってあった。

　なお、ミーティーはいまだにぶら下げられたままである。

「助けてー」

　声をあげる彼女に、シャンクは無言のまま彼女の剣を放ってやった。それを受け取ると、彼女は鞘さやから剣を抜き放ち……

　しゃんっ！

　まるで鈴すずの音のような奇き麗れいな一いつ閃せんで、自分を摑んでいる土の腕を両断した。この体勢で、しかも片手打ちでこんな真ま似ねはそうそうできるものではない。彼女に破壊された腕は、そのままただの土塊にもどってミーティーといっしょに落ちてきた。調子に乗って着地したところを土ど砂しやに押し潰つぶされ、少し吞のんでしまったらしい土を吐はき出しながら彼女が起き上がる。

「うげっ……ぺっ！　ああうう。あーもう、どうしてくれんのよこれ！」

　髪かみにかぶった土を払はらいのけようと無む駄だな努力をしているミーティーは無視して、シャンクは左手に松明を、右手にスプリング・ガンを構えて洞窟の奥へと進もうとした。半歩足を進めて罠わなを警けい戒かいするが、なにも起こらない。

「参ったな。仕留め損そこなった」

　彼がつぶやくと、ミーティーはいったん手を止め、不思議そうに訊きいてきた。

「なんで？　あんたにしちゃ頑がん張ばったほうじゃない」

「これでもう相手が油断してくれることはなくなったんだ。それがどれだけ危険なことか分からないわけじゃないだろ」

「あのまま負けちゃうよりはマシよ。なんかこう、心配性しようなのよね、あんた」

　鼻歌混じりに剣を鞘に収める彼女に、シャンクはこっそり嘆たん息そくした。だが、

（心配性か……まあ、そうなのかな）

　その日暮らしの盗賊ならば、ミーティーくらいにいい加減であるほうが楽なのかもしれない。

「追うわよ！　あんた灯り持ってるんだからちゃんとついてきてよ」

　いつの間にか先に立ち、ミーティーが勢いよく駆かけていく。それを追いながらシャンクは咄とつ嗟さに身を屈かがめた。ミーティーを捕とらえていたのと同じ土塊の腕が別の壁面から伸び、彼らに殴なぐりかかってきている。

　一本だけではなかった。奥へ進むと次々に新しい腕うでが出現する。ミーティーも走りながら器用にかわし、あるいは時に抜ばつ刀とうして斬きり捨て、速度を変えずに進んでいく。

　松明たいまつの灯あかり程度ではそれほど先まで見えないが、行く手から猿さるが騒さわぐような甲かん高だかい鳴き声が聞こえてきていた。例の子こ鬼おにがつかず離はなれず先行しているらしい。恐おそらく、この土の腕を操あやつっているのもその子鬼だろう。

「ほんぎゃっ！」

　本数を増やした腕に、危あやうく打ち倒たおされそうになりながら、なんとか上体を反らしてミーティーがかわしている。しかし避さけたのは良いものの足が止まっていた。振ふり子のようにもどってくる腕が、今度は彼女の足元を狙っている。

「ちぃっ！」

　シャンクは踏ふみ出すと、彼女の背中を蹴けり押した。ミーティーが抗こう議ぎじみた悲鳴をあげるが、足を押さえられるよりは蹴り飛ばされたほうが良いだろう。空振りした土腕を軽く跳とんでかわし、シャンクは叫さけんだ。

「ミーティー！」

　立ち止まったことは思った以上に致ち命めい的な事態を招こうとしていた。壁かべから生まれる腕の数がどんどん増えていく。走っていれば、かわすだけでそれを置き去りにできたのに、止まってかわすのは時間稼かせぎにもならない。

「なにー!?」

　さらに新しく現れた腕を剣で打ち返しながら、ミーティーは忙せわしげに応こたえてきた。

　自分のほうにも殺さつ到とうしてくる腕を大きく回かい避ひして、シャンクは続けた。

「少しの間でいい。俺の周りの腕を食い止めてくれ！」

「なんでー？」

「説明してる時間があるかよ！」

　言い捨てて、松明と銃を持ち替かえる。

　ミーティーが理解したのかどうかを確かめている時間もなかった。その場に踏みとどまり、さらに体勢を下げて……

　前後左右、すべてから腕が迫せまってくる。ミーティーの刃はが、最も近くまで迫ってきていた一本を打ち落とした。シャンクは歯を食いしばり、衝しよう撃げきを待ち構えながら前方の闇やみを見み据すえた。灯りの及およばない暗くら闇やみ。だが神経を研とぎ澄すませば、弱い光を頼たよりにその暗がりを搔かき分け、見通すことができる。

（見えたっ！）

　叫びとともに松明を投げつける。

　同時に、土腕の何本かに殴られた。

　衝撃のいくつかはマントで防いだ。が、無傷というわけにもいかない。地面に倒されながら、シャンクはまだ松明を投げつけた先を見ていた。炎ほのおを纏まとった木もく片へんと布の塊かたまりは真っ直すぐに勢いよく目標へと飛んでいく。

　騒いでいた子鬼の声が急に引きつった。

　灯りが子鬼の姿を照らしたのは一いつ瞬しゆんだった。松明が命中し、子鬼が悲鳴をあげる。声が途と絶だえると土腕もいっせいに動きを止めた。

　その隙すきにシャンクは立ち上がった。灯りがなくなったため自分たちの周りは暗くなっているが、行く手の松明は炎が消えていない。

　立ち上がった分、ミーティーのほうが素す早ばやかった。彼女はあっと言う間にダッシュしていくと、炎の一撃に狼狽うろたえている子鬼に迫って剣を振り上げた。

　白はく刃じんが、異形の魔ま物ものを斬り捨てる。

　子鬼の身体からだから飛び散ったのは血でも内臓でもなく砂のような粉末だった。それは砂だったのだろう。子鬼はほとんど両断されるほどに胴どうを打たれ、ふたつの塊に分ぶん割かつされながら倒れていった。地面に触ふれる頃ころにはその地面と変わらない土つち塊くれに変じている。

「よっしゃあ！　あたしってばまた勝利！」

　ミーティーはひとりで歓かん声せいをあげると、その場の松明を拾い上げ、奥へとまた駆け出した。シャンクは一応子鬼の倒れたあたりでいったん足を止め、それが擬ぎ装そうではなく本当に倒したらしいことを確かく認にんした。もっとも、あんな得体の知れないものの死を確かめる方法などというものはないのかもしれないが。

　進んでいくうちに、松明は必要なくなっていった。壁へき面めんに、仄ほのかに輝かがやく地層が混ざり出す。それが増してくると洞どう窟くつ全体が明るくなっていた。先行するミーティーが松明を捨てる。その後は特に妨ぼう害がいもないままふたりは最さい奥おうと思おぼしき研究室へと行き着いていた。

　洞窟はその広間へとそのまま続いていた。扉とびらはあるが、開いたままになっている。広間といっても研究用の道具や実験材料があちこちに積み上げられ、手て狭ぜまになっている。洞窟と同じ土壁であるということ以外は、典型的な研究室といった様子だった。そのさらに一番奥の机の前に、例の魔法使いがいる。

　応急手当で顔半分を覆おおっている包帯には血が滲にじんでいた。息が荒あらい。研究室まで辿たどり着いた彼らを眺ながめ、魔法使いは口くち惜おしげに言ってきた。

「土ど精せいを倒してくるとは……あれには毎週、新しい死体を与あたえてきたというのに、こんな程度か」

　と、机の上に横たえられていた木製の杖つえのようなものを取り上げる。真っ直ぐではない。木の根のようにも見えた。魔法使いの身長ほどの長さである。

　根の杖を弄もてあそびながら、まるで訊きかれでもしたように言い直してくる。

「いや、墓土から招集した精せい霊れいなのでね。我が儘ままを言うのだ」

「うふふふふふふふふふふふふふ」

　場ば違ちがいな笑い声をあげたのは……もちろんミーティーである。

　相手の武器が危険そうに見えなかったというのもあるのだろうが、彼女は居合いの構えで前に進み出た。

「あんたの口上なんてどうでもいいの。ふふふふふふ。この瞬しゆん間かんをどれだけ待ちわびたことか……ええと、昼過ぎくらいからかしら。日暮れまでに。日暮れまでにあんたを倒たおせば万ばん事じ解決。時間がないんだからさっさと討うち取られてちょーだい。いいわよね」

「日ならもうとっくに暮れたぞ」

「……へ？」

　あっさり無情に告げてきた魔法使いの声に、ミーティーが動きを止める。

　その隙に。

　魔法使いが根の杖を投げた。自分の足元、その少し前方に。杖の先せん端たんが床ゆかに触れると、杖は突とつ然ぜん生き物のようによじれ完全に地面に潜もぐった。その場所から蜘く蛛もの巣状に白い細かい根が溢あふれ出し、地面を覆い尽つくしていく。

　白い根はたちまち床の地面を、壁を、天てん井じようまでも侵しん食しよくし、完全に埋うめてしまった。ミーティーが声をあげる。

「なにこれ!?」

　動けないらしい。根は彼女の両足をしっかりと押さえつけ、拘こう束そくしていた。魔法使いが笑いを漏もらす……失しつ笑しようを。魔法使い自身は宙に浮うかんで根を逃のがれていた。

「…………」

　そして笑えみを消し、シャンクのほうへと顔を向ける。

　シャンクは一瞬で手近な荷物の上に飛び乗って、やはり根をかわしていた。床に置いてあった秤はかりのような実験器具の上で、なんとか平へい衡こうを取っている。

　床では、まだ根が蠢うごめいている。シャンクはためしに秤の上の分銅をひとつ、下に蹴け落おとした。地面に触れるや否いなや、根が膨ふくれ上がってその分銅を吞のみ込んでいく。

「洞窟内ならば逃にげ場などなかったのだがな。土精め、時間稼かせぎもできないとは」

　魔法使いの言葉には応こたえず、シャンクはスプリング・ガンを構えた。跳ちよう躍やくし、魔法使いの背後にある巨きよ大だいな机の上まで移動する。

　少しでも足場を確保することと、魔法使いの死角へと移動する、ふたつを兼かねた跳躍だったが、動作が大きすぎるため危険な賭かけでもあった。

　魔ま法ほう使つかいは宙を浮いたまま移動し、シャンクの跳とぶ軌き道どうから離はなれていく。敵意を持った相手に触ふれられれば魔法が解けることを警けい戒かいしてだろう。すれ違い様、シャンクは狙ねらいをつけてトリガーを引いた。

　銃じゆう身しんが弾はじけ、弾だん丸がんが射出される。結果を見ないままシャンクは机の上に着地した。振ふり向く。魔法使いの嘲ちよう笑しようが見えた。

　無傷の敵が空中に浮かんだまま、両りよう腕うでを広げて笑っている。そして。

　ばたん、と音がした。見るとミーティーが倒れている。弾たまは彼女に当たっていた。足を固定されたまま肩かたに一いち撃げきを受け、彼女が転てん倒とうする。たちまち根が彼女を包み込んだ。

「なに!?　なにこれ!?」

　悲鳴も押し包まれ聞こえなくなっていく。

　それも含ふくめてだろう。魔法使いの嘲あざけりが強さを増した。

「これで終わりだな盗とう賊ぞく。お前の武器にはもう弾が残っていないだろう」

「……ああ」

　同意して、シャンクは銃を腰こしにもどした。マントを身体に寄せ、その下で、ゆっくりと手を動かす。

　特に慌あわてはしなかった。焦あせりは失敗を生む。なにをしても良い……だが失敗だけはいけない。それを自分に言い聞かせ、彼の手が触れたのは剣けんの柄つかだった。

（今日はツキがある）

　そんなことを思いつく。

　窮きゆう地ちには違いない。魔法使いは跳んでもとどかない距きよ離りにいる。だがそれでも水みな面もの泡あわが薄うすまっていくように心は落ち着いていく。

（ミーティーが窒ちつ息そくする前に……片付けないとな）

　剣に気などというものはない。

　かつて言われた教えが脳のう裏りに浮かぶ。

　気合いなどで人は殺せない。まずは空間がある。剣はその空間で立体的に斬きり結ぶ理知的な作業に過ぎない。

「どうするつもりだ？」

　こちらが慌てないことに苛いら立だったのか、魔法使いの声からは無む駄だな嘲笑が薄れていた。と、感づいたのだろう。訊いてくる。

「剣を使う気か？」

　まだ自分の優位に安心している。

　お膳ぜん立だてはそろっていた。シャンクは最後に感情を殺し、静かに告げた。

「俺の剣は、人に見せられるもんじゃない」

「そうか」

　意味を取り違ちがえて得意げになる魔法使いに、シャンクは別れの挨あい拶さつをつぶやいた。声には出さずに。

　剣を抜ぬく。構える。この後、敵に触れて切り裂さくまですべての手順はもう既すでに完かん了りようしているかのように頭の中にあった。

　が。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　聞こえてきた呪じゆ文もんに、シャンクは剣を取り落としかけた。

　前触れもなにもない。唐とう突とつだがはっきりと響ひびき渡わたる。跳ぶタイミングを崩くずされたシャンクは、机の上で足を滑すべらせ、そのまま地面に落下した。足元から白い根が伝わって、身体からだを包もうとする……

　が、それより先に。

　視界を潰つぶしたのは光だった。真っ赤な輝かがやき。炎ほのおの爆ばく発はつがすべてを吹ふき飛ばす。閉とざされた研究室に火か炎えんが躍おどり、根を、机を、なにもかもを焼き尽くした。

　すべてが終わった時。シャンクはひっくり返った姿勢で、ひくひくと震ふるえていた。

「あのなぁ……」

「ほうら見ろ！　ぼくがいないとなんにもできないくせに！」

　意い気き揚よう々ようと黒くろ猫ねこが声をあげる。

　見ると、あとをつけてきていたのか、入り口にブリアンとどむーんがいる。この頃ごろすっかりワンセットになっているこのふたりは、やはり今もどむーんが黒猫を抱だきかかえる形で現れた。

「でかい口叩たたいておいてさ！　今にも降参するところだったじゃないか。これに懲こりたら身の程ほどをわきまえるんだね。ほらどむーん、勝利のポーズ」

「ざ・びくとりある大だい噴ふん火かー」

　やはり地面に突つっ伏ぷして倒れている魔法使いの背中を踏ふんづけて、どむーんがポーズを取っている。

　根は焼き尽つくされミーティーも気絶していたが、怪け我がはないようだった。人は傷つけないよう加減したのだろう。しばらく硬こう直ちよくに耐たえてから、ようやくシャンクは起き上がった。叫さけぶ。

「あのなぁっ！」

「なんだよ」

　顔を上げた先に、黒猫と視線が合う。

「いきなり現れてなんなんだよ！　俺がこれから……」

「これから？　なにするつもりだったのさ」

　きょとんと訊きかれて。

　シャンクは口ごもった。

「いや……別に」

　誤ご魔ま化かしながら、剣をこっそりしまう。倒たおされた魔法使いを見、そして無傷のミーティーを、どむーんとブリアンを見やって、シャンクは声に出さずつぶやいた。

（まあ……いいか）

　とりあえずは、これでいい。

　目を閉じながら彼は嘆たん息そくした。




　魔法使いを拘こう束そくし、近くの村に突き出すとそれなりに歓かん迎げいされた。

　とはいえ身元も知れない秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなどがちやほやされることはない。歓迎は、あくまでそれなりのものだった。懸けん賞しよう金きんが全額支し払はらわれただけでも幸運なのだろう。村人には落らく胆たんもあったはずである。正せい騎き士しならば無料で魔法使いを討とう伐ばつしてくれたはずなのだから。

　ともあれ、その夜は村長が客用に使っている離はなれに泊とまることになった。夜中、寝しん室しつでシャンクは目を開けると、マントと剣けんを手にして窓から外に出た。辺境の夜は静まりかえっている。虫と獣けものの声、月明かりは冴さえ冴ざえと黒い地面を照らしているが、人の気配はない。昼間の労働に疲つかれた村人たちは、多少の物音があっても起きてはこないだろう。

　盗賊を泊めているというのに、離れには見張りもいない。どのみち辺境の貧しい村に盗ぬすまれて困るほどのものはない。懸賞金を出しただけでも、ここの村人はこの冬、本当にぎりぎりの生活しかできないに違いなかった。

　外に出て、夜気に身み震ぶるいしながらマントを纏まとう。荷物は寝室に残して、剣帯には剣しか下げていない。彼は振ふり返ることなく村を抜けると、村外れまで歩いて足を止めた。森に入る手前、見通しの悪い林間地である。人目にはつきにくい。

　彼が立ち止まって数呼吸も置かない間に、見つめていた木々の間から人ひと影かげが現れた。待っていたように。

　予期していたため驚おどろきはなかった。もっとも、誰だれも来なかったとしても驚きはしなかったろう。シャンクは自分の立っている場所を確かめるように靴くつ裏うらで土を踏みしめた。

　現れた男へと、告げる。

「金ならもう渡しただろう」

　影になって見えなかったが、男が口元を吊つり上げるのは分かった。言い返してくる。

「ああ。それは受け取った。だがよく分かったな……俺がまた来ると」

「直感を信じた」

　シャンクはそれだけ言い、剣を抜ぬいた。刀身が鞘さやを擦こする冷たい音が言葉を追う。刃はは月光を受け淡あわい光をこぼしている。

　男は昼間見た時と変わらない、隙すきのない立ち位置を保ったまま肩かたをすくめてみせた。

「それで……お前ひとりでなければ俺には勝てないと踏んだか」

　正騎士殺し、ゴダード・ハルクマン。

　そのふたつ名が正しければ、随ずい一いちの秘儀盗とう賊ぞく、そして希代の剣けん客かくといっても相応ふさわしい。盗賊団の集金係などに落ちぶれてもその視線が持つ殺気は現げん役えきのものと感じさせた。ゴダードは手品のような器用さで剣を抜いた。小型の刀剣。刀身では明らかにシャンクのものより短い。

　それでもシャンクは、吞のんだ唾つばに苦味を覚えた。今度は不意は突かれていない。真正面に対たい峙じし、相手の姿を捉とらえている。

　前口上は尽きていた。ゴダードは刃を滑らせるとあっさり距きよ離りを詰つめてきた。ほんの一ひと跳とびである。三日月形の軌き跡せきに打ち払はらってきた敵の剣を退ひいてかわし、シャンクは改めて身構えた。
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　半身の体勢で剣は中段。切っ先の重さが指にかかる程度の角度で剣を垂らし、ゴダードの追つい撃げきに呼吸を合わせる。

　刃を放った。

　ゴダードの剣を予測し、それが動き出すより先に反撃を打っている。狙ねらったのは敵の持ち手、ゴダードの右手の指だった。狙いにくい箇か所しよだが、剣の動きを予測さえしていれば敵の手の位置も自然と知れる。攻こう防ぼうを一体として一撃必殺とする交差必殺の奥おう義ぎ……

　金属音が響いた。

「…………っ!?」

　なにが起こったのか理解できず、シャンクは声をあげた。慌あわてて後退する。ゴダードは追ってこなかった。こちらの技わざを剣で打ち払い、面おも白しろがるように見み据すえてきている。

（失敗した？　いや、避よけられたのか？）

　剣はわずかに振しん動どうしていた。久しく覚えたことのない感かん触しよくだった。剣で剣を打ち払われた。だがそれは彼の習った剣の教えにおいては、あってはならないことだった。

　ゴダードは、自らの刀身の向こうから顔を出すように……いや実際には剣のほうを下げたのだが、小声でつぶやいてみせた。

「お前……これは神流の剣か」

（なんだと？）

　動どう揺ように身体からだが震える。

（あり得ない。神流の剣は必殺。神流の剣士以外に知っている者はいない）

　シャンクは剣を持ち直し、再び身構えた。ゴダードが近づいてくる。躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。

（これで、分かるっ！）

　ゴダードの剣をかわし、その防ぼう御ぎよの隙すき間まへと剣先を突つき立てるべく、渾こん身しんの力で踏ふみ込んでいく。

　だが、聞こえたのはまたもや刃が刃を打つ重い音だった。

　衝しよう撃げきは先のものより強かった。シャンクの手からもぎ取られた剣はそのまま宙を飛び、離れた地面に落ちた。だがそれを目で追うことも許されない。ゴダードの剣はシャンクの喉のど元もと、ほんの皮一枚の先にぴたりと止まっていた。

（負けた……？）

　胸中のつぶやきに答えるように、押し殺したゴダードの声が耳に入る。

「暗黒の時代から今日に至るまで、長きにわたって神流の剣客が必殺と恐おそれられたのは何なに故ゆえか。敵に見えぬよう太た刀ち筋すじを変形させ、相手の剣をかわすための工く夫ふう……それに長たけていたからだ」

　シャンクはそれを聞こうとしたものの、鼓こ膜まくに脈打つ動どう悸きの音に邪じや魔まされ、半分も聞き取れない。それでもゴダードの声が続いていることだけは分かっていた。

「触ふれられない剣は受け止められない。受けられない剣は防げない。それが逃とう避ひ剣けんと呼ばれた神流の剣だ」

　まさしくそれは師から受けた教えである。混乱し、シャンクが口に出せたのは一言だけだった。

「……どうして……知っている」

「見たことがあるからさ」

　ゴダードはあっさりと言ってくる。

　それと同時に剣を引いた。金かな縛しばりを解かれたように息をつき、シャンクはうめいた。

「見たなら……」

　それ以上は続けられない。ゴダードは言わずとも分かっているとばかりに手を振ふると、剣を鞘に収め、勝手にあとを継ついだ。

「死んでいるはずだ？　そうだな。どんな手を使ってでも相手を殺すのが神流だ。神流の剣けん客かくは無敗と伝えられている。だが本当にそうだと思っていたのか？」

　と、示すように彼が指先を向けたのは、シャンクが落とした剣だった。それを引っ込め、後を続ける。

「まあ安心しろ。俺は自分の手札を吹ふい聴ちようして回るほど間ま抜ぬけじゃない」

「お前を殺す」

　シャンクは言い放ったが、それがいかにも虚むなしい言葉だということには気づいていた。ゴダードも動じることなく笑ってみせる。

「どうやって？　俺はもう二度とお前の前になど現れないかもしれない。だがお前が望むならチャンスをやってもいい」

　言い返す言葉もなく、シャンクは痺しびれる手をさすってゴダードを睨にらみつけていた。

　彼はただ、こう言ってきた。

「カーニバルに入れ。俺に剣を学べ」

　言葉を咀そ嚼しやくし、ちらと自分の剣を一いち瞥べつしてから、シャンクは訊たずねた。

「お前になんの得がある」

「確かに損得というのは盗とう賊ぞくに相応ふさわしい。だが剣客の性さがには関係ないな」

　彼は突とつ然ぜん、背を向けた。

　反射的にシャンクは自分の剣を拾おうと飛び出しかけたが、できなかった。踏み出そうとしたその一歩先に、いつの間にかゴダードの爪つま先さきが見える。それ以上動いていたならばあっさりと斬きり捨てられていただろう。

（負けただけじゃない……勝てない）

　冷や汗あせが吹ふき出るのを感じながらシャンクは認めた。運不運や、紙かみ一ひと重えの差で勝敗が決まったわけではない。恐らく何度試ためしても、どうやっても、この相手には勝てない。今の力では。

　殺気の張り詰つめる中、ゴダードの声は穏おだやかだった。

「俺に学び、生き延びることができれば、お前は真に強い剣客になれる。俺がお前の歳としの頃ころなど芋いももろくに剝むけない山賊に過ぎなかった。お前の才……腐くさらせるには惜おしい」

　飛び出しかけた無理な体勢に耐たえきれず、シャンクはその場に膝ひざを落とした。肩かた越ごしに振り向くと、ゴダードはもう既すでに数歩遠ざかっている。

　彼は背を向けたまま言葉を終えた。

「俺はいずれまたお前の前に現れる。その時はこんな玩具おもちやのような剣じゃない。剣客同士で殺し合う、本物の剣を持参する……その時に返事をしろ」

　シャンクは答えず、土を摑つかんだ。

　月明かりは殺気などとは関係なく、無言で地上を照らしていた。

























「あーれー！　お助けぇぇ！」

　若い女の悲鳴が最初に聞こえてきた時、シャンクはまず最初に確かく認にんした。誰だれに訊きくわけでもない。自分の心に訊ねた。はっきりと、今さら確認するまでもないただひとつのことを確かめたのだ。

　彼は急いでいた。

　どうもこうもない。ほかに言い様もない。考えられることはひとつしかない。シャンクは先を急いでいた。

　誰にでも断言できる。のっぴきならない状態で、ひたすらに急いでいた。間ま違ちがいない。何度確認しても答えは変わらない。

「うん。そーだね。急いでるんだ。本当に急いでる」

　肩からそれを言ってきたのは、彼自身ではない。だが彼が立ち止まったことで胸中の葛かつ藤とうが伝わったのだろう。左肩で丸くなっている黒くろ猫ねこのブリアンが、金色の瞳ひとみをどんよりと半分閉じて、警告するように言ってきたのだった。

「ちょうどタイミングよくあの馬ば鹿か（ミーティー）が盗とう賊ぞく団だんとやらの招集でもどっていったから、ぼくら期限までにスポンサーのとこまで帰ろうと、本っ当に急いでここまで来たんだ。無む駄だにできる時間なんてひとつもない。ひとつもふたつもひとつもない」

「ま、まあ……な」

　落ち着かずに、シャンクは同意した。彼らが歩いているのは郊こう外がいの農道だった。教区には近いが、正教会が強い影えい響きようを持つ地区というわけでもない。まだまだあまり治安の良くない地域である。

　彼の二、三歩先には、駆かけ足の姿勢でその場にくるくる回っている小さい少女の姿がある。彼女は器用に首だけこちらを向け続け、不思議そうな表情を見せていた。

　その少女、どむーんは回るたびにその周回の輪を小さくしながら、最後にはその場で回ってぺたんと転んだ。

　別にそれが時間制限だったというわけでもないだろうが。

「じゃあ、結論は出たね」

　ブリアンは得意げに鼻を上げた。

「さ。行こ」

「でも……」

　シャンクは自信なく、声の方向へと振ふり向いた。どこまでも広がる農場。空は広いが背の高い黍きび畑ばたけが視界を遮さえぎっている。ちょうどそんな時間帯なのか、人の姿はない。声は畑の中から聞こえてきたようである。

　と、向いた鼻先を猫の尻尾しつぽがぴしゃりと打った。

「行こ」

「いや、あの」

「なんの得にもならない厄やつ介かい事ごとに首を突つっ込んでどうするのさ！　スポンサーのとこにもどらないと、もう路銀もろくに残ってないのに！」

「……なんか俺たち、余よ裕ゆうがあったりなかったり不思議なくらいいい加減だよなー」

「他ひ人と事ごとみたいに言うな！」

　言い合っているうちに。

　壁かべのように立っていた黍の茎くきが倒たおれ、女がひとり、ごろりと道に転がり出てきた。まずは寝ねているどむーんにつまずき、倒れてから起き上がろうとしてまた転び、ふらふらとこちらに顔を向ける。

「あああっ！　お助けください！　追われております！」

　涙なみだを流して懇こん願がんするその女を見下ろしていると、黒猫がぽつりと耳打ちしてくる。

「まだ間に合うよ」

「いや手て遅おくれだろ」

　嘆たん息そく混じりに答えて、シャンクは彼女に駆け寄った。気が付けば彼女は実はそれほど慌あわててもいないのか、どむーんの上に正座している。どむーんもなんだか平気そうではあったが。

「あの……どうしたんですか？」

　訊たずねると、その女は突とつ然ぜん両手で顔を覆おおい、泣き崩くずれた。

「あああああ。なんてっ。なんて悲劇っ！」

「なにが？」

「この絶体絶命のピンチに、ようやく助けが現れたと思ったら、こんなあからさまに頼たよりがいなしのジャリ坊ぼうやだなんて！　筋肉……わたしを助けてくれるパワフルな筋肉はどこにいるの？」

「いやよく分からないけど」

　と。

　案の定というかなんというか、今度はばたばたと大おお騒さわぎで男たち数名が同じ黍畑から飛び出してきた。一見して、というかあからさまにそうと分かる腕うでっ節ぷし自じ慢まんの悪童という様子である。もっとも全員シャンクよりは年上だったろうが。

　目を引いたのは彼らが手にしている武器だった。どこからか持ち出してきた農具や、手製の凶きよう器きといったものではない。彼らは全員、剣けんを帯びていた。

（変だな）

　シャンクは訝いぶかった。剣など、絶対に手に入らないというものでもないが、入手しようと思えばそれなりのコネは必要になる。製造者か武器業者、あるいは誰だれかから奪うばうか。

　この近辺に武器を鍛きたえられるほどの鍛か冶じ師しがいたとして、子供の喧けん嘩か用にそれを造ってやるとも考えにくい。教区に近いことから、非合法の武器業者というのもそれなりの覚かく悟ごがなければ接せつ触しよくできるものではない。誰かから奪うというのは最も論外だろう。こんなちんぴら風ふ情ぜいに、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくや剣けん客かくなどが剣を奪われるというのは。

　ともあれ、彼らはシャンクやどむーんの存在に少し面めん食くらったようではあったが、それほど迷うこともなく無視を決め込んだようだった。シャンクがマントで身体からだを覆い、武器を隠かくしていたせいもあるのだろうが。

「まったく、手こずらせてくれるなぁ、ハピネス」

　男のひとりが凄すごんだ声をあげる。もっともかなり息切れしているため、迫はく力りよくという点ではどうかという感じではあった。

　ハピネスというのが彼女の名前なのだろうが、例の女は素す直なおに怖こわがり、ひぃと声をあげた。がたがた震ふるえ出し、

「あああ。なんてこと。わたしの青春もここまでですのね。お母さま……それでもわたし、この青い空を恨うらんだりはしないから」

「えーと」

　声をあげたのはシャンクだった。ぼりぼりと頭を搔かきながら、言うべき言葉を探す。

「なにをやってるのか、誰か説明してくれたほうがいいと思うんだ」

　きょとんとしている悪童一同を見回しながら、シャンクは続けた。

「つまり……なんていうか、これが誘ゆう拐かいだの殺人だのといったことではないのなら、俺の誤解を解いておいたほうが君らのためだと思うんだがな」

「なに言ってんだてめぇ？」

　別の男が声をあげる。彼らは全員で三人いた。ほかに隠れている様子もない。彼らの見み交かわす視線や態度から、それは推測できる。

　言葉をかけて反応を確かめ、相手が思っている以上の情報を得る。シャンクはさらに先を続けた。

「俺だったら人前で誘拐はしないね。正教会によれば、誘拐は殺人に次ぐ三位の罪、殺人は外げ法ほう探たん索さくに次ぐ二位の罪だ。どっちでも、連れん絡らくがあれば正せい騎き士しが喜び勇んで来る」

「だったらよ」

　言い出したのはひとりだが、おおむね三人の総意ということなのだろう。彼らは一いつ斉せいに剣を抜ぬいてみせた。

「てめぇらここで片付けりゃ、見てた奴やつはいねえってことだな」

「見てた奴は皆みな殺ごろしか。そんなことは、それなりの覚悟がいるって分かってるか？」

　皮肉を口に含ふくめ、シャンクは自分に向けられたみっつの剣先を見やった。

　揺ゆれる切っ先とシャンクの中間で、相変わらずどむーんの上に座ったまま例の女は泣いている。

「ああああ駄だ目めよ。勝てるわけないわ。だって筋肉ぴくぴく震えないもの。入れ墨ずみ入ってないもの。顎あごが割れてないものぉぉぉ」

　と、はっと気づいたように顔を上げ、

「ま、まさかあなた……権力？　腕わん力りよくはないけど権力ならあるの？　それならわたし、きっと昔の笑え顔がおを取りもどせると思うの」

「嫌いやな笑顔だな」

　言いながらシャンクは、肩かたの黒くろ猫ねこを頭で押して追いやった。猫は不満そうな声をあげて地面に降りると、そのままてくてく道の脇わきまで歩いていく。手伝おうという気はないらしい。期待してなかったが。

（さて、どうしたもんかな）

　あまり悩なやむ余地があったわけでもないが、思案する。マントの下に準備してある武器はふたつ。剣は論外として、スプリング・ガンの弾たまは二発しかない。三人を素手で取り押さえる自信がないわけでもないが、挟はさまれている形のハピネスが面めん倒どうだった。できれば泣いていないでさっさと退どいて欲しかったが。

　と。

　地面の震しん動どうが足元から伝わってくる。見ると男たちの背後、農道の向こうから、一頭の馬が駆かけてきている。背中に人がひとり乗っているが、乗用馬ではなく、そこいらにいた農耕馬かなにかだろう。背中の人間を振ふり落とそうと必死に暴れていた。

　身体を左右に振りながら突とつ進しんしてくる馬は、言うまでもなく危険である。だが乗っている人間はむしろ、楽しげに笑い声をあげている。若い男だった。こんな場合でなければ、実に能天気な笑顔だと思っただろう。

「ひゃーっほー！」

　歓かん声せいすら発している。

　男たち三人も同じものに気づき、後ろを振り向いてぽかんとしている。シャンクは迷わずハピネスとどむーんの腕を摑つかんで声をあげた。ブリアンに叫さけぶ。

「逃にげろーっ！」

　横の、黍きび畑ばたけに飛び込む。

　タイミング的にはかなりぎりぎりだった。黍を数本踏ふみつぶしながら軟やわらかい土に足を取られ、つまずく。その背後を馬が通過していった。避よけ損そこなったのか、男たちの悲鳴が後に続く。

　道のほうに視線をもどすと、馬に蹴け散ちらされたらしい三人が倒たおれてうめいている。馬は速度を落とさずにそのまま駆け抜けていったようだった。その背に人の姿はなく、さっきまで馬上で笑っていた少年はなにごともなかったように道に立っていた。

　シャンクは思わずぎょっとしながらその少年を見やった。暴れ馬から無傷で飛び降りるというのは控ひかえめに言っても離はなれ業わざである。彼はにこにこと天然の笑顔を見せつけながら腰こしのホルスターを手で撫なでていた。戦せん闘とう準備というより、それが癖くせなのだろう。革かわ製せいのホルスターには拳けん銃じゆうが入っている。腰と腿ももに一挺ちようずつ、計二挺を身に着けていた。

「さーて、みんな穴だらけになる前に」

　軽い口調で、少年は言ってきた。

「なにも言わずに退散してくれねっかな。銃も弾も苦労して自作したもんだから、下手に撃うって壊こわしたくねーんだ」

「なにも言わずにってのは無理だな」

　言い返しながらシャンクはマントの下でスプリング・ガンに手を触ふれた。見たところ、相手の銃は火薬式拳銃、しかも連発にも耐たえる造りのようである。教区でもまず見かけない最新の設計だった。到とう底てい撃ち合いができる相手ではないが。

　空いている左手をマントから出し、地面に転がっている三人を指さして、

「まず、こいつらはなんだ？」

「さあ。ていうかお前こそなによ？」

　彼は聞き返してきてから肩をすくめた。

「ま、せっかくだから俺の名前は教えとくよ。カイク・ウェインだ。なにをしてるのかというと、人に頼たのまれてその姉ちゃんを連れて行こうとしてる」

　シャンクは視線でハピネスに問いかけた。彼女はぶるんぶるん首を横に振っている。半眼で注意をもどし、

「知らないって言ってるぞ」

「そりゃそうだ。無断だもん」

　告げるや否いなや、カイクは銃を二挺とも、瞬またたく間に抜ぬいていた。瞬しゆん間かん、それまでにやけていた少年の目に鋭するどい光が灯ともる。連発銃が立て続けに火を噴ふいた。八……九……十二発。彼の拳銃が両方とも弾を吐はき尽つくすまでの銃声を数え上げてから、シャンクは弾を防ぐために銃口の前に広げたマントの裾すそを払はらった。

　受け止められた弾だん丸がんが、地面に転がる。

「ふーん……そのマントには弾が通じないってわけか」

　さほど驚おどろいた様子も見せず、カイクがつぶやくのが聞こえてくる。

　彼はもう一度肩かたをすくめて、左手の拳銃を再度、こちらへと向けた。

「なら、頭を狙ねらうしかないなっ！」

　銃口が弾はじける。

（……十三発！）

　正しよう真しん正しよう銘めい、それが最後の弾丸だろう。カイクは連発してこなかった。弾丸をというより銃声を回かい避ひするような心地ここちで身をよじり、シャンクは腰のスプリング・ガンを抜いた。が、その銃を正面に向けた時には、カイクはそこにいない。

　突とつ如じよ、手に痛みを覚えてスプリング・ガンを取り落とす。右手首に細いナイフが突つき刺ささっていた。深度からすれば棘とげが刺さった程度のものだったが。シャンクは視線を左右に振って敵の位置を探さぐった。カイクは右側に跳とび、胸むな元もとから手品のように小型のナイフを抜いている。

　合わせてシャンクは、右手首から相手のナイフを抜いた。投げると、カイクは軽く遠ざかってそれをかわす。お返しに、彼が両手に構えた二本のナイフが飛んできた。

　シャンクはマントを巻き付けた腕うででそれをはたき落とす。

「やるねぇ！」

　楽しげなカイクの声。明らかに楽しんでいる。彼は今度は服の別の箇か所しよに手を触れ、四本のナイフを取り出した。

（……きりがない）

　胸中で悲鳴をあげる。と。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒くろ猫ねこの声が響ひびいた。同時に、カイクの足元に深い穴がぽっかりと開く。

　目を見開いた、そのガンマンの表情はただ一言を物語っていた。『あり？』

「ひゃあああああっ！」

　大穴に落下していくカイクの行く末を確かめる隙すきもなく。

　シャンクはハピネスとどむーんを再び摑み上げ、全速力でその場を逃げ出した。




「どうせなら、とどめを刺してから逃にげれば良かったのに」

「明日からとどめを頑がん張ばらばー」

　どむーんの頭の上で丸くなって言ってくるブリアン（と、追つい随ずいするどむーん）の意見に、シャンクは息を整えながら答えた。農道を全力で駆かけもどってきたため、かなり息が切れている。

「事情もなんにも分からないのに、そんなことできるかよ」

「向こうは随分とお気楽に撃ちまくってきたようだけど」

「……そういやそうだな」

　返答に困り、腕組みする。

　後もどりするような形になったが、そこは山に近い場所だった。まだ黍きび畑ばたけは続いているのだが、それを遮さえぎるように山の斜しや面めんが農場に割り込んできている。山は手入れのされていない森が鬱うつ蒼そうとしているが、それほど大きいものではない。大きな丘おかか、小さな山というところだろう。

　シャンクはとりあえず、道ばたに座り込んでいるハピネスに視線をもどした。彼女は優ゆう雅がに足をそろえ、両手に顔を埋うずめ泣き続けている。

「あああああ。なんという悲劇でしょう。わたしを追うのはコワモテ男に連発ガンマン。なのにわたしが縋すがれるのは、逃げるしか能のないホワイトお坊ぼつちゃま……よよよ」

「どうしろってんだ」

　ぼやいていると。

　ブリアンがぼそりと言ってくる。

「まだ間に合うよ」

「だからもう無理だろ」

　すっかり意い気き消しよう沈ちんして、シャンクはハピネスの顔の高さまでかがみ込んだ。

「で、どういう事情なのか説明してくれないかな。なにか手助けできるかも……」

「ええっ？」

　大おお袈げ裟さに、彼女は驚きよう愕がくの表情を見せる。

「事情を聞くとダンディー因子が活性化してスペアリブ丸かじりが似合う超ちようボディナイスガイに変身……そんな無茶な？」

「言ってない断じてそんなこと言ってない」

　強固に否定して、続ける。

「なんで追われてるのか教えてくれって言ってるんだよ。そうすりゃどこに逃げれば良いのか分かるだろ」

「さっきの貧ひん弱じやくな坊ぼうやたちは、近きん隣りんに居座っている山さん賊ぞくですわ」

　もうすっかり泣いている様子などどこにもなく、ぺらぺらとハピネスが説明を始める。

「わたし、フラワー家の女ですの」

　彼女がそれを、あまりにも当たり前の口調で言ったため、シャンクは訊たずねるのも忘れて目をぱちくりした。話が通じなかったことに、彼女はまた驚いたようだった。

「このあたりを治めているバルカン・フラワー領主の娘むすめですのよ！　あの山賊たちはこの聖なるフラワー荘しよう園えんに図ずう々ずうしくも自分たちが居座ることを黙もく認にんする約束をお父さまから取り付けるため、わたしを誘ゆう拐かいしようとしているのです」

「え……ああ、そういうのなんだ」

　どっちみちこのあたりの地主が誰だれかなど知ったことではなかったのだが、一応うなずいておく。

「でも、そういう危険があったのならボディガードとか用意しなかったのか？」

「いましたけれど……ひ弱すぎました。ジャンキー・マッドガイとは到とう底てい呼べません」

「いやそんなの呼ばれても」

　それだけ言いながら、シャンクはもとの位置まで身体からだを起こした。

「じゃあ、さっきのカイク・ウェインとかいうのは？」

「俺は別口さ」

　声は、高い場所から聞こえてきた。

　山のほうを見やる。木の枝に足だけで逆さにぶら下がり、カイク・ウェインの笑え顔がおが揺ゆれている。風が枝を揺らすのに合わせて樹上を伝ってくれば足音なしで移動できる。そういう仕組みだろうが、無論、そう簡単にできることではない。しかも彼はこちらの移動にほとんど遅おくれることなくついてきたことになる。穴に落とされた上、山を回って来たというのに、である。

　シャンクはまたスプリング・ガンの柄つかを握にぎったが、射程外なのは言うまでもない。樹上のカイクに訊ねかける。

「どうして不意打ちしてこなかった？」

「お前が気づいてなくても、その猫ねこが気づいてた。ていうかお前も本当は気づいてたろ？　その猫はなんだ。魔ま法ほう使つかいか？」

　猫と呼ばれたことが気に障さわったのだろう。黒猫は尻尾しつぽを不ふ愉ゆ快かいそうに振ふっている。

　ぶら下がったまま指さすカイクに、シャンクは返答を避さけた。ただ相手の見せる余よ裕ゆうが気にかかり、続けて訊きく。

「魔法使いを恐おそれないのか？」

「まぁな」

　カイクはあっさり言ってくると、身体を振って勢いをつけ、飛び降りた。ほとんど足音も立てずに着地すると山の斜面を一ひと蹴けりだけして、農道まで降りてくる。

　平へい坦たんな道に両足をつけ満足げに、彼は口を開いた。

「あと、こいつはサービスだけど」

　右手で拳けん銃じゆうを抜ぬき、その銃口を向けて叫さけび声をあげる。

「そいつも別口だぜっ！」

　シャンクが身をかわすのと、その銃口から弾だん丸がんが連発されるのは同時だった。

　が、もとより狙ねらいが違ちがっていたらしい。銃口の向きを目で追って、シャンクはその銃弾が打ち倒たおした生物を見た。さすがにぎょっとする。まったくなにもなかったはずの場所に奇き妙みような生物が現れていた。まるでカーテンのように空間を割って、異形の怪かい物ぶつが姿を見せている。

　とはいえ、魔法使いがなんらかの代だい償しようを伴ともなって雇やとい入れる異形の兵などは見慣れていた。この生物を喩たとえるならば、卵から孵ふ化かしかけた爬は虫ちゆう類といったところか。身体を覆おおう無数の甲こう羅らが、割れた卵の殻からを思わせる。手足は人間のように細長く、やはり同じくらい長い首の先せん端たんについている頭は数発の銃弾を受け変形していた。穴だらけの顔を横倒しに、怪物は倒れていく。鋭するどい爪つめのついた手はハピネスの肩かたを摑つかまえる寸前で力を失っていた。

　だが、それだけでは終わらない。仲間の死体を押しのけ、同じ空間の裂さけ目からそっくりの別の怪物がもう一体現れようとしていた。奥にまだまだ大勢いるのは気配で分かる。というより、なんとなくそうなんだろうなと分かる。

　ブリアンが呪じゆ文もんを叫んだ。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒猫の頭の上、黒い尖とがった耳の間に小さな光球が灯ともった。それは輝かがやきを増しながら怪物に向かっていくと、怪物の身体を押し込む形で裂け目へと入っていく。一呼吸ほど置いてから、爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。

　空間の亀き裂れつから漏もれた炎ほのおだけでも、ハピネスの髪かみに飛び火するだけの火勢はあった。というより、そうなった。悲鳴をあげて暴れる彼女のことはとりあえず無視して裂け目を見やると、怪物は中で黒こげになったようである。皮が焼ける異い臭しゆうと黒い煙けむりを吐はき出しながら、空間亀裂はゆっくりと閉じていく。

「なんだ今の！」

　シャンクの声に。

　地面に転がって髪の火を消していたハピネスが、思い出したようにぽんと手を打った。

「もしかして」

「心当たりが？」

「お父さまのところに脅きよう迫はく状じようが毎日一通ずつ。なんかこの近くに潜ひそんでいる魔法使いの差し出したものとかで、研究資金を払はらわなければ娘を殺すと……」

「正教会はっ！」

「正せい騎き士し様がいらっしゃいましたけれど、それがなんと、わたしの用意した人食い熊ぐまと格かく闘とうもできない弱卒で」

「だああああおぁぁぉぉぉっ！」

　わめくシャンクの鼻先を、なにか速いものがかすめる。

　矢だった。山の中から、十や二十ではきかない人数の男たちが、弓や剣けんを手に雄お叫たけびをあげて姿を現す。

　山賊たちだろう。恐らくは、先の三人がハピネスを連れ帰って来た時に支し援えんするため待機していたに違いない。

　斜しや面めんを駆かけ下り、大勢の山賊たちが殺さつ到とうしてくる中。

　見ると、カイクももう一方の拳銃を抜き、ハピネス目め掛がけて飛び出している。

　進路をふさぐ形でシャンクが前に出ると、カイクが微かすかに笑った。面おも白しろがってこちらを睨にらみ、銃を上げる。

　だがその途と中ちゆうでカイクはなにかを感じ取ったのか表情を引き締しめ、銃を肩の後ろまで回して引き金を引いた。弾丸は同時にそこに開いた空間の裂け目から伸のびた手を撃うち抜く。悲鳴をあげ、先ほどと同じ怪物が穴から転げ落ちた。倒れた怪物の頭に銃口を突つき付け、もう一度トリガーを引く。

　そこかしこで悲鳴があがった。ただし怪物ではなく、人間のである。見ると斜面を駆け下りてきた山さん賊ぞくたちも、無数に湧わき出た異形の者に襲おそわれている。なんとなく邪じや魔まだということで全員殺すことに決めたのだろう。魔法使いらしい発想ではある。

　当然、ハピネスの周りにも空間の穴が開きつつあった。ひとつではなく、取り囲むように十数個。ブリアンが声をあげる。

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う！」

　ハピネス、ブリアン、どむーんの姿が消え失うせる。

　なんとはなしに予想してシャンクが見やると、彼からやや離はなれた場所に三者が現れた。瞬しゆん間かん移動だろう。

　と。

「きゃあああああっ！」

　今さら、ハピネスが叫び出した。

「この猫、魔法使いですわっ！」

　恐きよう怖ふに駆られ、走って逃にげ出す。シャンクはうんざりと顔をしかめた。際限なく事態がややこしくなっていく。

　方向転てん換かんして彼女を追おうとし、ふと彼は彼女が立ち止まっていることに気づいた。ハピネスの前に、作業着を着た中年の男が立ち塞ふさがっている。様子からは、山賊にも魔法使いにも見えないが。突とつ然ぜん現れたというよりは、騒さわぎに紛まぎれて誰だれにも気づかれなかったということなのだろう。

　男はハピネスを憎にく々にくしげに睨みつけ、鍬くわを振ふり上げながら、

「おのれ貴様ぁぁっ！」

「ああっ！　あなたは、わたしの独断で解かい雇こされた元使用人のなんとかいう人っ！」

「どぉぉりゃあああっ！」

　ぎりぎり間に合ったシャンクの跳とび蹴げりが、元使用人のなんとかを真正面から打ち倒たおした。ぜえぜえと息を整えていると、ハピネスがなにやら説明を付け加えてくる。

「見ての通り、戦士という名の狼おおかみの牙きばを生やすには眉まゆが薄うすすぎて……」

「なんか成り行きで助けたことをとにかく後こう悔かいしてる俺だ」

　続いて、どむーんとそれに抱かかえられているブリアンも追いついてきた。山賊たちは例の怪物に襲われ混乱して追つい撃げきどころではなくなっているが、カイクは多少距きよ離りを取りながら落ち着いて銃を再さい装そう塡てんしている。焦あせる必要はないと踏ふんでいるのだろう。

（まったくだ）

　胸中で同意し、シャンクは忌いま々いましく嘆たん息そくした。ブリアンの魔法ではそう遠くまで移動できるわけではないし、走って逃げるにも当のハピネスが足手まといになる。ブリアンとハピネス……

　思い出し、シャンクははっと顔を上げた。ブリアンを間近にして、ハピネスがまた震ふるえ上がって声をあげていた。

「猫ねこがああっ！　魔法使いですわっ！　呪のろわれるわああっ！」

　そのまま全速力で逃げ出す。

「ぼくは猫じゃないっ！」

　ブリアンの反論も的を外しているというかなんの役にも立っていなかったが、どむーんをけしかけて彼女を追い始める。頭を抱えて、シャンクもその後を追った。

「逃げたぞ！　追えっ！」
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　怪物と戦いながらも、こちらに気づいた山賊たちが叫んでいる。言うまでもなく魔法使いの怪物も、カイクもまた追撃の態勢に入っていた。ひとり全速力で逃げるハピネスと、それを追うのが数十人および無数の怪物である。大おお騒さわぎだった。

（まずいな）

　この状じよう況きようだけではない。シャンクは走りながら、どむーんの肩から覗のぞく黒猫の頭を見やった。ハピネスにブリアンのことを知られたのはまずかった。彼女の話を信じるならばこの近くに正騎士が来ている。今、正騎士に追われることは避さけたかった。撒まいているうちにスポンサーと会う期限を過ぎてしまう。最悪なのは、下手をすれば結局撒けず、スポンサーのところに追つい跡せき者しやを連れていってしまいかねないことだ。

（どうする？　ってか、こうなると、俺たちも彼女を追う側じゃないか）

　ややこしい。ひたすらにややこしい。

　走っているうちに、足元が暗くなっていることに気づいた。空が暗雲に陰かげっている。稲いな光びかりと遠い雷らい鳴めい。突風。

　こんなことが起こる時というのは、次になにがあるのかも概おおむね想像がつくものである。

　前まえ触ぶれは分かりやすいものだった。魔法使いというのは現れる前にだいたい、こういうことをする。

（現れた時に気づかれないっていうのが一番嫌いやなんだろうな）

　今までの経験から、シャンクはなんとなくそう判断していた。恐おそらく正解なのだろう。魔ま法ほう使つかいは基本的に、自分が世界の中心にいないと気に障さわるらしい。

　遠かった稲妻が、突然ひとつだけ間近に閃ひらめいた。一条の光線が雲を引き裂さき地面に突き刺ささり、その衝しよう撃げきの中に黒い影かげを浮うかび上がらせる。現れた者が甲かん高だかい声をあげた。

「くっくっく……なかなかにしぶといようですね逃げまどう獲え物ものの分際で」

　その横を、ハピネスが通り過ぎていく。

「ですがこの次元最強種族エランキーの代表者たるわたくしが」

　続けてシャンクらも駆かけ抜ぬける。

　魔法使いの台詞せりふはしばらく中断していたが、やがて激げつ昂こうしたように後を続けた。

「貴様らぁぁぁっ！」

　怒ったらしい。

　実際のところ、その魔法使いは無視されることには慣れていなかっただろう。だがその異形の姿も、同種族の先兵をあれだけ送り込んだ後では印象も薄れるというものである。怪かい物ぶつたちは魔法使いに雇やとわれているというより、同族だったらしい。魔法使いは怪物らとまったく同じ姿をしている。

　爬は虫ちゆう類に似た顔を怒いかりに引きつらせ、魔法使いはそれまで生えていなかった翼つばさを唐とう突とつに広げ、宙に舞まった。空を飛んで追ってくる。と言っても、あまり速くはない。

「エランキーってなんだ、ブリアン？」

　足を止めずシャンクが訊たずねると、黒猫はしばし考え込んでから、

「さあ。聞いたことないけど……ところで多た頁こう宇宙の構造について興味ある？」

「ない」

「まあそんなようなとこに、ああいうのがたくさんいるんだよって程度の認にん識しきでも別に困ることはないんだけどさ。ところで一人目のイモータル、永遠の賢けん者じやガンバンワロウンがその力で宇宙の一頁ページを創造してしまったなんて伝説に興味ある？」

「ないって言ってるだろ！」

「ガンバンワロウンが不死を発見してからというもの、ムーンウォークの不死秘法を求めてこの世界には他頁からの望まれざる客が大勢……」

　得意げなブリアンの魔法蘊うん蓄ちくも、後方から放たれた稲妻の一撃で途と切ぎれさせられた。雷光は命中こそしなかったもののどむーんの横を通り、行く手の農道を半分ほど爆ばく砕さいしている。その威い力りよくを見ても黒猫は少し不ふ機き嫌げんそうな顔をしてみせただけだったが、ハピネスはさらにけたたましく奇き声せいをあげ、速度を上げている。

　さらにこれはほとんどとどいていなかったが山賊たちの放つ矢が空を飛んでいた。カイクの銃じゆう弾だんがやはり何発か、衝撃音を残して身体からだをかすめていく。

「今度ああいう銃を一個買っときなよ」

　やはり平気そうにつぶやくブリアンに、シャンクはうめいた。

「オロボイのコネじゃ、火薬式の連発銃なんてまず手に入らないだろ」

　これだけの騒さわぎで、さすがに農園もざわつき始めている。黍きび畑ばたけには相変わらず人の気配はなかったが、なにやら遠くから警報のような鐘かねの音が聞こえてきていた。これが良い知らせなのかどうかについてはシャンクも疑問だったが。

　先に追いついてきたのは、やはり魔法使いだった。翼が赤く輝かがやいているあたり、なんらかの魔法の作用なのだろう。翼と同様に両りよう腕うでも大きく開くとそこに輝きが生まれる。

　稲妻が網あみのように地面に降り注いできた。周囲一帯でいっせいに爆ばく発はつが起こるが、それはひとつもこちらに触ふれていない。

　特に幸運だったからというわけではない。ブリアンが呪じゆ文もんを唱えながら、得意げに笑い声をあげていた。

「へっへー！　その程度の力でこのブリアン様に刃は向むかおうなんて、可お笑かしさ通り越こして申し訳なくなってくるね！」

「いや目立つなよ！　名乗るなよ！」

　手を向けてシャンクは叫さけんだが、ブリアンには聞こえなかったらしい。さらに声を張り上げる。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒くろ猫ねこの呪文に応こたえて、地面に吸い込まれた稲いな妻ずまが、光景を逆になぞるように天へと立ち上りエランキーの元へともどっていく。雷らい光こうに貫つらぬかれて魔法使いが悲鳴をあげた。大した傷を与あたえたわけでもないようだが、勢いを減じてふらふら速度を落としている。

　その隙すきにエランキーの仲間が回り込む形で、ハピネスの前方を塞ふさごうとしているのも見えた。翼を広げて地面すれすれを滑かつ空くうしていく者、空間の裂け目を作って前方に現れる者、いろいろいるが。狙ねらいは紛まぎれもなくひとつ、ハピネスだった。

　一匹ぴきが振ふり上げた爪つめが、走る彼女の背中を狙っている……

「ブリアン！」

　守れるとしたら猫の呪文しかなかった。シャンクが叫ぶと、どむーんの腕の中で、ブリアンはきょとんとしている。

「え？　このままほっといたほうがぼくら都合よくない？」

「味方すらいないぃぃっ！」

　シャンクは叫んで、速度を上げようとした。間に合わないことは分かっていたが。

　その時、また黍畑の間からなにかが飛び出した。

　凄すさまじい速度でその人ひと影かげは腰こしの剣けんを抜ぬき放ち、一刀のもとエランキーを斬きり倒たおす。その刀身を振り、舞うようにきらきらと輝かせながら鞘さやにもどし、胸を張って馬ば鹿か笑いを張り上げる……

　その姿には見覚えがあった。

「ほーっほっほっほっ！　新たなる栄光への道に第一歩！　フラワー一族の隠かくされた財宝を求めて秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞく団だんカーニバルのミーティー、ここに参上ー！」

　名乗った通り、ミーティーである。

　彼女が機き嫌げん良く名乗っている間にハピネスは走り抜け、距きよ離りを開けていった。説明するような声だけを後に残して。

「そういえば、わたしが肌はだ身み離はなさず身に着けているペンダントが隠し財宝の位置を示す鍵かぎになっているという言い伝えがぁぁっ！」

「あ！　なんか逃にげ足無む駄だに速い！」

　ミーティーが意外そうに声をあげる。追跡を始めるのだがハピネスは確かに速く、距離を縮められない。

　シャンクがミーティーに追いつくと、彼女は並んで走りながら、不思議そうに訊きいてきた。後方、ずらりと並んだ怪物、山さん賊ぞく、カイクらを肩かた越ごしに指さして、

「……で、これ、どうなってんの？」

「俺が聞きたいわっ！　ていうか、どうすんだ、これっ！」

　ほかに言い様もなく、怒ど鳴なる。ミーティーは心外だとばかりに困り顔を浮かべた。

「そんなことわたしに言われても、わたしはカーニバルの情報で財宝のことを聞いただけだもの」

「だあああああああああ」

　頭を抱かかえていると。

「強きよう凶きよう星せいというやつじゃな」

「なんだよいきなり！」

　シャンクが振り向くと、どむーんだった。とはいえ正確にはどむーんではない。付け髭ひげがついている。しゃべっているのはこの、昔の魔ま法ほう使つかいの魂たましいを封ふうじられた付け髭だった。

　髭をどむーんにつけたのはブリアンらしい。意識を支配されたどむーんの口を借りて、付け髭は説明を続ける。

「滅めつ多たにないが、ただいるだけで騒ぎを起こし続け、周りを巻き込まずにいられない。そういう運命のパワーみたいなもんじゃい。こんなのも魔法といえば魔法じゃな」

「止められないのか？」

　シャンクに訊かれて、付け髭はしばし考え込んでみせた。

「魔法使いが意図を持って集めたわけでも、造り出したわけでもない。いわゆる自然に生まれた真性ムーンのウオ魔法ークというやつじゃ。そう簡単には抗あらがえんぞい」

「固形化こそしていないけれど、運気の流れとして固定された一種の魔ま力りよく結けつ晶しようだ。うまく使えば莫ばく大だいな力が……」

　ブリアンが囁ささやくのが耳に入った。ため息混じりに付け髭が評する。

「ほれ。こうやって次々に追われる理由、追いかける理由が際限なく増えていくんじゃ」

　と。

　馬の嘶いななきが響ひびいた。農園の広い空に、続けて騎き馬ばの大群が押し寄せる地鳴りが広がっていく。

　その規模に、自然と全体の足取りが止まった。ハピネスも、シャンクも、追っ手全員、みな立ち止まってあたりを見回す。

　やがてそこかしこから騎兵の群が姿を見せた。騎兵の放つ矢の雨がエランキーたちを射殺し、山賊を蹴け散ちらす。どこから現れたものか騎馬隊はあっと言う間に全体を包囲し、制圧した。騎兵らは無論のこと全員が武装している。一糸乱れぬ見事な統とう率そつは正規の訓練を受けた兵士であることを臭におわせた。

　その中で一番立派な黒い軍馬にまたがった偉い丈じよう夫ふが、ハピネスの前に進み出ている。厳いかめしい顔つきをした壮そう年ねんの男である。身に着けた剣や装具には実戦経験の染しみ込んだ年季が見て取れた。

　ハピネスが歓かん声せいをあげる。

「叔お父じさまっ！」

　ばたばたと馬の前まで駆かけ寄ると、嬉うれしげに繰くり返す。

「ああ、叔父さまっ！　助けに来てくださいましたのねっ！」

　追っ手全員、ただぽかんとそれを見ている。静かな農園に不ふ釣つり合いな騒さわぎを起こした一団が今は沈ちん黙もくしていた。もっとも完全武装した数十騎の兵隊に囲まれては、山賊や低レベルの魔法使いなどにはどうしようもない。

　その偉丈夫がハピネスの叔父なのだろう。騎兵らしい重装備に、シャンクはどうも嫌いやな感覚を覚えていた。この叔父とやらが普ふ段だんどこにいるのかは知らないが、ハピネスが追われていたと聞いて飛び出してきたにしては、装備も部下も調ととのい過ぎている。

　つまりこれは緊きん急きゆうではなく、もともと準備された出しゆつ撃げきだったはずだ。

　馬上の男は、にこりともせずにうなずいてみせた。太く落ち着いた声こわ音ねで告げる。

「そうだ、ハピネス。お前はこのままわたしの所領に来るんだ」

「え？」

　驚おどろいて、ハピネスが疑念をあげる。

「でも、なんで」

「お前はわたしの息子むすこと結けつ婚こんするのだ」

「ええっ？」

　指を唇くちびるの先に当て、ハピネスはぽつりとつぶやいた。

「そういえば、叔父さまは昔からお父さまの領地を狙って戦争の準備をしているという噂うわさを聞いたことがあるような。でも従兄いとこのアンドルーってば、筋肉男というよりも筋すじ男おとこという感じで……」

「うごぉあああぁぁぁぁっ！」

　先を急いでるからとか、危機だからとか、とにかくなんかもうそういうことではなく。

　シャンクは叫さけび声をあげた。

























　どうしろというのか。

　その状じよう況きよう下で、シャンクはただ無言で繰り返していた。どうしろというのかどうしろというのかどうしろというのか。

　立ち尽つくし、呆ぼう然ぜんとしているのは彼ひとりではない。そこにいる誰だれもが同じ思いだったろう。肩かたの上の黒くろ猫ねこブリアンも。ぽかんとしている秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくミーティーも。あと、まあ、どむーんも。というか今、彼女の身体からだを支配しているのは付け髭ひげの人格だが。

　彼の後ろでそろって棒立ちになっている十何人かの山賊たちも、それと倍くらいいる異形のエランキーたちも、やはり次の行動を起こせずにいた。拳けん銃じゆうを両手に構えた素す性じようの知れない男……カイク・ウェインも同様である。もっとも彼だけは、どうしたらいいのか分からないというより、単に次の手を吟ぎん味みしているようにも見える。拳銃のグリップで頭を搔かきながら半眼で全体を見回していた。すべての中心でぽつんと立ち尽くしているハピネスと、彼女の前にずらりと並んだ完全武装騎馬兵の軍団を。

　数で言えば、その兵隊たちが一番多い。百から二百はいるだろう。その中で最も背の高い威い風ふう堂どう々どうとした男が、先ほど発した言葉をもう一度繰り返す。

「さあ、ハピネス、我が姪めいよ。わたしの城に来るのだ。そうすればもう、こんな逃にげ続ける生活など続けなくとも良い」

「ああああ。叔父様。確かに叔父様の割れた顎あごには説得力があります……」

「そこかよ」

　ぼそりとシャンクはつぶやいたが、誰も聞いていなかった。ハピネスは悲劇的に身をよじると、涙なみだに暮れて後を続ける。

「でも、でもでも行けませんわ叔父様。叔父様はわたしのお父様に戦争を起こすつもりなのでしょう？」

「これは必要なことなのだ、ハピネス」

　兜かぶとを被かぶった頭をわずかに下げながら、その叔父がつぶやく。本人は小声のつもりなのかもしれないが、むやみに声が大きい。おかげでどこまでも馬ば鹿か馬ば鹿かしくしか聞こえない。

「強い者が支配する。お前の父、つまりわたしの兄は善き男かもしれんが、軟なん弱じやくだ。それではこの地を、領民を守ることはできん」

「ああっ！　そ、それは叔父様、ストロングスタイルですわ！　説得力……説得力を感じてしまうわたし……」

　よろめくハピネスもひどく芝しば居いがかって見えるが、それにはもう慣れつつある。

（とりあえず）

　シャンクは声を抑おさえ、ブリアンに囁ささやいた。と、黒猫が疑わしげに耳を立てる。

「そんなんで誤ご魔ま化かせるかなぁ？」

　黒猫は、聞かせたい相手以外には聞こえない声でしゃべることができる。なのでシャンクには普ふ通つうの声に聞こえた。

　ともあれ。

　こうなると、やる前から正否を論じていても仕方ない。シャンクは黙もくして様子を見た。あとはタイミングだった。できれば全員の目が一いつ瞬しゆんでも余よ所そに向いてくれれば。

　と、たった一瞬の願いに応こたえるように、いきなり空が暗くなった。

　ただの曇くもりではない。それまで明るかった空が夜の闇やみに包まれる。見上げると空にあった太陽が雲の影かげに隠かくれようとしていた。見ている間にあっさり完全に隠れるというものでもないが、次し第だいに影を増す空は極きよく端たんに暗く映る。

　ハピネスが狼狽うろたえた声をあげた。

「はっ!?……そういえば今日は四十年に一度という皆かい既き日食の日……！」

「噓うそだぁぁぁっ！」

　現に暗くなった空に向かって、とりあえずシャンクは叫さけんだ。無む駄だなことだとは分かっていたが叫ばずにいられなかった。

「そんな場合じゃないよ」

　ブリアンの囁きに我に返る。

　黒猫の呪じゆ文もんの声を聞きながら、シャンクは駆かけ出した。突とつ如じよの混乱にあたりの暗さも手伝い、彼の動きに気づいた者はまだいない。

　幻げん覚かくに実感はない。だがなにが起こるか分かっているためだろう。シャンクは自分の姿が変わったことを感じていた。彼の見た目はエランキーの姿に変わったはずだった。そのまま隙すきを狙ねらって、ハピネスへと駆け寄り、その身体を抱だきかかえる。

　彼女の悲鳴が、全員の注意をもとの場所にもどした。

　エランキー軍団が、わっと声をあげるのが聞こえた。そしてそれ以外の集団が罵ば声せいをあげるのも。

　エランキーの中でも魔法使いだけは、仲間とは違ちがう金切り声を発している。恐おそらく幻覚を看破して、味方の勘かん違ちがいを正そうとしているのだろうが、それも騒さわぎに搔き消されてよく聞こえない。ハピネスの叔お父じが、騎き馬ば軍団が目前で素す早ばやく戦せん闘とうの構えを取る中、シャンクは直角に方向転てん換かんして必死に加速した。わめくハピネスを抱かかえた状態では、そう速く走れるわけでもないが。

　それでも面おも白しろいくらいに策が的中する。自分の兵士をハピネス叔父が制止した。これはへたな攻こう撃げきがハピネスを殺しかねないことを察してだろう。さすがにエランキーとは違い、指揮官の指示が瞬時に行き渡わたる。そのエランキーは仲間が獲え物ものを捕つかまえたと勘違いしたまま、山さん賊ぞくに襲おそい掛かかって動きを牽けん制せいする。結果としてシャンクはほとんどフリーになっていた。が。

「そうはいかねぇよ」

「っ!?」

　一気に駆かけ抜ぬけようとしたシャンクの眼前に、カイクが待ち受けていた。理り不ふ尽じんなまでに速い。最初から完全に読み切り、その上で迷いなく超ちよう絶ぜつ的な俊しゆん敏びんさで回り込んでいなければ間に合わない距きよ離りだった。

　カイクの銃じゆう口こうはしっかりとこちらに狙いをつけている。両者ともに走りながらだが、これは命中するだろう。認めてシャンクはマントを振ふり上げた。頭部を隠すためにその高さまで。だが。

　銃声がしない。

（……しまった）

　マントを下ろす。そこにカイクの姿はなかった。ただ撃うっただけでは防がれるため、牽制だけして姿をくらましたのだ。こちらがマントで身を守ろうとすれば視界がふさがれることまで読んだ上で。

　幻覚で、カイクにはこちらの正確な様子は見えなかったはずである。それでもなお、予測だけで正確な行動を取っている。勘の良さが並ではない。

　途と端たんにシャンクは背後から蹴け飛とばされた。

　無防備に一撃を受け、転てん倒とうする。手から転げ落ちたハピネスをあっさりと拾い上げ、カイクが陽気に言ってきた。

「じゃあなー」

　そのまま、走り去っていく。

　逆さ倒だおしに地面に転がったまま、シャンクは不ふ機き嫌げんにつぶやいた。

「ここにいる中じゃ、あいつが一番やばい相手かもな」

「君がヘボなんだよ」

　同じ格好でブリアンがぼやく。

　勢いをつけてシャンクが跳とび起きると、猫ねこもまたジャンプして肩かたに乗ってきた。両者そろってカイクの後ろ姿を睨にらみつける。背後から駆け寄ってくる足音があった。

　どむーんとミーティーである。どむーんは付け髭ひげを撫なでつつ、大昔の魔ま法ほう使つかいの声で言ってきた。

「まずいことになってきたのう」

「分かってるよ」

　シャンクは吐はき捨てた。確かく認にんするまでもなく、厄やつ介かい事ごとが加速する気配は感じていた。山賊とエランキーの小こ競ぜり合いは落ち着きつつある。それよりハピネス叔父が号令をあげるのが聞こえていた。

「四から五の部隊はハピネスを取り返せ！　残りは……」

　先を聞かずにシャンクは駆け出した。それでも声は後ろから追いかけてくる。

「このままバルカン・フラワーを攻せめ落とす！　領民以外は殺せ！」

「だああっ！　とうとう戦争に巻き込まれたぁっ！」

　頭を抱え、悲鳴をあげる。

　たかだか荘しよう園えんの取り合いとはいえ、百を超こえる騎き兵へいがぶつかり合う戦闘というのは辺境でもそう頻ひん繁ぱんに起こるものではない。ハピネスの叔父が画策していることは非常に明解だった。当然、正教会は侵しん略りやくによる領地拡大など認めはしない。というより近きん隣りんの領主全員が許さないだろう。

　他領主に大義名分を持たれることは、統治者としては最も避さけなければならない。攻め滅ほろぼされても異議ひとつ唱えられない状態というのは、イコールそのうち必ず滅ぼされるということだ。

　ハピネス叔父は戦せん闘とうそのものの被ひ害がいは最小限に押さえた上で、この荘園の主バルカン・フラワーを捕とらえ、監かん禁きんでもするつもりだろう。その上でハピネスと結けつ婚こんさせた自分の息子むすこにこの領地を治めさせる。孫の代には、この荘園は自然と彼の一家のものになる。

　騎兵が雄お叫たけびを発し、弓ゆ弦づるを弾はじく音が一いつ斉せいに鳴り響ひびいた。頭上から降り注ぐ矢に、山賊たちの悲鳴が続く。背筋を伝った嫌いやな冷たさにシャンクは振り向いた。矢の雨が山賊とエランキーの群に降りかかろうかという寸前に、甲かん高だかくなにかを命じる声がする。

「不意打ちでもなければ、このようなものがいつまでも次元最強種族エランキーに通じるものか！」

　エランキーの魔ま法ほう使つかいである。宙に浮うかび上がり、手をかざすだけで数十本の矢を止める。矢は塵ちりとなって風に溶とけた。異形の怪かい物ぶつたちが、騎兵に負けじと声を張り上げる。なんとなくのノリだろうが、同じ場所にいた山賊たちもつられて唱和した。

　第二射を準備する騎兵のただ中に、エランキーの魔法使いが火か焰えんの球を投げ込んだ。ブリアンに言わせれば低てい俗ぞくな技わざなのだろうが、騎兵の隊列を崩くずすには十分である。続けざまに爆ばく発はつを巻き起こす光球を放ほうる魔法使いの足あし下もとで、威い勢せいを増した山さん賊ぞくのエランキーの混成部隊が騎兵へと突とつ撃げきをかけた。

「うっわー。なんだか派手なことになっちゃってまあ」

　恐ろしげにうめくミーティーだが。その横で付け髭が釘くぎを刺さした。

「他ひ人と事ごとじゃないぞい」

　まったく言う通りだった。

　シャンクは肩越ごしに、ハピネスを奪だつ取しゆするため本隊から離はなれた八騎を見ていた。全員、そろいの兜かぶとに鎧よろいを装着しているため見分けは付けづらい。なんにしろ、さすがに馬の速度というのは人の足と比ひ較かくにならなかった。見る見るうちに近づいてくる。

　騎兵たちが鞍くらから馬上用の長ちよう剣けんを抜いた。

（……どうする？）

　シャンクはマントの下で、手をかける武器を迷った。鎖くさり鎧よろいと板金で全身を守っている騎兵相手に、スプリング・ガンなどが通用する余地はない。もっとも仮に剣を抜いたところで馬上の敵に不利なのは同じことだが。

　と。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう」

　唱えつつ、黒くろ猫ねこが肩かたから飛び降りる。

　地面が揺ゆれた。いや、揺れたものはあたりにある黍きび畑ばたけである。風とは違ちがうものにざわめいた草が空中に舞まい上がり、そしてブリアンのもとに集まって一ひと塊かたまりになっていく。草の塊はたちまち人より大きくなり、巨きよ大だいな獣けものの形を成した。草の色が消え、白と黒のストライプに彩いろどられる。地じ響ひびきを立て地面に降り立ったその猛もう獣じゆうの口元には、剣を思わせる長大な牙きばが二本のぞいていた。

　軍馬にも匹ひつ敵てきする巨体を震ふるわせ、造り出されたのは剣歯を誇ほこる肉食獣だった。サーベルタイガーが咆ほう吼こうを轟とどろかせる。

　単に炎ほのおで脅おどしただけならば、訓練された軍馬は突つっ込んできただろう。だが明確な強敵となる獣を眼前に、馬たちが足を止める。

　戸と惑まどった軍馬の背で、騎兵が手た綱づなを引き、なんとか御ぎよそうと慌あわてている間に、剣歯獣は再び咆吼した。その横で付け髭ベロが吞のん気きに声をあげている。どむーんの手で、ぺたぺたと獣の肩に触ふれながら。

「ほほう。降こう霊れい術じゆつか。お前さん意外と術に幅はばがあるのう」

「こういう格の低い術は、あんまりやりたくないんだけど、訓練された動物騙だますには本物の霊でも呼ばないと……」

　ブリアンの声は、獣の口から聞こえてきたのだが。声と口が連動していないのは見ればすぐに分かる。

　てっきりサーベルタイガーがしゃべるものと思っていたシャンクは、不思議に思いながら声の出所を探した。

　獣の口の中には……

　口の奥にちょこんと収まるポーズで、ブリアンの顔と前まえ脚あしだけが見える。猫はシャンクの視線に気づくと、言ってきた。

「いや。ほら。特等席」

「食われてるみたいだぞ、お前」

「そんなこと言われても……あ、こら。むしるなむしるな。材質は草なんだから。身体からだが崩れたら霊れい魂こんが漏もれるだろ」

　これは、不思議そうに虎とらの表面を指でむしっているミーティーにである。

「うーん。生命の尊厳とか魂たましいの価値とかいろいろ言いたいことはあるが……」

　ひとしきりうめいていると、かがんでいるシャンクの背をなにかが踏ふんでいった。見ると、どむーんというか付け髭ひげが彼を踏み台に剣歯獣の背に乗っている。続けてミーティーもシャンクの背中を踏んでいった。ブリアンが抗こう議ぎの声を張り上げる。

「あ！　乗っていいなんて言ってないぞ！」

「そんなこと言っとる場合でもなかろう」

　付け髭が、遠くを指さす。示した先にはカイクの姿があった。かなりの速度である。もうだいぶ遠くなっていた。

「それもそうだ」

　シャンクもつぶやき、剣歯獣の背に飛び乗った。三人が乗るとそれなりに狭せまいが、なんとかならないこともない。

「くっそー」

　不平を漏らしながらもブリアンが獣の向きを変える。一応、もう一度騎き兵へいに吠ほえて牽けん制せいしてから、

「行けぇ！」

　叫さけび、獣ごと走り出す。

　さすがに速いものだった。初速ならば馬より上だろう。あまり積極的ではない軍馬らを置き去りに、カイクとの距きよ離りを詰つめていく。

「でもなんか走るたびに草がぽろぽろこぼれてるみたいなんだけど……」

　不安げなミーティーに、付け髭が答える。

「そりゃまあ、間に合わせじゃしのう。追いつくまで保もつかどうか」

　しみじみと、シャンクも眉まゆ根ねを寄せた。

「いっつも役に立つ一歩手前なんだよな。ブリアンの魔ま法ほうって」

「うるさいな！」

　ブリアンが叫んでいる。

　カイクはこちらに気づいているのだろうが、変わらずに走り続けている。抱かかえているハピネスがぐったりしているのは、疲つかれたのか気絶させられたか。

（追いついたとして……どうしたもんかな）

　揺れる獣の背の上でバランスを取りながら、思案する。

　そもそもなにをしたいというわけでもない。考えてみれば目的があってハピネスを追っているわけでもなかった。それよりも本来は先を急がなければならない。スポンサーへの報告期日は、このままでは間に合いそうにないところまで迫せまっている。

　だというのに状じよう況きようだけ悪化している。とうとう関係ない戦争にまで巻き込まれてしまった。ここでカイクに追いついたところでハピネスを解放できるかどうかは心こころ許もとない。同じ標的を狙ねらって追つい跡せきしている騎兵の数が減ったわけでもなく、おまけにブリアンの魔法は中ちゆう途と半はん端ぱで、味方の誰だれも頼たよりにできない。

「なにやってんだ、俺」

　深々とため息をつきながらシャンクはうめいた。と、耳に入ったのだろう。付け髭が言ってくる。

「今は獣じゆう霊れいに乗っとるな。後で除霊せんと、えらいことになるぞい」

「いや、そーゆうことじゃなくて……」

　つぶやくと、付け髭が（どむーんの顔で）目を丸くする。

「ほかにもなんかやっとるのか？　我が輩はいにはなんもしとらんように見えるが」

「…………」

　意図してのことかどうか、皮肉とも取れる一言に黙だまり込む。

（なにもできてない）

　疾しつ走そうするサーベルタイガーの背というのは居い心ごこ地ちの良いものではない。前後上下への振しん動どうは絶え間なく、鞍くらもないため気を抜ぬくと転落しそうだった。激しく揺ゆれる中、がんがんと音を立て、耳の奥で不快感が育っていく。このままでは酔よいそうだった。

　シャンクは思わず目を閉じた。戦せん闘とうの始まった荘しよう園えんは騒さわがしいが、その騒ぎを閉め出して五感を支配したのは、胸の中にだけ響ひびく自分の声だった。

（なにもできてないじゃないか……不死探たん索さくどころか、ろくな手がかりもない。それに）

　震ふるえが走る。

　記き憶おくに蘇よみがえる光景があった。

　月下に立つ剣けん客かく……正しよう真しん正しよう銘めい、本物の剣客。正せい騎き士し殺し、ゴダード・ハルクマン。

　記憶の中のことですら、その男を直視することはできなかった。彼の声が聞こえる。

「まさか本当に信じていたのか？……神流が無敵だと」

　現実でないことは分かっていたが、シャンクはさらに目を背そむけた。と、背後にあったのはまた別の記憶だった。それは光の下に立つ別の剣客。湖の畔ほとりに立つ隻せき腕わんの男だった。破は滅めつせし騎士、神流剣客、イスラール・ディーモンス。

　そしてその男の声。

「必殺を誓ちかえ。お前が神流の剣の使い手であることは何者にも知られてはならない」

「くそっ！」

　シャンクは叫んで、そして思わず摑つかんでいた獣けものの背を叩たたこうとし、その時に獣が消えたことに気づいた。

　身体からだが宙を飛んでいる。既すでに混乱した平へい衡こう感覚はなんの役にも立たず、シャンクが目を見開くと見えたものはぐるぐると回転する空だけだった。ひどくゆっくりだが、彼の身体はそれよりもさらに緩かん慢まんにしか動かない。

（落ちた！）

　シャンクは声をあげた。反射的に身体を丸めて衝しよう撃げきに備える。地面はそれほど固くなかった。農地だということが幸いしたのだろう。疾しつ走そうする獣の背から転落し、そのまま着地したというのに大きな怪け我がもない。シャンクは即そく座ざに起き上がった。サーベルタイガーは既にかなり先に進んでいたが、彼を落としたことを察して速度を落とそうとしていた。振ふり向いているミーティーらに、シャンクは声を張り上げた。

「止まるな！　先に行け！」

　と、カイクのほうを示す。

　誰かがなにかを叫さけび返したようだが、聞き取れなかった。だがとりあえずサーベルタイガーが元の速度にもどって追跡を再開するのを見て、シャンクは息をついた。振り向く。八騎きの騎兵が突とつ進しんしてくるのを眺ながめ、独り言を口にする。

「本当にもう、なにをやってるんだろうな、俺は……」

　地面を転がった際に擦すった腕うでをさする。本当に怪我はない。マントの防ぼう御ぎよと受け身の賜たま物ものだった。

　騎兵は彼のことなど気にせずに走ってくる。こちらが避よけるものと思っているか、そうでなければこのまま轢ひき潰つぶすつもりだろう。

　シャンクはマントを跳はね上げると、剣を抜いた。

　軍馬との接せつ触しよくまであと一呼吸というところだろう。道は狭せまい。避けるならば黍きび畑ばたけに飛び込めば良いだけのことだが。まともな足場はこの農道くらいしかない。

　無造作な手つきで剣を横に突つき出している。それを構えの位置までずらすのに時間は要いらない。魔ま剣けんと恐おそれられた神流は剣筋の変化を極ごく意いとする。変化とはつまり、手の触ふれる位置に剣があればそれを瞬しゆん時じに別の位置まで移動させることだ。

　──土が斬きれるのは何なに故ゆえか。

　──土は砂と砂の隙すき間まに刃はを入れる余地がある。

　──岩が切れぬのは何故か。

　──岩には刃の入る隙間がないから。

　──もしそれがあるのなら？

　──いかなるものでも斬れる。

　変化が自在であれば刃は何ど処こにでも滑すべり込ませることができる。ましてや、敵と敵の構える剣の間に広がる隙間の大きさを見よ……

　かつては師と交かわした問答を、自分ひとりで繰くり返す。神流が奥おう義ぎとする交差必殺の理ことわり。体得したならばこれを防ぐ道理はない。それ故に必殺と名付けられた神しん髄ずい。だがゴダード・ハルクマンには通じなかった。

　馬の鼻息すら感じられるかという接触の瞬間に、シャンクは動き出した。

　右に、左に。

　次々と迫せまり来る騎兵をかわして通り抜けていく。

　八騎すべてとすれ違ちがったところで、シャンクは剣を鞘さやに収めた。途と端たん、騎兵のあげる罵ば声せいが聞こえる。

　すべての馬の手た綱づなが切断されていた。軍馬が即座に暴走することはないが、もとより剣歯獣に威い圧あつされ気乗りしていなかった馬たちは、コースを外れてあさっての方向に走り出していた。畑には入らないものの、違う農道に逸それたり、あるいは逆走していく。いずれ騎手になだめられ制御を取りもどすだろうが、追跡はしばらくできまい。

　改めて探すが、ブリアンたちはもう見えなくなっていた。柄つかの感かん触しよくが残る手のひらを見下ろし、シャンクは吐はき捨てた。

「見られなきゃ、いいんだろ」

　高こう揚よう感などはない。今のようなことは、できて当たり前だった。馬上の兵たちの視界からでは彼がなにをしたのか見ることもできなかったろう。

　同じ口調で付け足す。

「本分を忘れていた……かな」

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなどを続け、剣を隠かくすことに囚とらわれて、できるはずのことまで躊ちゆう躇ちよするようになっていた。

（なんのことはない。ゴダードに通じなかったのは俺が未熟だったからだ。なら俺は、それより強くなればいい。分かっていたはずだ。世界には、俺より強い剣けん客かくなんていくらでもいるってことは）

　剣を隠すことが重要なのではない。大事なのは、守るべきものを守ることだ。

　跳ね上げていたマントをもどすと、シャンクは農道を走り出した。




　一度は見失ったとはいえ、あれだけ巨きよ大だいな獣けものである。適当に追いかけていればすぐ見つかるだろうと思っていたのだが、実際にはそう簡単なものでもなかった。

　それでも郊こう外がいに向かって走っていくうちに、山盛りになった草の塊かたまりを発見する。恐らくブリアンの魔法が解けたのだろう。草には何人分かの足あし跡あとと、多分ミーティーのものらしい顔跡がついていた。魔法が解けた際に全員転落したに違いない。

（そう遠くないな）

　獣に追われてここまで逃にげ切ったカイクの足というのも異常だが、いい加減限界でないわけがない。

　見み渡わたすと。

　草の向こうに、誰だれかが倒たおれていた。知っている顔ではない。いかにも悪人面づらの男で、なにやら手に書類を持ったまま気絶している。頭に大きなこぶができていた。シャンクは書類をのぞき込み、読み上げた。

「えーと……最後通つう牒ちよう。フラワー領領主バルカン・フラワーが去年、当料りよう亭ていで飲み食いした代金が未納です。この通知から二週間以内に代金が支し払はらわれない場合、法的な手段に訴うつたえるとともにすべての個人情報が公開されます。うわぁ、ホントにやってる奴やついるんだ、こんな詐さ欺ぎ」

　感想を述べてから顔を上げると、またしばらく先に、今度はうつ伏ぶせに倒れている男がいる。

　駆かけ寄ると、なにやらうめいている。まだ意識があるようだった。耳を近づけ、聞く。

「ううう。ハピネス……俺だよ……生き別れのお兄ちゃんだよ……」

　とりあえずほっといて、また先を見る。と、今度はやたら大勢が倒れていた。ざっと数えても十数人はいる。

　例によって近寄ると、中のひとりが譫うわ言ごとを繰り返すのが聞こえた。

「め、女め神がみよ……世界の危機に際して、我ら転生戦士ここに集結しました……ですが教皇にはお気をつけください……あいつ、なんかもうモロバレですから……」

「どんどん胡う散さん臭くさくなってくな」

　嫌いやな汗あせとともにつぶやくと、行く先には点々と、似たような感じで人やら人でないものやらが倒れている。

「これ全部、あのカイクに倒されたのか。まぁ怪け我が人にんってほどの怪我人も出てないようだけど。あれ？」

　ふと、かなり前方からどむーんの声が聞こえてくる。

「どかーん！」

　爆ばく発はつ音おんではなく、どむーんの声である。だが起こったのは爆発だった。戦せん闘とうも遠ざかり、どこか牧歌的なものを思わせる荘しよう園えんの眺ながめにはまったく相応ふさわしい、吞のん気きな爆発だった。なにか細かいものがいろいろ吹ふき飛び、その中に宙を舞まうどむーんの姿も見える。

　両りよう腕うでを伸のばしてどむーんは、まっすぐシャンクの目の前に着地した。かなりの距きよ離り、少なくとも数百歩は飛ばされてきたはずなのだが、例によって怪我ひとつない。こちらを見ると、説明でもしているつもりか口を開く。

「……爆発ー」

「いや見れば分かるから」

　ほかに言い様がなく、それだけ答える。

　彼女は付け髭ひげをつけていなかった。そのため人格がどむーんにもどっている。てくてく近寄ってくると、シャンクの腕を引く。

「髭取られりピーンチ」

「ピンチかなぁ。ていうか誰が取るんだ、あんなもの」

「取り返ばや物語ー」

　言うが早いか、どむーんはあっさりとシャンクの身体からだを頭上に持ち上げた。抵てい抗こうどころか理解すらできないほどの素す早ばやさである。

　さらにその素早さで走り出す。高速で通り抜ぬける風景に、シャンクは道々に倒れている連中を見送った。なにやら理解しがたい目的、理り屈くつで集まってきたのだろうが。どむーんが吹き飛ばされてきたあたり、まだ騒そう動どうが続いているようである。その気を出しさえすれば、魔ま力りよく結けつ晶しようであるどむーんの速度というのは魔法じみて速い。あっさりとミーティーの後ろ姿が見えてきた。

　彼女は困ったように立ち尽つくしている。その足元にブリアンもいた。どむーんが急停止したため地面に投げ出されながら、シャンクはまたさらに前方を見やった。というより、目を引かれずにいられなかった。

　そこにはカイクが、相変わらず気絶したハピネスを抱かかえたまま棒立ちになっている。こちらに背中を向けていた。だが問題はそこではない。そのさらに目の前で、えらいことになっていた。

　地面が割れて、骸がい骨こつの形をした妙みような城がせり出している。空は紫むらさき色いろ。不気味な有ゆう翼よく生物がびっしりと尖せん塔とうに貼はり付いていた。その城の前に、緑色の皮ひ膚ふをした角付の生物と、子供にしか見えない戦士とが対たい峙じしていた。

「ふっふっふ……その通りだよ勇者。我ら魔族は、この地上の人間より強きよう靭じんで勝すぐれているからというだけの理由で地下世界に封ふう印いんされた。神族の独善によってだ」

「それは世界の平和のために……」

「いや、神族は我ら魔族を恐おそれたのだよ。だから我は今、復ふく讐しゆうするのだ！　この世界すべてを破は壊かいし、今度は我を神とした新世界を創造する！」

「そんなことは許さないぞ、魔王！　もう俺はお前を父とは呼ばない！」

　そんなようなことを言い合っている。いちいち聞いても意味ないだろうが。

　シャンクが目で問うと、ブリアンが深々とため息をついてみせた。

「なにがどうなってこうなったやら……」

「どこかでやめとけよ！」

　叫さけんでから、どむーんが下した唇くちびるを嚙かみ、頼たのむようにこちらを見上げていることに気づく。一応思い出し、シャンクは続けて訊きいた。

「髭は？」

「どこだったかな。なんか料理大会がどうのって言ってた頃ころに、スープ鍋なべに落っこちたような」

　さほど興味もなさそうに、ブリアン。横からミーティーが口を挟はさんできた。

「あ、待ってよ。それ助けてあげたら感謝して、海底帝てい国こく編でイカ軍団引き連れて助けに来てくれたじゃない」

「あーもう。ほっといたらどんどんヤバくなってく気がする」

　頭を抱えて言っていると。

「強きよう凶きよう星せいのパワーが野放図に広がっとるな」

「うわ！　どっから出た！」

　いきなり復活した付け髭の声に振ふり向くと、どむーんが髭をつけてしゃべっている。髭はあっさりと真顔で説明してきた。

「巨きよ大だい要よう塞さいに突とつ撃げきして死んだかと見えた我が輩はいじゃったが、そこはほれ、かつてともに戦い、やはり死んだかと思われていた赤イカ将軍がじゃな……」

「いや、もういい」

　本気で聞きたくなくなる前にシャンクが制止すると、付け髭ベロは同じように困り顔を見せた。

「なんちゅーか、混乱して、多頁宇宙の他頁まで干かん渉しようしてくるほどに力が増大しとるな。なんぼなんでもこんなに強くなることはないんじゃが。こりゃあまさか……」

「なんだよ」

　半信半疑で聞いているが、付け髭の表情は妙に真しん剣けんである。嫌な予感を覚えつつシャンクが待つと、付け髭は一同の視線を集める中、どむーん自身を示してみせた。

「魔スプレ力ツド結・ム晶ーン同士は干渉する。騒さわぎを助長しとるのは、このどむーんかもしれん。早いとこなんとかせんと、同化するか、この娘むすめの魔力まで使われちまうかもしれんぞい」

「使われたら……」

　つぶやいたブリアンは、その答えを誰だれよりも知っていたのだろう。声がどこか上うわ擦ずっているようにも聞こえた。

　付け髭がうなずいて、答えを口にする。

「使われたら消える。魔力じゃからの」

「……強凶星とはよく言ったもんだ」

　シャンクは毒づいた。

　厄やつ介かい事ごとがどこまでも加速していく。あれよあれよという間に、本当に無関係とも言えなくなってしまった。

　即そく座ざに、前方へ向き直る。魔王城の決戦（だかなんだか）に進路を邪じや魔まされ、カイクが足止めされていた。彼に抱えられたハピネスに狙ねらいを定めて、シャンクはつぶやいた。

「どむーんの魔力はあとどれくらい保もつ？」

「さぁの。じゃがどむーんは、生物の姿と性質を持った魔力結晶じゃ。恐らく我が輩が見た中では最上質の魔力を蓄たくわえとる。なにしろ成長するしの」

　瞬まばたきの間もないということはないが、そのすぐ後ということはあり得うる。その程度の情報でしかなかったが。

　シャンクが飛び出すと同時に、肩かたにブリアンが飛び乗ってきた。既すでに呪じゆ文もんを唱えている。空中に巨大な火球が現れ、カイクとハピネスのいる場所へと放たれる。

　いや、その寸前に。

　シャンクは慌あわてて、ブリアンの顔を手で隠かくした。狙いがずれたのか炎ほのおはカイクの横数歩分逸それて着ちやく弾だんする。爆ばく発はつにカイクが転びかけたようだが、それだけだった。

「なにすんだよ！」

　抗こう議ぎの声をあげるブリアンにシャンクは叫び返した。

「馬ば鹿か、ハピネスごと殺す気か!?」

「それが一番手っ取り早い」

　ぼそりと黒くろ猫ねこが答えてくる。

　カイクはこちらの動きに気づいて、ハピネスを足元に落として拳けん銃じゆうを抜ぬいていた。まだ距きよ離りがあるために発はつ砲ぽうはしないが、こちらが近寄れば当然その距離というのは詰つまっていくことになる。

　相手に合わせて、シャンクも銃を抜いた。だがこちらの持っているのは威い力りよく、射程、正確さ、すべてにおいて格段に劣おとるバネ式銃である。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　続けてブリアンが唱えた呪文は、カイクの足元の草を急速に伸のばして彼に絡からみつかせようとした。が、カイクはそれも軽く一ひと跳とびしてかわしてみせる。

　無む駄だなようだが、近寄る際の時間稼かせぎにはなった。そろそろ相手の射程だが、こちらの射程にはとどかないという距離である。

　さらに踏ふみ込んでいく。カイクはまだ撃うたない。余よ裕ゆうもあるのだろうが、今度こそ確実に倒たおせる距離になるまでは我が慢まんするつもりなのだろう。つまりは、今まで撃って倒せなかった距離よりも、さらに近くまでは接近してくるに違ちがいない。きっとスプリング・ガンが標的にダメージを与あたえ得る、本当にぎりぎり寸前まで。カイクの勘かんの良さならばそれを測ることが可能だろう。

（そこまでは……近づく）

　身体からだを左右に振ふることもせず、ただ真っ直すぐにシャンクは突とつ進しんした。スプリング・ガンを構え、狙いをつけながら。

　カイクは笑えみを浮うかべて待ち受けている。無む邪じや気きともいえるその微び笑しようが消え、冷れい徹てつな眼まな差ざしにすり替かわる瞬しゆん間かん、その時こそ彼がトリガーを引く時なのだろう。それを見定めようと、シャンクは目を凝こらした。すべてタイミングにかかっている。

　トリガーを先に引いたのはシャンクだった。恐おそらく、スプリング・ガンの有効射程よりわずかに遠い、その間合いで。この距離では、よほどの急所に弾たまが命中しなければ人は倒せない。双そう胴どうの銃身から一発ずつ、わずかに狙いをずらして弾丸を発射する。二発の弾はバネの音と衝しよう撃げきだけを残して飛んでいった。そして。

　カイクの身体ではなく、こちらに向けられた二挺ちようの拳銃を握にぎる手、それぞれに命中した。たいした威力がなくとも、指一本に金属製の弾が当たればそれなりの痛みである。カイクは手から拳銃を落とした。すぐにそれを拾おうとするが、シャンクもまた走り続け、彼に肉にく薄はくする距離まで接近している。

　そして。

　勢いを殺さず、シャンクはカイクに体当たりしていった。銃を拾おうとしているカイクはそれをかわせない。身をよじってダメージを最小限にしたのはさすがというところだろう。カイクの身体を突つき飛ばしつつ、シャンクは地面に落ちているカイクの拳銃を拾い上げた。即座にそれを構え、カイクのほうへと向ける……

　見えたのは、まったく同じ格好でこちらへと銃口を向けるカイクの姿だった。

　銃を一挺ずつ分け合う形で、互たがいに狙いをつけている。ほぼ目前といってもいい間合いだった。カイクがつぶやいてくる。

「狙ってたのはそれか。身体よりも前に出た手を狙う。剣けん術じゆつみたいなことをするんだな」

　実際、それは籠こ手て打ちの発想だった。だが特に肯こう定ていはせず、シャンクは口を開いた。

「戦術的に不利な時には、まず互ご角かくになることから始める」

「互角じゃねぇよ。こっちの銃のほうが装弾数が一発多い。それに俺のほうが腕うでがいい」

　軽口のように言ってくるが、本気だろう。というより事実か。

　シャンクは構わず、問いかけた。

「そういや、お前の目的はまだ聞いてなかったな」

「本当にそんなもん、興味あるのか？」

「いや、別に」

　あとは沈ちん黙もくだった。それぞれ言うこともなくなり、間近の距離で銃を突き付け合っている。途と方ほうもなく危あやうい均きん衡こうだった。トリガーを引く意志を、殺意を見せれば途と端たんに崩くずれる。そして殺意を隠かくして行動するには、やはり近すぎるのだ。同時にふたり撃ち殺される公算が大きい。双方がそれを承知している。

　と、カイクの表情が緩ゆるんだようだった。銃の狙ねらいは狂わさずに肩をすくめ、突然声をあげる。

「やーめた」

　視線だけこちらにもどし、後を続ける。

「やっぱり俺が不利だ。そのマントのこと忘れてた。こうしようぜ。その銃返してくれ。そうしたら俺は退散する」

「保証は？」

　シャンクの問いかけには、やはりどこかふざけるような口調で、

「うーん。ないなぁ。やっぱ撃ち合うか？」

「…………」

　しばし黙もつ考こうの末。

　拳けん銃じゆうを逆さに持ち替かえると、シャンクはそのグリップを差し出した。受け取って、カイクが笑みを大きくする。

「ま、そうしてくれるとは思ったよ」

　銃二挺を玩もてあそぶように振ってから、ホルスターにしまい込む。カイクの手が銃から離はなれたのを見て、シャンクも、隠して準備していた剣から手を離した。

　ひと騒そう動どうある間も変わりなく、ハピネスは倒れたままだった。それほど離れていない場所ですやすや寝ね息いきを立てている。遅おくれてやってきたミーティーがかがみ込んで様子を見ていた。一応、彼女の目的だったペンダントを探している。もうこうなると意味があるとも思えなかったが。

「さて。いったんはお別れだけど、また会うことになるかもな」

　今し方まで戦っていたことも感じさせない軽い口調で、カイクが言ってきた。同じくぱたぱたと駆かけ寄ってこようとしているどむーんを親指で指さし、付け加える。

「お前の連れてるあれ、魔ま力りよく結けつ晶しようだろ？」

　はっとして、シャンクは聞き返した。

「魔力結晶を集めてるのか？」

　つまりは、このカイクも秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくということになる。カイクは平気な顔で首しゆ肯こうした。

「魔法使いに渡わたすと良い稼ぎになるんでね」

　これもさらに穏おだやかな内容ではない。

　シャンクはマントの下で遊んでいた手を、再び剣にもどした。殺気を隠すこともなく、訊たずねる。

「……お前、魔法使いに与くみしているのか？」

「ああ。本当に強い魔法使いにだけね」

　ひょいと一歩跳とび退のき、剣の間合いから遠ざかりつつ、カイク・ウェイン。

「なんでそんな顔してるんだ？　お前の肩かたに乗ってるのだって魔法使いだろ？」

　彼に言われても、ブリアンはなにも反応しなかった。シャンクもまた答えられない。

　そうしているうちにカイクが跳んだ。およそ信じがたい速度で走り去っていく。彼はそのまま黍きび畑ばたけに入って姿をくらました。追う意味もないが、追ったところで追いつける気はしない。だが、それよりも。

「急がっしゃい！」

　よく分からない訛なまりで、付け髭ひげが叫さけぶ。

「消えちまうぞい！」

「そうだ。ブリアン……」

　シャンクが言うまでもなく、黒くろ猫ねこは肩から飛び降りてハピネスの腹に乗っかった。ミーティーを押しのけるようにして四し肢しを伸のばし、不安そうにちらりと、まだ戦っている魔王やらなにやらを見やる。荘しよう園えんのほうも、騒さわぎからは遠ざかっているが戦せん闘とうが続いているはずである。強きよう凶きよう星せいとやらを解除したところで騒ぎが収まるのかどうかは不明だが、このままほうっておくわけにもいかない。どむーんのことも問題だが。

「魔力結晶を消すのなら、使うのが一番簡単だよ。どむーんと違ちがって名前を変えられたりとかいじられてないから、使うのは簡単だ。ただ、なにに使うかが問題かな。目的なしに魔力を使うのはかえって時間がかかるし」

　口早にブリアンが説明すると、付け髭ベロが相づちを打った。

「これ単体の強さとしては中ちゆう途と半はん端ぱじゃのう。ところで我が輩はいに任せてもらえば、良いアイデアがあるのじゃが」

「どんな？」

「我が輩、付け髭からカツラにバージョンアップしてみようかと」

「滅ほろべ」

「呪のろわれた……」

　なんだかしょんぼりしている付け髭を余よ所そに、シャンクは突とつ然ぜん閃ひらめいた。

「あ、そうだ」

　勢い込んで続ける。

「その運気を魔力に変えたら、俺をスポンサーのとこまでぱっと飛ばせるんじゃないか？　もしかして」

「そりゃまあひとりくらいならいけると思うけど……」

　ブリアンはあからさまな渋じゆう面めんを作る。猫の格好をしているくせに、人間にそれと分かるほどの嫌いや々いやっぷりだった。

「なんかそれ、君ひとりが得してない？」

「いーだろ、たまには俺が得したって！　なんにも利点がないのに追ってたんだぞ俺！」

「そうだけどさぁ」

　そんなことを言い合っていると。

　いわくがあるというハピネスのペンダントを手に蚊か帳やの外になっていたミーティーが、控ひかえめに提案してくる。

「急いだほうがいいんじゃない？　なんかさっきの魔王が、第三段階に変身するとか言ってるっぽいわよ」

「あーもう。分かったよ。とにかく急がないと……これは貸しだからね！」

　魔ま法ほう使つかいらしく恩着せがましいブリアンの声に、応こたえる隙すきもなく。

　黒猫の呪じゆ文もんが重なり、シャンクはまったくなにも見えなくなった。




　魔法による旅は、慣れていない者にとっては苦痛以外の何物でもない。

　距きよ離り、時間、すべてを無視して周囲の状じよう況きようだけが変化するのである。自分が移動したのか、逆に自分だけを取り残して世界が一変してしまったのか、その判断すらつかない。

　せめてもの救いは……自分の知っている場所に移動した時は、まだしも惑まどわずに済むことだ。

　騒ぎっぱなしだった荘園から、静かな湖こ畔はんに現れて、彼はただ立ち尽つくしていた。ひんやりとした湖の風を受け、肩を上下させていれば、激しくなっていた息も整う。

　だが、それに反して意識は混こん濁だくしていく。疲ひ労ろうのせいではない。予想済みのことだった。帰ってきたのだ。

　ひとり、つぶやく。

「納期には……少し遅れたかな」

　湖の館やかた。

　波のない湖面にも姿を映した二重の館に、彼は深く一礼した。そして歩き出した。主あるじの元に帰ってきたのだ。

























「どうしてーッ!?」

「だから言っただろ。ハピネスの強きよう凶きよう星せいは解けたんだって」

　両手で頭を抱かかえ、悲鳴をあげるミーティーに、ブリアンは冷たく告げた。

　だがミーティーはまったく納なつ得とくできない様子で、その隠かくし洞どう窟くつの開いた扉とびらの奥へ反はん響きようする声を放ち続ける。

「そんなーっ!?　だって、だってフラワー家の伝説の宝はここにあったんでしょ!?　魔法が解けたからってそれが消えてなくなっちゃうの!?　運気ってそーゆうもんなの!?」

「そういうもんなんだよ」

　あくび混じりでブリアンが答える。黒くろ猫ねこはどむーんに抱だかれたまま丸くなっていた。ミーティーはふらふらと地面に膝ひざをつこうとしていた。

「ていうか実際こうなってるんだから、そういうもんなんだと思うしかない。もっとも、まったく同じ魔法でも同じ結果になるって保証もないんだけどね」

「そんなのいい加減すぎない!?」

　勢いだけの元気で突とつ如じよとして立ち上がり、詰つめ寄ってくるミーティーに、ブリアンは片方だけ目を開けた。この秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくに魔法の深しん奥おうなどどう説明したものか。到とう底てい無理だと思いつつも口を開く。

「別にルールが決まってるわけじゃないからね」

「なんでよ!?」

「ルールを逸いつ脱だつするのが魔法だろ」

「でも最低限の決まりごとってものがあるでしょう！」

「ひとつだけあるよ。魔法とは力の元を見つけ出してそれを使うことだ。なにを力の源にするかは魔法使いによって違ちがうけど、それが真の魔力に近ければ近いほど真の魔法に近づく。その真の魔力を、ぼくらは魔法に至る道、ムーンウォークと呼んでいる」

「うっ……？」

　ブリアンが早口で長々と話したため、ミーティーが多少怯ひるんだ。それが狙ねらいだったが。黒猫はそのまま続けた。

「ムーンウォークからこの世界にこぼれて大気に触ふれ固化したものが魔ま力りよく結けつ晶しようスプレッド・ムーンだ。これが現状では真の魔力と呼ばれるものの中では最も容易に触れ感じることのできるのだとされている。これはあくまで推測だけど魔力結晶よりさらにムーンウォークに近いものがあるはずでそれに触れることができたのがイモータルなんじゃないかとぼくは思ってる。魔法使いがこれらの魔力に触れるためには悪意によってそれが阻そ害がいされていてはならないから魔法使いは他人に触れられることに弱い」

「ううう……」

　くじけて段々縮んでいくミーティーを見下ろして、ブリアンは頭だけ身を乗り出した。

「このことだけは例外がない。魔力を使わず魔法を使うということは絶対にあり得ない。気づかないほど微び少しような魔力でなにかをするということはあってもね。魔力の使い方は本当に人それぞれでルールだの決まりごとだの言っても詮せん無ないことだ。それがないからこその魔法なんだ。強い魔力は本当に貴重なもので、それを他人のために使う魔法使いなんているわけがない。君らの安っぽい武器や道具とはわけが違う。分かる？　ぼくがさんざん言ったにもかかわらず納得しないボンクラのためにぼくの貴重な時間を浪ろう費ひしてこんな山奥まで付き合わされたあげく当然ながらぼくの言った通りの結果になったからって文句を言われるのがどれだけ割に合わないか！」

「ううううううう」

　気け圧おされたというよりは、どうにもならないということがようやく身に染しみてきたのだろう。ミーティーが膝をついた。がっくりとうなだれ、落ち込んでいる。

　言葉を切って鼻息だけ鳴らし、ブリアンは元の体勢にもどった。最後に尾おを丸め、ひとりつぶやく。

「まったく。秘儀盗賊ってやつは、魔法使いのことをちっとも知ろうとしないんだからお笑いぐさだよ」

　愚おろか者への苛いら立だちとともに吐はき出したつもりが、黒猫は何な故ぜか寂さびしさを覚えていた。




　館やかたに近づくと、その扉の前には人が立っていた。マチル・コーレリーである。相変わらずの厳しい眼まな差ざしでこちらを見ている。岩のように固められた白はく髪はつに、真っ黒で塵ちりひとつ、皺しわひとつない使用人服。杖つえの上に細い指を重ねているが、彼女はその杖にすがって歩くのではないという評判だった。あれはこの館の規律を示す棘とげだというのだ。

　マチルは彼を待っているかのように、じっと玄げん関かん前から動かない。

　だがまさか、彼がもどってくるのを予測していたわけではあるまい……シャンクは苦く笑しようした。それとも自分の知らない予定表でもあるのだろうか。館では、すべての使用人がひとつの予定表によって動く。恐おそるべきマチル・コーレリーの予定表である。コックの起き床しよう時刻からメイドや秘書が歯を磨みがく時間（使用人が無む駄だに歯を磨きすぎないよう、洗面台には砂時計が常備されている）。館の主あるじすら、その予定表から逃のがれられない。朝食、散策、午前の執しつ務む、昼食、休み時間、すべて予定表に定められ、神の手による創造のごとく無駄がない。シャンクは一度だけ、館の主人の予定にこう記されているのを見たという記き憶おくがあった。『時間があれば使用人に会え釈しやく』

　マチルの年ねん齢れいを知っている者はいない。この老女は遥はるか昔からこの歳としだったとほとんどの使用人は信じていた。決して顰しかめっ面つらを崩くずすことはなく、声を荒あららげることもないが、和やわらげたこともない。

　彼が館に近づくまで、マチルに変化はなかった。シャンクは階段の下で立ち止まり一礼した。

「もどりました」

「遅おそかったですね」

　マチルの声こわ音ねは過去の記憶から聞こえてくるようだった。シャンクは頭より先に視線を上げて、彼女の様子を盗ぬすみ見た。小声で付け足す。

「今回の探たん索さくは……」

「またもや失敗だったのですね。見れば分かります」

「はい」

　長身のマチルの声は、段上ということもあって遥か高みから降り注いでくるようだった。顔を上げ、その目を覗のぞく。怒いかりも苛立ちもない、ただ厳格な眼差し。格こう子しの向こう側から罪人を見張る牢ろう番ばんを思わせる。

　と、彼女はこちらを見下ろし、気づいたことを口にした。

「あの猫は一いつ緒しよではないのですね」

　シャンクはうなずいた。

「ええ。ですから秘密を気にせず話せます」

「よろしい。今後もそうしてもらいたいものですね」

　皮肉じみたことを彼女は言ったが、口調に悪意は感じられない。彼女にしてみれば、思ったところを正直に口にしてなにが悪いのかというところだろう。彼女は常々、自分を裁くのは雇こ用よう主ぬしと神だけだと言っていた。信心深いマチルにとっては、外げ法ほう探索の盗とう賊ぞくなど見るも汚けがらわしいはずである。

　だがマチルは玄関を開けると、シャンクに向かって手招きした。

「お上がりなさい。シアシスターナ様は退たい屈くつしておられました」

「探索は成果なしでしたが、お館様が喜びそうな話はいくつかあります。なんていうか馬ば鹿かな秘ひ儀ぎ盗賊につきまとわれて……」

　階段に足をかけ、彼が言いかけると、唐とう突とつにマチルが振ふり向いた。鋭するどい視線が降り注いでくる。

「あなたは噂うわさ売りですか？　武芸者ならば品位を大事になさい」

「……はい」

　シャンクは口を閉じ、老女の後を追って館内に急いだ。この館の扉とびらをくぐる際にいつも感じるのは、奥に潜ひそんでいる暗さと静けさである。それはホールの床ゆかに敷しかれている深い紅色の絨じゆう毯たんを踏ふんだその瞬しゆん間かんから肩かたに触ふれてくる、冷たい指先のようだった。氷を浮うかべた水みな面もから冷気が染しみ渡わたるのと同じく、冷気は闇やみに浸しん透とうし、静せい寂じやくを行き渡らせる。

　かつてはそうではなかった。

　がらんとした暗いホールを見渡し、シャンクは声に出さずつぶやいた。館内は掃そう除じが行きとどき、荒あれた気配もない。マチルによる家具の手入れには隙すきも澱よどみもない。だがそもそも、汚よごす者もいないのだ……この館には。広い館にどれだけ耳を澄すまそうとも足音はひとつしかない。老女マチルの軽い音だけ。

（以前は違ちがった）

　シャンクは繰くり返した。

　使用人ももともと多すぎるほどいたわけではないが。それでもこの館が寂しくないほどには働いていた。今は誰だれもいない。

　彼はホールの中ほどを眺ながめ、しばし感傷に耽ふけった。記憶に蘇よみがえったのはマチルの怒ど声せいである……




　四、五年前のことになるか。彼は木ぼつ剣けんを手に、外に出かけようとしていた。まだ子供の時分である。ちょうど剣を覚え始めた頃ころで、それ以外のことにはなんの興味も持たなかった。同じ年頃の使用人の子供と喧けん嘩かも絶えなかったが、技術を身につけた彼は敵なしだった。だがその日、彼は退屈だった。前日、いつもの喧嘩仲間に手ひどい怪け我がをさせて相手がいなかったのである。そのことで師にも説教され、許しを得るまで練習はなしと言い渡されていた。

　仕方なしにひとりで素す振ぶりでもしようと思っていたところで、マチルに呼び止められた。彼女は杖つえを片手に厳しく彼を凝ぎよう視しし、落ち着いた様子で声をかけてきた。

「シャンク・アーバロン。どちらへ？」

「別に」

　なんの気なしに、彼は老女の前を通り過ぎて外に出ようとした。が、その行く手をマチルの杖の先が塞ふさぐ。

　踏み越こえても良かったのだが、幼い自尊心が疼うずいた。ホールには彼らの他ほかにも数人の使用人がいた。喧嘩仲間であるマッジーの親が、ちょうど階段の手すりを拭ふいている。他人が見ている前で使用人頭がしらから逃にげたなどと思われたくなかった。

　彼は立ち止まり、マチルに向き直った。

「なんだよ」

　威い嚇かくのつもりで声を強こわ張ばらせながら、木剣で杖を払はらう。マチルは特にこだわらず、その杖を引いた。だが自身が引き下がることはなかった。

「技わざは稚ち拙せつなれど、武芸者から剣を学ぶならあなたも武芸者の端はしくれ。武芸者ならば品位を大事にすることです」

　彼の苛いら立だちが増した。

「うっせぇな。なにもできねぇくせにイスラールと同じこと言いやがって。俺はあんたに習ってるわけじゃねえ」

「あなたはなんのために剣を学ぶのですか」

「強くなるためだ！」

　激しく、彼は言い放った。彼がそう言えば誰もが怖おじ気づく。実際彼は誰よりも強くなるつもりだった。まだ基き礎そしか習っていないが、彼はその時既すでに師すら感服させるほどの才覚を見せ始めていた。

　だが、彼の鼻先をなにかが打ち据すえた。大した速度だったはずはないが、今にして思えば、才覚がどうのといったところで所しよ詮せんは子供の手習いである。不意のことで反応できなかった。

　彼を打った杖を地面には突つかず、マチルは再び振り上げた。顔色も、体勢すら変えないまま、二度三度と叩たたきつけてくる。老人用の軽い杖で、それほどの威力があったわけではない。だがこうした展開を予想していなかった彼は、それを防ぐことも数秒忘れていた。

　痛み、そして羞しゆう恥ちで頭に血が上のぼる。彼はようやく木剣を振り上げ、マチルの杖を打ち払った。そのまま構える。この老女に命いのち乞ごいをさせるつもりだった。が。

　マチルは動かない。天てん井じようを指して固まった木剣を見もせず、ただこちらを睨にらみつけている。練習用の木剣とはいえこんなものを叩きつけられれば、老いた身などひとたまりもないだろう。さらに怒いかりを搔かき立てられ、彼は剣の柄つかに力を込めた。たった一いち撃げきでマチルは倒たおれ伏ふすだろう。殺すことすら容易だ。大したことではない……

　気がつけば、彼は震ふるえ出していた。得体の知れない動どう揺ように手が動かない。それを見て取ったのだろう。マチルが一いつ喝かつした。

「なにゆえ斬きれぬかお分かりか！」

　普ふ段だんは物静かなこの老女からは想像もできないほどの、館をも震わす怒声だった。

「どうしてこの老いた婆ばばごときを斬れぬか、その胸に訊きいてみなさい！　剣けん客かくは大義によって戦うもの。あなたの放言が人を刀とう槍そうで斬り捨てるまでの大義たるものか、ご自分の心にお訊きなさい！」

　その日からシャンクは練習以外で木剣を持ち歩かなくなった。喧嘩をやめるわけではなかったが武器がなければ勝敗は互ご角かくだった。というより、小こ柄がらな彼は負けることのほうが多かった。喧嘩は互たがいがそうしたことに飽あきるまで続いたが、あまり大きな怪我をすることもなくなった。喧嘩に飽きた頃、彼はもう一段、腕うで前まえを上達させた。




　静まり返った館やかたの廊ろう下かを通り、奥へと進んでいく。館に入ってからマチルは一言も発せず、そして一度も振り返らなかった。

　館の中は変わっていない。シャンクが初めてこの中に踏ふみ入れた時から塵ちりひとつ動いていないかのように。

　彼もまた自然と足音を忍しのばせた。装備を身に着けたままでも、厚い絨じゆう毯たんの上であればほとんど無音になれる。これもまた訓練で身に着いた技術だった。変へん幻げん自在の剣筋を操あやつるためには敵にその動きを読まれてはならない。音を立てず移動するのは前提ともいえた。ミアキス家に代々仕えた神流剣客は無音剣とも疾しつ光こう剣けんとも呼ばれた。一撃必殺を……一刀で人を斬ることを求めた逃とう避ひ剣けんは邪じや剣けん、殺人剣と蔑さげすまれることもあったという。その剣は暗黒の時代に、魔ま法ほう使つかいを仕留めるために編まれ、発展した。

　魔法使いに対たい抗こうする剣として最も有名なのは正せい騎き士しである。もちろん正騎士は流派ではない。正騎士が突き詰つめたのは集団による戦法だった。魔法使いといえど万ばん能のうではない。波状攻こう撃げきで隙すきを見つけ、倒す。それが正騎士の戦法である。

　神流剣客はそれをひとりでする。敵の隙を見つけて殺すのには変わりはない。正騎士はそれを効率的に集団で求め、神流は一いつ瞬しゆんの隙に見みい出だす。その違ちがいである。

『言うまでもなく正騎士のほうが正しい。確実だし、未熟な者でも格上の者を倒せる。まあ正騎士に未熟者はいないが』

　イスラール・ディーモンスは苦笑いを見せながら、そう語った。失った左腕をさすりながら、

『それでも神流の剣は、彼らには不可能なことを目指していた。つまり神しん髄ずいに至るということだ。最高到とう達たつを目指し、そこに至ればいかなる相手でも斬ることができる。全能の魔法使いすらも』

　廊下はどこまでも続くかと錯さつ覚かくするほど長い。それでも終わりはあった。突き当たりの扉とびらの前でマチルが足を止めるのを見て、シャンクは果たしてそれが錯覚であって欲しかったのかどうか、つい自問した。それを知ればやはりマチルは怒おこるだろう……いや、怒らないかもしれない。

　どのみち、彼女は後ろを振ふり向くことなく扉をノックした。

「シアシスターナ様。当家の剣士がもどりました」

「お入りなさい」

　か細いがはっきりした返事である。

　マチルが扉を開けた。

　南向きの窓から、湖面に反射した光がたっぷりと入り込んでいる。マチルが素す早ばやく部屋に入りその窓を開けた。柔やわらかな風がカーテンを膨ふくらませる。遠方より吹ふき込んでくる風は、まるでその遠き地の空気をそのまま運んできたかのように涼すずやかだった。

　老女はその風に満足してうなずくと、部屋の中に向き直った。彼女のほかに人の姿はない。部屋を仕切るように薄うす布ぬのが広げて吊つるしてある。その向こうに寝しん台だいがあることをシャンクは知っていた。薄布にぼんやりとした影かげが映っている。寝台と、そしてその上に座す人ひと影かげが。

「シャンク・アーバロンですね」

　その人影が声を発した。若い。声は昔と変わらない。身み震ぶるいを隠かくしながらシャンクは入室した。床ゆかに跪ひざまずき、礼をする。

「はい。先ほどもどりました。期日にもどれなかったこと、お許しください」

　いつもと同じことを口にする。シアシスターナからの呼びかけも、この返答も、帰るたびに繰くり返されていた。無む駄だなことではある。彼の名前を確かく認にんすることに意味はない。この家を訪おとずれ、そしてマチルに通される者など彼しかいないのだから。

　それでもやはり、繰り返されることにはいくばくかの意味もあるのか。シアシスターナは薄布の向こう側から、定例の言葉を返してくる。

「いえ、探たん索さくが長引くのは献けん身しんの現れと思っています。有り難がたいことです、シャンク」

　シャンクが顔を伏ふせると、彼女の言葉はそのまま続いた。

「長旅で疲つかれているでしょう。報告は夜でよろしい。まずはお休みなさい。あなたが無事でもどったこと、それがなによりです」

「…………」

　探索に成果がないこと。それもまた繰り返され、当たり前のことになっている。

　なおも数言のやり取りを経てから、シャンクは言われるままに退室した。マチルもいっしょである。今さらこの館を案内されるまでもなかったが、再び老女に先導されて自室に向かう。途と中ちゆう、マチルが一言だけ問いかけてくる。

「どうでした？」

　毎日接しているとつい見過ごしてしまうような変化があるかどうか。それに注意するよう、シャンクは申しつけられている。彼は控ひかえて、そっと答えた。

「お変わりないと感じました」

　実際、なにひとつ変化がなかった。交かわされる言葉すら変わらない。この館やかたにもどると、自分が夢の中にでも迷い込んだかのように思わされる。

　長い、とても長い夢だ。夢は決して残ざん酷こくではない。頑がん固こなまでに同じことを繰り返す。時にはそれが人を悲しませる。それだけのことだ。




　シアシスターナ・ミアキスの姿を初めて見たのは、彼がようやく一いつ端ぱしの剣けん客かくを気取り、伸のび悩なやむようになっていた頃ころである。別に彼女が隠れていたわけでもないだろうが、シャンクは剣客小屋に住み込んで、ほとんど館内に入ることもなかったためになんとなく縁えんがなかったのである。

　シャンクは木剣を手に湖こ畔はんの木こ陰かげに寝ねそべっていた。両手両足を広げ、頰ほおに風を受けながら目を閉じ、想念に閉じこもる。

　答えに詰まったのならば探せ。これは師から言われ続けたことだった。広い世界、探す場所はいくらでもある。そして探せば答えは無数に見つかるだろう。

　そろそろ、武者修しゆ行ぎようにでも出る頃合いなのかもしれない。南から吹き寄せる風を感じつつ、旅の誘さそいに耳を傾かたむける。

　その耳の中に、水音が紛まぎれ込んだ。湖に鳥でも落ちたかとまぶたを開く。だが湖からあがってきたのは人間だった。

　目を丸くして、シャンクはそれを見つめた。夢でも見ているのかと、己おのれの正気を疑う。彼女はだいぶ泳いだのかへとへとの様子で水から抜ぬけ出すと、身体からだに絡からみついた長い髪かみを絞しぼった。着き替がえと思おぼしき服を畳たたんで頭の上に載のせ、紐ひもで縛しばって留めている。彼女自身は下着姿だった。まだ水が冷たかったのだろう。身体を震ふるわせている。

　年ねん齢れいは、彼とそれほど変わらないだろう。だが切れ長の目と固い口元とが、どこか大人びた印象を与あたえていた。

　彼女はこちらに気づいて、顔を上げた。その時だけわずかに表情を崩くずした。はにかんだような微ほほ笑えみとともに、唇くちびるを開く。

「窓から湖に飛び降りて抜け出せるか試ためしてみようと思ったんですけれど」

　透すき通るような白い腕うでで館のほうを示し、話を続ける。

「もっと泳ぎを練習しないと、着替えまで水に浸つかってしまって」

　なんの話をしているのか、シャンクはしばらく理解できなかった。分かったとしてもどう答えれば良いのかは分からなかったろう。寝転がったままぽかんと大口を開けて、そのまま見つめ合い……彼女が自分の仕える相手だと気づいたのは、かなりの時間が経たってからだった。

　ミアキス家は、暗黒時代からの古い血筋である。

　もとは開かい墾こんによって土地を得た地主であったらしい。近きん隣りんの山さん賊ぞくや同様の領主との抗こう争そうが絶えず、自然と傭よう兵へいや剣客との関かかわりが深かった。暗黒時代に終しゆう焉えんをという正教会にいち早く荷か担たんし、教会の寵ちよう愛あいを勝ち得て貴族の地位を授さずかった。

　ミアキス家の抱かかえる神流の名声はこの頃に知れ渡わたった。その剣は必殺を名乗り、ひたすら厳格に秘されたため実態を知る者は神流剣客自身しかなかった。見た者は必ず殺す魔ま剣けんの類たぐいとして恐おそれられたという。

　その後、このミアキス家がそれほどの権勢を誇ほこったということはない。暗黒時代が過ぎればミアキス家はむしろ教区と距きよ離りを置こうとした。いったん世界を救ってしまえば、民衆の正教会への支持は衰すい退たいするものと考えていたのだろう。だが正教会の人気は変わらなかった。ついには愚おろかなヴィントクラーデ家の断罪として知られる事件が起こった。魔法使いと関わった貴族を一族すべて抹まつ殺さつするという大だい処しよ刑けいである。正教会は、彼らの教義が貴族の生命より上であると示したのだ。

　ヴィントクラーデ家には墓すら与えられなかった。無に帰するべし、末まつ期ごに息も吐つかせずとの断罪を受け、生きたまま大おお釜がまで溶とけるまで煮にられた。残った骨は煮に汁じるとともに砂と岩に固められ、誰だれにも知られぬ地に埋うめられたという。今ではその呪のろい岩が埋められた地というのが各地の伝説になっている。

　これは貴族を戦せん慄りつさせた。正教会が貴族の血を恐れないほどにまで権勢を強めているとは思っていなかったのだ。もっとも、それに気づいていなかったのは貴族たちだけだったかもしれない。

　彼らは慌あわてふためいただろうか？　いや、貴族たちはどのようなことがあろうと、なにも変わらなかった。既すでに持っているものをなにひとつ手放せない。そんなことは考える必要がない。だからこその貴族である。

　貴族たちの失しつ墜ついは、緩ゆるやかに、無音に進んでいった。ミアキス家も例外ではない。それでも彼らは生き延びていたのだし、無茶さえしなければ裕ゆう福ふくに暮らしていけた。事業に手を出し、成功した家もあれば、失敗した家もある。そんな空気を反映してのことか。貴族たちはどちらかといえば正教会を疎うとんじ、噂うわさを求めた。辺境に追いやられた、不死秘法についての噂を。

　シアシスターナ・ミアキスはミアキス家の血を継つぐ最後のひとりである。その彼女が、どうしてこんな辺へん鄙ぴなところに住んでいるのか、その頃ころには多少の事情も知るようになっていた。

　無論シャンクは、これまで貴族などというものを見たことはなかった。見たからといって、なにかはっきりとした違ちがいを感じたわけでもない。ただ自然と、自分の立場を胸に刻んだ。自分は彼女に仕える剣けん士しであると。

　濡ぬれたままの身体を見下ろして困り顔になったシアシスターナに、シャンクは慌てて跳はね起きた。彼女の身体を拭ふくのに相応ふさわしいものなどなにも持ち合わせていない。練習後の汗あせを拭くための手て拭ぬぐいくらいしか。昨日使った後、洗ってもいなかった。

　シャンクが手拭いを取り出し、そしてしまおうとしているうちに、彼女も気づいたのだろう。岸を上がってゆっくりと近づいてくると、優ゆう雅がな仕し種ぐさで、すっと手を出してきた。

「それを使わせなさい」

　別段、強固な口調だったわけではない。だが議論の余地などないことをはっきり示す、そんな声だった。言葉もないままシャンクが手拭いを渡わたすと、彼女は身体を拭き始めた。

　シアシスターナは他ほかに、特になにも言わなかった。彼の名も、間を保もたせるための挨あい拶さつも、なにも。




　シャンクの報告は夜遅おそくから始まったが、それでも深夜前には終わりそうだった。シアシスターナは変わらず、薄うす布ぬのの向こうにいた。手前にマチルが控ひかえているが、話を促うながしたり相づちを打つのは専もつぱらシアシスターナである。老女は置物のように動かず、ただ聞き入っていた。細かい収支などについては後でまたマチルに繰くり返すことになる。

「……辺境は広く、噂の真しん偽ぎもあてになりません。魔法というのは千せん差さ万ばん別べつですから、かえって傍はた目めにはその差が分かりません。つまり魔法使いの噂があったとして、それが真に強力なひとりであるかただの道化でしかないかは、魔法使いにしか分からないのです」

「わたしに、剣けん客かくの力量の差が分からないように？」

　くすりと笑って訊きいてくるシアシスターナに、シャンクは頭を下げた。

「はい」

「失敬な。わたしにだって多少は分かりますよ。ねぇ、マチル？」

　話を向けられると、マチルはいつもの落ち着いた声で返すだけだった。

「失礼ながら、シアシスターナ様には武芸を品評する目はないものかと」

「マチルに言わせれば、わたしにはなんの目もないのだわ」

「当家の剣士が申すことです。当主として、聞き入れることも大事ですよ」

「はいはい」

　呆あきれたように言ってから、薄布に映ったシアシスターナがこちらを向くのが見えた。

「ねえシャンク。わたしたち、あなたがいない時にたまに議論するのよ。もしあなたとイスラールが仕合ったら……」

　と、失言に気づいて彼女が言葉を止めた。こっそり見ると、マチルの顔もわずかに強こわ張ばっている。

　だが既すでに言い過ぎて、誤ご魔ま化かすには遅いことも認めてか、シアシスターナは多少表現を変えながら言葉を続けてきた。

「あなたとイスラール、どちらが強い剣客なのだろうって」

　なにげない風を取り繕つくろって、シャンクは普ふ通つうに答えた。

「十度試ためせば九度は師が勝まさるでしょう」

　顔を伏ふせたまま、付け加える。

「そして百度試せば九十九度は師が勝るでしょう。それほどの差がありました」

「わたしは、いずれあなたがイスラールを超こえる者であると信じています」

「はい」

　なにもない床ゆかを見つめたまま、シャンクはうなずいた。

「無論、そうでなければ……亡なき師に申し訳が立ちません」

「…………」

　しばし、話が途と絶だえる。

　誰も失言を挽ばん回かいできないまま、呼吸をいくつか数えてからシアシスターナが話を変える。いや、変わっていないのかもしれないが。

「シャンク・アーバロン。あなたがいない間、わたしは不安を覚えます。いいえ、我が身の危険ではありません」

　彼が身じろぎしたのを見て取ったのだろう。彼女はその動きを制するように言ってきた。

「教区に知られぬ限り、この館やかたは安全です。それにもとより、今さら我が身を案じるなど……」

「シアシスターナ様」

　またもや窘たしなめて、マチルが口を挟はさむ。だが今度は先ほどよりも鋭するどかった。

　シアシスターナはかぶりを振ふったようである。声が揺ゆれた。

「分かっています。今もわたしのために働いてくれている者に言うことではありません。それでも思うことがあるのです。あなたの剣は、もっと必要なことのために使われるべきではないかと」

「必要なこととは？」

　シャンクが訊たずねると、シアシスターナは口ごもった。

「それは……」

　無礼を承知で、シャンクは彼女の話の途中で顔を上げ、告げた。

「剣客は大義によって戦うものです」

　部屋の灯あかりは蠟ろう燭そく程度のものだが、大きな窓からは皓こう々こうと輝かがやく月の光が射さし込んできている。揺らめく紅あかい灯明と、微び動どうだにしない蒼あお白じろき光線。そのふたつの中に人の目の輝きがある。

「暗黒の世に、人の生きる道を示したのが正教会と言われています。だから人はせっかく手に入れた大義をもう手放すまいと、今も正教会を支持しているのです」

　手を動かして周囲を示し、先を続ける。

「生きるため信じるに足るものを俺に与あたえてくれたのは、この館です」

　報告はその後、特に長引かなかった。もともと不死秘法に繫つながる有力な手がかりもなく、報告すべき事こと柄がらがそうあったわけでもない。ほとんどが前回と同じ繰り返しだった。

　真夜中になる前に、シャンクは退室した。




　用意された部屋にもどる前に、別の方向へと足が向いた。あてがあったわけでもない。ただ暗くら闇やみに誘さそわれた。

　歩きながら、ひとつひとつ思い出を確かめる。そう遠くもない記き憶おくもある。ほんの一年ほど前の。この館にいた、いくつもの顔を思い浮うかべる。その誰だれも、今はもうこの世にはいない。

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくとなってこの世界を探たん索さくするため、館を出たのは一年前のことだった。そうして知ったのは、不死秘法を求める貴族や富商がいかに多いかだ。不死秘法は実在している。十二人のイモータルが伝えられていた。永遠の賢けん者じやガンバンワロウン、魔神エルブダリモス、真言の司書キリル、名前なきメスシーソ、枕まくらの王サーリバンゲストール、深海よりスクライス、ただ千日の生者キジャス、強者エルパイン、パルクライツ森のアワー、獣じゆう人じんバリオ、麗うるわしきハールーモーン、月光館のミンシストル……

　魔法使いシーカーたちはこれらの名を恐おそれ、敬っている。イモータルは究極の力を手に入れ、そして誰ひとりこの世界を征せい服ふくなどせず、例外なく姿を消した。

　今も多くの者が不死秘法を探している。十三番目のイモータルを目指して。すべての魔法使いが、そしてそうでない者も秘儀盗賊を雇やとい、探索を続けている。

　愚おろかなヴィントクラーデとして知られる家のほかに、外げ法ほう探索によって断罪された貴族がないわけではない。ただ、そうそう表おもて沙ざ汰たにならないというだけだ。

　と、シャンクは足を止めた。

　なんの気なしに歩いていたつもりが、やはりここに辿たどり着いてしまった。彼はその戸をじっと見つめた。この館の勝手口である。何枚も板を打ち付けられ、塞ふさがれている。あまり丁てい寧ねいな仕事とは言えなかった。だが頑がん丈じように釘くぎ留めされた扉とびらは簡単には開かないだろう。この戸は一年間このままだった。

　こんな備えに意味などはない。だが不ふ浄じようが入り込んできた扉をそのままにしておくことを、シアシスターナは望まなかったのだ。

　板と釘とでこの戸を閉とざしたのはシャンクだった。彼が最後にここを閉めた。そして、最後にここを開けて入ってきたのは……




「受け取るぞ。俺を裏切った代だい償しようを受け取るぞ！」

　館中に声は轟とどろき、爆ばく発はつと悲鳴、ガラスの砕くだける音が後に続いた。

　シャンクはその時、剣けん客かく小屋にいた。剣を手に取り、急ぎ館の玄げん関かんに入ると、ホールにマチルが倒たおれている。衝しよう撃げきに館が揺れた際、階段から落ちたのだろう。気を失ってはいなかったが、立てないようだった。

　それでも彼女は慌あわてていなかった。後で知ったのだが、彼女はこの日を予測していたのだ。館やかたの使用人の主だった者、先代から仕えていた者は特に、みなそうだったという。

　息を喘あえがせて、マチルはただ一言、こう叫さけんだ。

「……シアシスターナ様を！」

　守れということだろう。シャンクは廊ろう下かを駆かけ出した。

　館にもどるたび、あの日のことを思い出すのはそのせいかもしれなかった。玄関から、お館様の部屋まで。彼は走ったのだ。阿あ鼻び叫きよう喚かんの館を。

　殺さつ戮りくは迅じん速そくだった。彼が気づいて館に駆け込むまで、それほどの時間はかからなかったはずだ。だが館内には無数の爆発跡あとと使用人の死体が転がり、シアシスターナの部屋まで続いていた。若い女中のシアラは胴どうを両断され、離はなれた場所に転がる自分の足を哀あわれっぽく凝ぎよう視ししたまま事切れていた。秘書のライナスは壁かべにもたれた格好で黒こげになっている。火を消そうとしたのだろう。壁には身体からだを擦こすりつけた跡が何重にもついていた。

　注意深く見れば、ほかにいくらでも死体を見つけられたに違ちがいない。だがシャンクはただ一心に主あるじの部屋を目指した。剣を手に、悪い予感に気が急せく。とはいえ彼もある程度予期はしていたのかもしれない。ミアキス家の先代がどういう死を迎むかえたのか彼も知っていたのだから。

　ミアキス家は死に絶えたことになっている。先代ウラーノフ・ミアキスは正教会に、魔ま法ほう使つかいを招き入れた貴族の存在を密告した。かの貴族は有力な魔法使いを雇い、不死秘法開発を支し援えんする貴族の会合を開いているのだと。彼の密告により、会合に参加した貴族と魔法使いは正せい騎き士しの手で処しよ刑けいされた。そしてウラーノフも捕とらえられた。彼もまた会合に参加していたことが発覚したからだ。

　ウラーノフは捕つかまる直前に即そく断だんし、信用できる使用人数名に娘むすめのシアシスターナを託たくして秘密の別べつ荘そうへと落ち延びさせた。道中で死を擬ぎ装そうし、墓まで建てて正教会の目を誤魔化す。出家して正騎士となっていたイスラールを呼びもどし、協力させた。

　それが十年前のことだった。彼はこうも言い残したという。正教会は長く続かない。それまで隠かくれて生き延びよ、と。

　部屋に着くと、そこには男がひとり立っていた。

　シアシスターナはその足元で倒れていた。だが一いつ瞬しゆん、彼女だと分からないほどだった。シャンクは最初、彼女の服だけが落ちているのかと錯さつ覚かくした。だが違う。服と髪かみに埋うもれるようにして、彼女の身体もそこにある。

　しわくちゃに捩ねじれ、たるんだ皮の塊かたまりから、彼女の掠かすれ声が聞こえてくる。体液をすべて抜ぬき取られたように縮んでいたが、生きている。うまく動けぬ腕うでで這はいながら逃にげようとしていた。大きさは犬ほどしかない。もみくちゃになった彼女を、男が蹴けり飛ばした。

「ははははははは！」

　笑い続けている。それが壁に当たって変形し、ずるずると床ゆかに落ちるのが楽しかったらしい。シアシスターナは……まだ生きている。悲鳴をあげていた。

　吐はき気を覚えながら、シャンクはその男へと視線を転じた。だが凝視してさらに混乱する。そこに立っていたのは知っている顔だった。だが、声だけが違う。

　イスラール・ディーモンスは剣を持った右腕を掲かかげた。こちらを無視していたが、気づいていなかったわけではないだろう。高らかに宣言する。

「はははは！　十年だ。霊体のまま力を取りもどすのに十年かかった！」

　剣を一ひと振ふりする。白はく刃じんは無音で不可視の軌き跡せきを描えがいた。声も、心も師のものではないが、技わざは紛まぎれもなく神流のものだった。それを何度か繰くり返し、男は叫び続ける。

「裏切り者の娘の生命を使って蘇よみがえった！　強い戦士の身体もいただいた」

　そして、唐とう突とつに声を潜ひそめ、こちらへと向き直ってくる。

「怯おびえた小こ僧ぞうの命もいただく……」

　師に睨にらまれ、シャンクが剣を構えたのは反射的なものだった。いつもの稽けい古こと変わらない。だが師と対たい峙じして真剣を構えたのは初めてのことである。

　勝てるわけがない。

　しごく当たり前にシャンクは判断した。勝つ見込みなど万にひとつもない。千回仕合えば千回負ける。いまだ悟さとりの片へん鱗りんも見ていない自分が、本物の剣けん客かくに敵かなうわけがない。

　皮肉に胃が捩よじれる。それはここしばらく、ずっと考えていたことだった。本当の強さを持った剣客。いつまでも追いつける気がしない。自分は……いずれそうした剣客と立ち合えば死ぬだけなのではないか。

　かつてイスラール・ディーモンスに訊たずねた時、彼はただこう答えた。

『恐おそれることは必要だ、シャンク』

　師の剣はシャンクから見れば無敵とも思えたが、彼はその剣を抜き、掲げ、また収めてつまらなそうに苦く笑しようした。

『まずは必要なものを持っているのだから満足することだな』

　今、その師の形相は邪じや悪あくに歪ゆがみ、彼を見ていた。目の前にあったはずの師の剣が、なんの前まえ触ぶれもなく消える。

　声をあげ、シャンクは後ろに逃げた。避よけたのではない。ただ逃げ出した。一瞬でも立ち向かおうとしたならば斬きられていただろう。剣を取り落とし、躓つまずいて尻しり餅もちをつく。魔法使いが嘲あざけりの声を強めた。

　床に座り込んだままシャンクは息を喘がせた。身体からだは熱に火ほ照てるというのに寒気に震ふるえる。それでも怯える手で剣を拾い、シャンクはゆっくりと腰こしを上げた。笑い叫ぶ魔法使いの向こうで、悲ひ惨さんな姿のシアシスターナが蠢うごめいている。魔法使いに命を吸われ続けているということか、刻一刻、なおも彼女の身体は縮んでいるようである。

（俺がやらないと）

　イスラールは既すでに負けた。この魔法使いを殺せる者は、この館やかたに自分しかいない。

　再び彼が構えたのを見て取り、魔法使いが哄こう笑しようを止やめる。だがシャンクはもう敵を見てもいなかった。シアシスターナの顔を見つめていた。

　神流の剣を見てかわすことはできない。受け止めることもできない。ただ斬ることを考えるしかない。大恩ある師の姿を見れば剣が鈍にぶる。

　シャンクは呼吸を止めた。そして剣を構えたまま……敵に背中を向けた。

　真後ろを見せた体勢で、切っ先を足元に向ける。魔法使いが、拍ひよう子し抜ぬけしたのか声を漏もらすのが聞こえた。魔法使いは恐らくイスラールの記き憶おくも我が物にしているのだろうが。こんな構えは奇き策さくを好む神流にさえないことも分かっているに違いない。

　大きな窓から入ってくる日の光は、敵の影かげを彼の足元まで伸のばしていた。その影がほんのわずかでも動けば、敵は次の瞬間に必ず彼を斬る位置に移動しているはずだ。つまり剣のとどく位置に。

　影が消えた。

　無心でシャンクは床を蹴った。どこへ跳とぶのでもない。その場で自分の股ももの下へと滑すべり込むように前転する。くるりと回転し、逆さの体勢で剣を突つき出した。

　剣がなにかに命中する。と同時にシャンクは頭から床に落下した。再び起き上がる間に敵の姿を探すと、まず目に入ったのは彼の剣だった。剣は魔ま法ほう使つかいの腹を貫つらぬき、その苦く悶もんにあわせて揺ゆれている。魔法使いは仰あお向むけに床に倒れていた。そう長くは保もつまい。

　成功に驚おどろき、シャンクは自分の両手を見下ろした。いまだ震えたままだ。だがいつまでも呆ぼう然ぜんとしてはいられない。シャンクは苦い唾つばを吞のみ、敵の身体に刺ささったままの剣の柄つかを握にぎった。押し殺した声で告げる。

「元にもどせ」

　と、シアシスターナのほうを示して。

　心が搔かきむしられる。見下ろしている敵は、どう見ても師の顔である。正騎士だったこともある無敵の剣客、イスラール・ディーモンス。それを殺してしまった。

　立ってはいるが、ぐらぐらと眩暈めまいを覚える。剣に縋すがっているようなものだった。

　血を吐きながら、魔法使いが叫さけぶ。

「どうしたところでもどるものか！　あれはもう生命の抜け殻がらだ。単に死んでるだけではない。不死の生命でもなければ埋うめられない底抜けの欠落だ！　徐じよ々じよに弱って消え失うせるだろう！」

「もどせ！」

「無理だ！　無理だ！　誰だれにももどせはしない。馬ば鹿か者ものが、お前は余計なことをしただけだ。俺のような価値ある者を殺し、抜け殻とお前だけが生き残った！」

「うわああああっ！」

　シャンクは魔法使いから剣を抜き、それを渾こん身しんの力で再び突き下ろした。切っ先は次に顔面へと突き刺ささり、頭ず蓋がいを潰つぶして床ゆかまでとどいた。床に倒たおれたイスラールの身体が跳はね、そのまま動かなくなる。




「……ああああっ！」

　記憶の中の悲鳴は、喉のどから漏れるわずかな引きつりとなって現実へと続いていた。思いの中に没ぼつ頭とうしてしまったのだろう。シャンクはあたりを見回した。夜の館。その勝手口の前。静けさは変わらず、闇やみも動かない。

　汗あせをかいたせいか、さむけは増していた。部屋にもどったほうが良いだろう。シャンクはうつむいたまま身体の向きを変えた。

　斬ったんだ。

　歩くうち、声が聞こえてくる。誰のものでもない。彼自身の内なるつぶやきだった。

（斬ったんだ……あの時。俺は、技量でも、力でも、心気でも、なにひとつ勝てたはずのない相手を）

　ただの奇策でしかない。それでも斬ったことには違ちがいない。

　イスラールの言ったことは本当だったのか。神しん髄ずいを目指すならばこの世に斬れないものはない。

　部屋にもどり、眠ねむりに落ちる寸前、やはり闇の中にぽつりとつぶやきが漏れた。

（俺が魔法使いに乗っ取られて、イスラールに斬られれば良かった）

　だがすぐに眠ってしまったため、当人もそれを聞くことはなかった。




　翌朝には出発することにした。もうしばらくいても良いのだろうが、どのみちそれは、心の疼うずきを大きくすることにしかならないだろう。それに、ブリアンたちと落ち合う場所を決めずにここに来てしまった。探さないとならない。

　シアシスターナへの別れを告げ、館の玄げん関かんを出る。湖の涼りよう気きが肌はだに触ふれた。風が湖をざわめかせ、青い水みな面もに淡あわい色を混ぜている。その風が吹ふき抜ぬけていく。再び館やかたへと誘さそうように。

　と、ここまで送りに来ていたマチルが不意に声を出したため、シャンクは驚いて振ふり返った。

「シャンク・アーバロン。いつか聞こうと思っておりました」

　彼女は感情のないいつもの声こわ音ねで問いかけてきた。

「イスラール・ディーモンスは祖先よりミアキス家に仕えた剣けん士し。一度は正せい騎き士しとして出家したとはいえ、またもどってシアシスターナ様のため死すことも分からないではない。ですがあなたは違う」

　シャンクはしばらく黙だまったまま、玄関前に立つその老女を見上げた。昨日、館に訪おとずれた時と同じ姿だった。いや、今回に限らずいつも同じというべきか。彼は考えるふりをしてうなずいた。だが実際のところは、考えるほどの答えでもないと思っていた。

「ただの盗とう賊ぞくの息子むすこですからね。この館に忍しのび込んで捕つかまった時、あなたに慈じ悲ひをかけてもらえなかったら命はなかった」

　そこまで言った時、彼の言葉は遮さえぎられた。マチルが厳しく言ってくる。

「わたくしの目から見ても、あなたの探たん索さくは絶望的なものです。魔法とは道理を超ちよう絶ぜつすること。その魔ま法ほうをすら超絶した者、死をも克こく服ふくしたイモータル……それを探し、不死秘法を盗ぬすむなどと。本当に可能だと信じているのですか？」

「それはお館様にも言われました」

　館に向かって、軽く頭を下げる。シャンクはそのまま続けた。

「シアシスターナ・ミアキス。立派で、気高い貴族様。本当に、俺なんかには想像もつかない。あんな状態で、よくああいう態度が取れるもんだと思います」

「それが貴族というものです」

　ごく当たり前だというように、マチルが告げる。シャンクはうつむいたまま苦笑いを隠かくした。

「でも一度、俺はうっかり聞いてしまったんですよ。お館様が夜中ひとりで泣いてるのを。未練たらしく、つらい、苦しい、死にたくないと泣きわめいていました」

　ちらりとマチルを見上げる。叱しつ責せきされるかと思ったのだが、彼女は口をきつく結んだ表情で彼を見ているだけだった。マチルが同じものを聞いたことがあるのは疑いない。

　互たがいに表情を緩ゆるめるでもなく、ただ同じ感情を共有したのは分かっていた。シャンクはそれを代弁した。

「……仕方ないでしょう。聞いてしまったんだから見て見ぬふりはできない」

　ついでに、付け加える。今度は笑えみを隠さずに。

「それにイモータルっていっても、十二人もいるんです。中にはひとりくらい間抜けもいるでしょう。探します。剣の神髄なんかよりは簡単に見つかりますよ」

　マチルはやはり、厳いかめしい表情を変えることはなかったが。それでもシャンクは目を丸くした。彼女は階段を下りると、杖つえを抱かかえ、無言で頭を下げたのだ。

　なにを言えば良いのかも分からず、シャンクも無言でいるしかなかった。結局彼は礼だけを返し、風に逆らい、館を後にした。歩き出せばその風も、どちら向きの風かなど関係のないことだった。
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　あとがき







　約一年ぶりのあとがきです。前回は１ページしかなくてあんなことになってしまいましたが、今回は少し出世して３ページだそうです。コツコツ頑がん張ばっていこうと思います。ていうか１巻のあのあとがき、「これ落丁ですか？」という問い合わせがあったそうです。いや本当にごめんなさい落丁ではありません。単に筆者がアホなだけです。

　というわけで西遊記。わたし子供の頃ころにも見ていたわけですが、今見ると驚おどろくのは三さん蔵ぞう役、夏なつ目め雅まさ子この美しさです。本当に美人かどうかは丸まる坊ぼう主ずにした時に分かると言いますが、よく言ったものです。惚ほれます。お経きよう唱えてもらいたくなります。いや男の役やってるわけだから男に惚れられるのは駄だ目めなんじゃないかとかそれはそれとして。わたしは子供の頃、この西遊記のおかげで三蔵法師って女なんだと勘かん違ちがいしてました。

　ってこんな一年ぶりの話題をさも昨日の続きのように続けていてもなんなのでうわああああって３ページあるので途と中ちゆうで終わらずに済みますふふふ。思わず得意がります。

　んで、まあともかくこの本の話をすることにして。初出にある通り、この話はザ・スニーカー誌に連れん載さいされていたものです。不定期連載だったんですが何な故ぜか毎号載のってました。でもこのペースだといつまで経たっても話が終わりそうにないので、次の巻から書き下ろしってことになりました。そんなわけですから次の巻は一年後にならないように頑張らにゃなりません。一応、あと二冊で終わる予定でいます。

　にしても意外と変わったことをした連載でした。読者の方々から登場キャラクターを募ぼ集しゆうしたりとか。いや本当に突とつ発ぱつ的過ぎて、あんまり変な展開とかにできなかったのが心残りです。いや「どうなるストーリー」がそれにあたるんですが、文庫収録した時に最後のほうにくる話なので微び妙みように制約が……もっともっと無茶苦茶にしたかったんですが。ううむ。それはそれとして、ハピネス・フラワーを投とう稿こうしてくださった大島俊とし光みつさん、カイク・ウェインを投稿してくださった加か藤とう琢たく也やさん、ほかにもご応おう募ぼくださった皆みな々みな様さま、どうもありがとうございました。登場したふたりも結局かなり違ちがったキャラになっちゃいました。ごめんなさいね。

　しかし言い訳なんかしてる場合ではありません。明日という日は明るい日です。明るい日なら探し物だって今日より楽に見つかります。いざ進め帆ほを広げ風吹ふく海へうわああああああって３ページありますよ３ページ。ふふふ。思わず得意がります。

　とまれ、この巻で折り返し地点です。

　それでもまだまだ油断はできません。なにが起こるか分からないのがこの世の中です。実はこのシリーズが不定期連載だったのも「たまに偽にせの原稿が載ってる」とか「今回は暗号で載ってる」とかそういうネタを考えていたせいだったのですが最後に残った理性が邪じや魔まをして実行できませんでした。おのれ理性め。本当にお世話になってますありがとう。

　なんだかよく分からなくなってきましたが、この調子だと３ページ目までうわああで終わりかねないのでそろそろお別れです。

　それではまた次回の巻末でお会いできることを祈いのりつつ。




　　二〇〇四年十二月──


秋田　禎信　　
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